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はじめに

奈良|Kl ウ: 文化財研究所が､F城' 内燃跡の光＃' | ‘ l #業をはじめて満30ｲ |富，火種殿閤I I I j 前

庭部で奈良時代の大嘗' 脚の辿柵を明らかにすることができた。かって1 9 6 5 年の造

涌司関連遺椛の充伽I l で，聖武尺｣ : 魁の火嘗祭関述の木簡の川ｋをみたことから，い

つかは火祥‘ 内遺椛の充伽I | ができるのではないかと期排していた。1 9 8 3 年度の大械

殿前庭の儀式川の仮I 没物辿' | : ﾙ の検出は、それまでの‘ 例' 内殿舎の発掘で将られなか

った宮廷儀式の実態をまざまざと兇せてくれるおもいがした。それにもまして即

位儀式のなかでも蚊も硬喫な場を呪火に充伽I Ｉすることができたのである。この一

巡の調査成果は、ｉＭなる寓殿の建物の' Ｉｗｔの変遷を知るというよりは，その場で

現実の儀礼に参加した1 1 ｢ 代人の思吹をじかにきくおもいがするもので，1 9 6 1 年の

水簡の検' ' ' に匹敵する発伽' |のI l I I i 期としてﾉ i <く! ; I ｣億されるｲ ' ﾐになるであろう。飛鳥

地方における水落遺跡北部辿椛の洲f i f ，その東北に隣接したｲ ．i 神遺跡で発掘した

遺椛は俊雑の皮合をましてきたが，まさにI I i 代史を掘る火感をあじあわさせてく

れる興味のつきない資料を多く得ることができた。木簡の発掘では1 9 6 6 年に多賦

に出上した勤務ﾙ ド定木簡川上地の隣接地の発掘で，苦裸の尖務をうかがわせる資

料がさらに追加されたばかりでなく，匝脚; &の官人の拷課, I ド類につけられた付

札，肥後| K ' 第ｉ益城軍| 寸| 兵士歴f ﾉ i 帳，川羽| K | 郡司考課に関する軸の充児など，全

| K | 各地の下級ｗ人，兵士にいたるまで，その火態を邪で把握していたことを如実

と知ることができた。

その他，「法隆J 州和盗1 1 ｲ ' 限」関連の, 淵賊，近' ' 1 : 社寺建築の洲盗，イ' 皇輪年代

学的1淵f i f ，各祁’ i I I i 報処叫システムの研究，保何Ｗ: 的研究，持I i ．i ・庭園遺跡の調

州旨導，研究集会，埋蔵文化財センターの各諏研修‘ l # 業など多岐にわたる成果の

一端をここに集録した。糾織・予算のi 1 I I i I h i ともきわめてきびしい昨今，文化庁を

はじめ各方ｌＩｌｉの御指導とはげましの1 1 1 で研究脈ｉ－ｌＩ: i l がどのように働いているか

を御哩解いただければと砦える次第である。

１９８５年１２ノ」
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飛鳥地域の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 9 8 4 年度，飛鳥藤原寓跡発掘調査部では飛鳥地域において，石神追跡，水落遺跡，飛鳥寺跡

およびその周辺地域，川原寺跡，橘寺跡，蝦浦寺( 宮) 跡，l I I m寺跡など1 6 件の発掘調在を実施

した（2 0 頁参照) 。ここではそのうち主要な発掘調街についてその概略を述べる。

1 ．石神遺跡第４次洲査

飛鳥寺の西北隅に接し，水落遺跡に南で接するイi 神遺跡は，1 9 0 2 年に噴水装侭とみられる須

弥山石・石人像が出土したことでよく知られている。当調査部では1 9 8 1 年から継続して洲在を

行ってきた。その結果，須弥山石の転落位慨が確認されるとともに，イi 組溝，石敷を伴う掘立

住建物，南の水時計地区と北の饗宴地区を区面する基壇付きの東I ﾉ q 塀などの貰軍な遺構の発見

が相次いだ。今回は過去の調査成果をふまえて，各時期の遺構の範州確認とその実態究明を| Ｊ

的に実施した。調査地は束で第２次調査区に接し，南で第３次調査' 又に接する水H 1 で，東西約

5 0～５３ｍ, 南北2 8～３０ｍである。‘ 険出適職は7 1 1 1紀前半から中' 1 t におよぶが，ここでは7 1 1 t 紀

中頃から８１化紀初頭にかけての遺構を取りあげる。この時期の遺織は建物．塀の方位，電複関

飛鳥地域調海位慨脚

リ

係，嬢地土，出土進物からｌ

～K の４期に大別でき，Ｉ期

をさらに２期に細分できる。

１－１期井戸１，掘畝柱建

物２，；r i 組満４，方形区両，

7 . i 敷がある。建物の方位は刀

眼北に対して東に約２．振れ

る。建物の柱抜取状態はまず

柱周州を不終形に掘り下げ，

その後ほぼ直上に柱を抜き取

り，山上で埋め戻すという特

徴がある。これらの点はＩ．

Ⅱ期に共通する。

井) ｉＳＥ８００はくり抜いた

妓大I I j 狐８ｃｍの杉板材を２枚

組み合わせて井戸枠とし，

その周朋に人頭大の飛石を方

形に敷き，（i 敷縁として側ｲ ｰ ｉ

を立てたものである。ノドノｉの



北には一段低い排水櫛を! 没ける。｛i 敷は，東l ﾉ L i が5 . 3 ｍある。I * i 北脱使を側( i からみると､ 1 1 初，

南隅から４．８ｍで側ｲ i が| ﾉ L i に折れるが，次期には６．７ｍの位慨でI ﾉ L i に折れ，｛i 散を拡張してい

る。ノ| : ノ「の深さは３．８ｍあり，約３ｍほどﾉ | : ﾉ i 枠が残る。ノ| : ﾉ i 枠のWI i 形は紡鈍形で，火I ﾉ L i の

内法はMI i で1 . 3 7ｍ，底I I I i で１．２ｍ，南北の|ﾉ ､ l 法は仔々 ０．８１ｍと０．６７ｍである。ノ| : ﾉ i 枠の北

と南には，底I I I i の近くに４０～４５ｃｍの孔があく。掘形側にイi をI ; I I i めており，おそらく取水1 1の

役判を果していたのであろう。なお，ノ| : ノi からは多数の上器．木器が' ' １ｔした。

ノ| : ﾉ i の火と| ﾉ ﾘ にはイi 敷の側イi ⅢI |形と砺俊して束' 八i にＳＢ7 5 0 . 8 1 0が建つ。辿| ; , ! , の切り合い関

係が，柱掘形｡＞側イi の伽形→柱抜収穴のl l I i なので，ｊｌ: ﾉｉと建物はl 1 i I 時に〃: / I ; していたことは確

かである。ＳＢ７５０は桁行８１&' （| : １２間2. 27ｍ制Al ) ，難行３間（椛間２. ( ) ｍ等間）の唯I ﾉ L i 陳建物で，

桁行の' ' 1 央に間仕切りがある。ＳＢ８１０は桁行８間以上（柱間2 . ( ) 8 ｍ等間) ，梁術２間（住間

2 . 6 ｍ等間）の東' 八i 陳建物である。

，' f 組満にはＳＢ７５０の束に北流するＳＤ730 . 3 3 2 , |櫛にI ﾉ L i 流するＳI ) 7 4 4 , 1 ﾉ L i にＳＢ８１( ) と履峻

して北流するＳＤ７９０がある。側｛i はＳＤ３２２にｌイi 残るのみで，他は抜き取られ，ＳＤ７４４以

外の瀧には底〈｢ を蚊く。なおＳＢ８１０とＳＤ７９０は雁陵部分の施I : l l I 1 I j うからみて，共存してい

たと思われる。

ｊｌ: ﾉ i の南刀にﾉ j 形|>〈I l I 1 i S X760がある。||l i I { ２０～30ｃｍ, 深さ２５ｃｍの瀧状の深みが一辺約４

ｍで方形に巡る。瀧状深みの' ' １央部は粘上化し，北I ﾉ L i 隅で先端を束にした災さ約３０ｃｍの釘

が出上した。釘には縦ﾉ 〔j l 向｣ と峨力･ ' １' 1 1の木| |が残っているので，〃形の櫛状態みには| ﾉ ' { 隅を釘' 1留

めにした木材が埋没されていた１１J 能性が強い。

１

/ i 神遺跡第４次調f f f 辿職図
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１－２期井戸１，掘立柱建物２がある。井戸はｲ i 敷が北へ拡張された時期である。ＳＢ７４５は

桁行５間( 柱間1 . 6 5 ～2 . 9 5 ｍ），梁行は北妾３間( 柱間1 . 9 3 ｍ等間) ，南妾２間( 柱間2 . 9 ｍ等間）の

南北棟建物である。ＳＥ８００の西にあるＳＢ８１１は，桁行６間以上( 柱間2 . 6 ｍ等間) ，梁行２問

( 柱間２．５ｍ等間）の束西棟建物である。井戸周辺のｲ . i 敷の拡張に伴って，ＳＢ８１０とほぼ同規模

の建物を北へ約２ｍずらして建替えたものと想定される。

Ⅱ期掘立柱建物３，掘立柱塀２，価組瀧１がある。ＳＢ７３５は桁行３間（柱間2 . 4 ｍ等間) ，

梁行３間( 柱間2 . 0 ｍ等間) の南北陳総柱建物，ＳＢ７３６は桁行３間( 柱間2 . 4 ｍ等間) ，梁行３間

( 住間1 . 8 ｍ等間）でやはり南北棟総柱建物である。両建物は西側柱筋を揃え，菱柱間の心々距離

で約９ｍ離して，南北に配列する。ＳＢ７３５の柱掘形は東西約７．５ｍ，南北１．２～２ｍ，検出面

からの深さ１．５ｍの布掘り工法で施工されている。さらにこの建物の' [ I 周に，柱心から北, 南，

束の三方が約１．６ｍ，西は約２．８ｍにわたって石数が巡る。石敷と建物の柱との間には溝が巡

っており，この溝を建物とイi 数との間に設けた縁石の抜取跡とみると，建物の床下は外周石敷

より一段高くなっていたと推定できる。西而石敷の西側にはバラス敷ＳＸ７４３があって，進存

する範開は狭いが，当初はＳＢ７３５の周囲に幅広く敷かれていたと思われる。石細瀧ＳＤ７３４

がこの建物の南面伍敷のI ﾉ L i 延長線にほぼ一致して，西流する。側ｲ i に一ｲ i をたて並べたもの

で，底石はない。調奇| Ｘの西端にあるＳＢ８２０は，桁行６間以| 君，桁行２間以上で，いずれも

柱間２．４ｍ蝶間の南北棟とみられる建物である。

掘立柱南北塀ＳＡ6 7 0 . 7 7 5 は洲杏区西半部にあり，北と南は淵在| ｘ外に延びる。ＳＡ６７０は

16間分( 柱間1 . 6 9ｍ等間) ，ＳＡ７７５は11間分（柱間1 . 8～2 . 2 5ｍ）を検川した。

Ⅲ期掘立柱建物２，掘立柱塀３，小鍛冶炉跡がある。遮櫛の方位は方眼北とほぼ等しく，

住抜取法は１．Ⅱ期とは異なり，柱掘形を壊す工法である。ＳＢ７７０は桁行８間( 柱間2 . 1 ～3 ｍ) ，

梁行２間（柱間2 . 4 ｍ等間) の南北陳建物である。抜取穴からは藤原汽期の土器が出土した。ＳＢ

７４２は桁行２間以上( 柱間2 . 4 ｍ) ，梁行２間（柱間2 . 4 ｍ）の南北棟とみられる建物である。ＳＡ

７３２は洲制又東端にある南北塀で，北はi 淵杏区外に延びる。この1 判北塀は，！淵査区南端で束I ﾉ l イ

塀ＳＡ７３１と接続する。洲査区内でＳＡ７３２は1 6 間分( 柱間1 . 6 5 ｍ) を，ＳＡ７３１は２間分（柱間

2 . 1 ｍ) を検出した。一方，ＳＡ７５１は洲査区東半にある南北塀で，Ｉ淵盃区内で1 1 間分( 柱間2 . 1 ｍ

等間) を検出した。ＳＸ７９５は調査区' [ i 端の北寄りにある。一辺０．６ｍの範囲に黄褐色粘土を敷

き，その巾央部が熱のために赤変して焼きしまっている。

ハ期掘吹柱建物１，州立柱塀２，素掘り液２，ほかに土峨が数多くある。辿織は刀眼〃位

北に対して，西に約１．５° 振れる。ＳＢ８３０は桁行３間（柱間2 . 0 ｍ等間) ，梁行３間（｢ | ｲ 央柱間２．９

ｍ, 脇柱間1 . 5 ｍ) の南北陳総柱建物である。この南面と束而にＬ字状に折れ曲がる塀ＳＡ７８０と

ＳＡ７８１とがあって，この建物をとりかこむ。淵沓区内で，ＳＡ７８０を８間分( 柱間2 . 4 ｍ等間) ，

ＳＡ７８１を６間分( 柱間2 . 7 ｍ等間) を検出した。淵在区の束半には２条の南北瀧ＳＤ６４０とＳＤ

６４１がある。いずれも素ﾙ ﾙ りで，北流する。このほかに7 1 1 1 : 紀後半から8 1 1 t 紀初頭の土器が州

４



土したＳＫ７４８．７４９．７５５．７６２～７６４．７７３．７７４．７７６～7 7 9などの上城が多数ある。

遺物瓦，‐ | : 器，土製11 1 1 , , 金屈製品，木製I l i I 1 I ，（i 製I Wi のほか，玉類，動・hI 1 i 物遺作体など出

－１皇遺物は多随多彩である。ここでは特徴的なものだけ取りあげる。

瓦類は生にＳＢ７３５を裡う１１淵色粘土〃' i から' ' １. 上した。i l i l : 瓦はI l i l : 九瓦26点で，その人半は単

弁８弁の角端点珠をもつ軒丸瓦と飛烏寺創建時のそれに類似した1 M弁1 0 弁１i l : 丸瓦である。

土器には，純文_ ' 二器，弥' L l ﾐ l : 器，古境時代の土師器・鎮恵器をはじめ，巾I I t の瓦器などがあ

るが，なかでも7 1 1 1 : 紀' ' １頃から8 1 1 t 紀初頭の時期( 飛脇Ⅲ．Ⅳ．Ｖ) の_ I : 師器，弧忠器が圧倒的に

多い。特にＳＥ８００の埋土からは飛X Mj l l I 期と考えられる約2 0 0 仙休におよぶ上器がｌＩＩｌ: した。

ほかに頚・胴部に楕円形の列点文・錨歯状文・点､ ド| ' ｣ 文をめぐらした新羅上器壷，内l I I i のみを

燃した東北地方の蝋色土器杯がある。土製ＩＩＩＩＩ１には９脚に

復原できる獣脚脱のほかに，’ 1 1 1 ( I i 0 l ，上馬, 、フイゴの羽

| ｜がある。

金属製品には大城の鉄製品のほか，銅製砧もある。鉄

製品は主に藤原寓期の整地土・土峨から出土した。雛，

斧，鎌，刀子，ヤリガンナ，カスガイ，釘などの多くの

砿類がある。なかでも鍬は１５０点以上あり，特に注| ｜さ

れる。

まとめ今I I i I 検出した7 1 1 t 紀I l I 頃から8 1 1 t 紀初頭にか

けての辿撒を，過去の洲査成果とともにまとめておく。

１－１期と井了ｉＳＥ８００のイi 倣側｛i を改作した１－２期

との時期は，井ﾉ i 出土土器から，7 1 1 t 紀半ばをやや降る

時期と考えられる。第３次洲杏で饗宴地I > 〈と推定した塀

ＳＡ６００の北側にはｲ . i 敷を伴うﾉ | : ) i をi l 1心に大規模な建

物を配する。このありかたは，今後饗宴地区の柵造を知

る上で砺要な乎懸りになるものと思われる。１１期の時期

には，塀ＳＡ６００の位綬は，塀ＳＡ５６０として踏襲され

るが，井戸，イi 紺溝は埋められ，建物配侭も異なってい

る。その時期は7 1 1 1 : 紀後半でも火武帆の時期に求められ

よう。さらに１期と1 1 期の間には，単なる改作にとどま

らない大きな1 曲i 期がある。饗換場として利用され統けた

ものであるか綿か，この一帯がI I L くから飛鳥浄御原脚跡

と推定されてきたこととの関辿を含めて，なお恢砿な検

討･ を必要とする。Ⅲ期は天武朝の後半期と推定されるが，

先の２期とは根本的に異なる単位のもとに: ' 1 地域が利川

５

1 1

1 1

O

f i 神遺跡主要迩椛変遷図
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されていたと考えられる。１N~期は藤原' 肉' 期にあたり，Ⅲ期の南北塀の位慨を踏襲して奈伽1 1り溝

が掘られ，そこから離れたI ﾉ q北部は塀でI x I I 1 1 i される。この塀で州まれた建物は，この地|Ｘの｢ ' ’

心建物とはi 了いがたい。従来この時期の辿物は大' 1 t に出土していたにもかかわらず，進僻は稀

薄であった。今1 1 1 1 , 建物・塀を検出したことにより，藤原窟期における利川形態の一端も明ら

かになったといえよう。

2 ．水落辿l Mi 第５次洲査

史跡整備のための資料を得るＩI 的で行った調査である。洲介地は時計台の建物のすぐ北側

で，昨年まで' 11飛) : ､ § 小学校の校舎が建っていた跡地である。発＃l I した範|州は，東西２５ｍ, 南北

約６ｍ，Ⅷ種１５０，２ほどである。

、検出した辿椛は１期．Ⅱ期の_ ﾕ 時期に大別でき，Ｉｌ期はさらにⅡ－１期，Ⅱ－２期に細分で

きる。Ｉ期は時計台の建物と| , j 時期で7 1 1 1 : 紀｢ | ' 頃を少しドった時期にあたり，Ⅱ－１．’ １－２

期は，７世紀後半でも中頃以降に州当する。この時期区分はｲ I : i 神遺跡のｉ・I I l I I j 期に州応するｃ

１期の遺構には，掘立柱建物１，木樋３，鋼管がある。掘立柱建物ＳＢＯ１は時計台の建物の

外周貼り石瀧のすぐ北にあり，東西９間（2 4 . 3ｍ) 以ｋ，南北１間か２間( 4 . 2ｍ）の東西棟であ

る。桁行の柱間Ｊ･ 法は，2 . 7 4 ｍ奪間。時計台の建物や，その南に建つ＃1 M/ : 柱の付属建物と柱筋

が通っており，これらの建物が一連の計l I i i i で造営されたことは確実である。柱ｊＩｉ形は方１．６ｍ，

深さ１．５ｍととくに入きい。柱は径３８ｃｍの円柱で，すべて抜き取られており，時訓･ 台の建物

と同時に解体されたことが知られる。この建物の地下には，水を流すための鋼管や木樋が縦横

木樋Ｈ木樋Ｅ

ＩＲ

職蕊鍵簿霧測

－－丁 ‐ ‐ ‐

/ k 解遺跡第５次洲侮遺柵似’

1５ Ⅱ

に張りめぐらされている。鋼管は内径が0 . 9 ｃｍ

の細いもので，長さ６．５ｍを検出した。1 9 8 1 年

に時計台の建物の中央で発掘したものの北延長

部にあたり，今I I 1 l までで総長１８．２，分を検出

したことになる。釧梢: は建物ＳＢＯ１の地下で三

又に分かれており，一本はそのまま北へのび，

枝分かれしたもう一本は建物の北端で地上に立

ち上がる。後肴は長さ３０ｃｍを残すのみで，先

端は失われている。‘ I 州を地｢ | 』に埋め込むにあ

たっては，まず，水くずを漆で漆りl I I i l めたもの

でくるみ，さらに，これをI 脳１０ｃｍほどの材木

を木樋のようにくりぬいた' ' 1 におさめて，てい

ねいに埋めこむ。時計台の建物の１１｣ 央から北へ

次第に低くなり，分岐点までで８０ｃｍの落潅が

ある。この鋼梢: は，時計台の建物内から北方へ

/ k を導くための迦水猫: とみられ，水然遺跡の北

Ｉｉ
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飛鳥寺西回廊（Ｊ地点）の調査市庫改築に伴う事前調査である。１９５６．５７年の調査成果によれ

ば，調査地は1 1 1 1 剛I ﾉ L i 北隅に近く，Ｉﾉ L i l n l 廊から寺域西限施設までの間と惟定された。調査の結果，

I u l 廊雄壇の雄底部とみられる商まりを検出した。この高まりは版築状の薄い粘上I v l からなり，

‘ 淵汽区の東端から西へ約３ｍの位淡で急激に落ちている。この上面のI ﾉ L i 端に，南北ﾉ ﾝ 向の細長

く浅い土峨がある。もしこの高まりをI I I l 廊韮塊の一部と考えれば，この上砿を縁ｲ i 抜取痕とみ

ることができる。商まりに接して，｜凡i 側には瓦肺, | がI I J K さ約２０ｃｍで広がっている。瓦は敷かれ

た状態ではなかった。瓦l I Y i はｲ ､ ' ４出した上器などからみて，奈良時代の盤地臓だろう。調査Ｉｘの

I u i 端で，南北瀧の火半部を検出した。浅いＵ字状を. 鰹した素＃( ｛り満で，位侭から飛烏寺の西限

をl x I I 1 j i する施I 没に沿って南北に延びる瀧とみられる。ムI j 肘で渡われており，櫛の埋土から多岐

の瓦片とともに，7 1 1 t 紀I | ' ｕｉ～後半の土器片やI I J 而呪がM| 土した。なおこの南北櫛の下で，力

０１，，１

マドを作りつけた竪穴住崎を検出した。’ 1 1 土

上器や胴位から6 1 1 t 紀代と考えられる。

飛鳥寺西門（Ｋ地点）の調査農小姥建築に伴

う事前調杏で，‘ 淵査位職は安AI } 院のI 凡i 約7 0ｍ

である。1956年の調森（飛脇寺第１次）でi ﾉ L i i I I j

の迩櫛の一部を検出しており，この淵奄区の

東端に幽門南四部がおよぶと推定される。一

方，1 9 6 6 年には今回の洲釘又のI ﾉ L i と南とにあ

る水川で，揺原考占学研究所が調査を行い

( 飛鳥〃( 第' １次) ，イi 数やｲ i 組瀧などが検出され

ている。さらに北の水Ｈ１では1 9 6 9 錐の！淵沓

、
瓦剛
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方には，特殊な水カラクリの仔在が想定できる。

木樋は２条ある。木樋Ｅは外寸で，Ｉ陥・深さともに約３０ｃｍ・水時計で使う水を取水したあ

との余剰水を北に流す暗渠で，建物ＳＢＯ１の地下を南北に通って，北へ抜ける。木樋Ｇは本体

は進存していないが，その据え付け痕を検出した。建物ＳＢＯ１の南縁に沿って東から, ﾉ １１へとの

び，木樋Ｅや釧縛の上を立体交差して，さらにI ﾉ L i へ述なる。木樋Ｅとほぼ同規模で，全長１８，

分を確認した。木樋ＧはＳＢＯ１のi ﾉ L i よりで，北へ折れる木; 樋Ｈに連結し，建物外の北へ続く。

木樋Ｈは本体は進存しないが，外寸| 冊５０ｃｍで木伽Ｅ･ Ｇに比べて一まわり大きい。全長６，

分を確認した。このように，水然辿跡の付近一・帯には，水時計を' ' ' 心に，銅符や木樋を使った

地下水路が複雑に張りめぐらされているのであり，今後，全体像の解明が期待される。

なお，１１－１期には束' 八ｉ７間，南北２間の掘立柱建物が，１１－２期には火i ﾉ 1 . ｉ４間以l 君，南北３

間で，北l 胴付きの火I ﾉ L i 陳とみられる伽I | 立柱建物がある。１１期の建物群は時計台の建物を撤去後

に建てられており，７世紀後半に，この地域の土地利川に人改造のあったことが知られる。

3 ．飛鳥寺周辺の遺跡

ジ

北澗

７
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飛烏寺幽回廊( Ｊ地点) 調査辿櫛似’
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飛鳥寺刈１W( Ｋ地点) 調査辿椛隠

一８－

( 飛貼京第18次) で，イi 組溝の延長部が確認されており，今i 淵盗凶こも一連の辿備がおよぶものと

推定されている。そこでこれらの成果にもとずいて，i l i l 1 I j ，および周辺部の実態究明を|I 的に

調査を実施した。

洲査の結果，南北トレンチで二極の積土脚を確認し，束I ﾉ L i トレンチでI ﾉ L i から順にイi 組小瀧，

石組大瀧，衝列等を検出した。西' ' １については明確な辿櫛を検出できなかったが，その位『，f か

らみて，南北トレンチの積土層が西門の基塩土の一部と砦えられる。積上肘の_ l 蒼而には小ｲ i の

抜取痕跡があった程度で，礎石や基壇縁石などの抜取痕跡は確認することはできなかった。飛

鳥寺第１次調盃で検出した礎石上面高の推定値より，今I nl の祇土届の検出I I I i 商が，約４０ｃｍ下

であるのを考えると，基聴土r 1体が後仙に大きくWl l 平されているのだろう。

イi 組小瀧( ﾘ｢↓ ‘ 淵在SD6684) は上幅４２ｃｍ, 深さ１３ｃｍの南北瀧で，隆さ１．２，分を検出した。

南側での調査分をいれると南北総長2 6ｍ以上となる。溝は牒・瓦ハ．を含む幣地胸を切りこんで

作られている。側ｲ L i は２０ｃｍ大の玉石一段からなるが，西側が総じて大振りである。しかも幽

側石が据え付け溝の底にあてているのに対して，東側ｲ i はｌ０ｃｍ余浮いた状態にある。溝の東

西にみられる整地脳の述いを亜祝すれば，西側ｲ i は西にある: 』! “ の縁石の可能性が: 砦えられるｃ

イi 組大瀧( 県調査SD6685) は上幅１．２５ｍの南北瀧で，優さ１．２，分を検出した。この灘はす

でに検出されているイi 組渉と一連であるから，飛烏寺寺域I ﾉ I L i 限にそって，すくなくとも南北約

1 2 0 ｍにわたって設けられていることになる。側石は８０ｃｍ大の花尚器，河腺石一段からな

る。側石の上端の高さをみると，東側ｲ . i の方が約10ｃｍ高い。側ｨ L i の姿込めから, 多並の瓦片．

素掘り溝の下の

２ケ所で柱穴を

検出した。いず

れも一辺１．２ｍ

以上の人型の掘

形である｡ 出上

℃｡

裳
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時期が異なるとみられる。唯脇寺のI ﾉ WL j は『１１本! I ＃紀』に! ; L l された槻水の座場の仔在が想定さ

れており，その・角とみられるイi 神遺跡では，7 1 1 1 : 紀に人改造された辿備群が亜唆しているこ

とが判明している。’ ﾉ l i l I I j I ﾉ LMj で検l l I されたイi 細櫛，（i 列呼についても|' ｊ様の状況ドで造作・撰

備されたものと皿解できる。

4．磯浦寺・ＩＭＩ浦‘ 内' の, 淵代

向原寺のハi 仰改築に{ ､ |くう‘ |；前洲f 1 f である。ハI i l 知のように周辺一・州; は蘇我氏が造憐した暇浦寺

あるいは推占犬I ; ｌの暇浦1 1 ; | ' の故地に比定されており，すでに数' 1 1 1にわたる‘ 淵介が火施されてい

る。1 9 5 7 ｲ ドには奈良県教育委只会によって，境内で' ' ' ' ' 1 : の礎ｲ i 建物，その南接地で7 1 1 t 紀後半

の瓦をともなう二頭ﾉ I 軸の建物，さらに南で黙と碓疋される辿附が検出されている。1 9 8 0 年に

は､! ' i ‘ 淵侮部が薬Ⅲ|i ' 暇の改築に{ ､ ' 4って，’ ' ' ' ' 1: の礎/ i 処物をI I I 1淵在した結果，この建物は鎌倉時代

初めにI I j : 雌された床板雌りの仏' １| ( : で，判11 1 . 時代後､ ' 4に焼失したことと，そのドル1に創建時のﾉ ﾑ

恥とみられる版築〃1が存7 ' ; することが判| ﾘ j した◎今l I i l は，創建期ﾉ , 軸の脱僕やｲ ド代，さらにド

r l 遺構のi / J § 術の確認を||的とし，束|ﾉ L i ２２．５ｍ, |* i 北７．７ｍの範州で発掘調侮を行った。検出し

た主な辿購には，創建時の暇浦寺にかかわる辿附と戦浦寺創建以前のド臓辿随とがある。

豊浦寺の遺概Ｉ淵州Ｘの北半部で，創建期の版築ﾉ I 軸を検l l I した。ノ, 戦: ( は＃1 1 り込み地業をせず

に，占峻時代の辿物を念む蝋附色_ | : や先行する換地_ | : の上に' ' 1 〔峻版梁して築く。版築〃' i は黄附

色1 1 1 上とI 1 i 灰色1 1 1 上とをi ﾐ 体に，１ﾉ : 均５ｃｍのA X さで枝み頑ね，蚊も辿仔状態の良い所で，尚

さ1 . 1 ｍを残す。版築士' ' 1 には丸瓦や平瓦の小ハ･ がかなり含まれていた。ノビ野i i の上面は近1 M: に

亜
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制
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著しく撹乱されており，鎌倉I i j : 建仏堂の礎ｎ位侭を示す辿撒すらすべて破壊されていた。

' 淵炎I Ｘ南半部ではひと抱えほどの大きさの花尚岩玉石や』“ 化粧の凝灰岩切ｲ i を極I t I して束

I ﾉ L i に並べたイi 列を検出した。このｲ ｬ列は創建』, 贈壊の南縁をI I I 1 i する雨落潅のI 櫛側ｲ i と砦えられ

る。全長約１８ｍにわたって遺仔し，発掘|ｘ外に延びる。ノ, 軸化粧ｲ . i はすべて抜取られていた。

雨落溝のすぐ南には２５ｃｍ前後の大きさの二K ｲ i が敷かれており，さらにその南側は人頭大から

拳大の玉ｲ ．i を使ったｲ i 数へと続く。雨落瀧と- K ｲ ．i 散は下胴から出土した土器からみて，奈良時

代以降にI 没けられたことは明らかである。創建時には乃軸だけでその外側は盤地土がそのまま

境内1 ｍになっていたとみられる。

今川検1 1 ) した基壊建物は，暇浦寺創建時に遡る主要な建物の一つである。雄蝋の規模は前Ｍ

のi 洲汽成果を総合すると，束凹３０ｍ以上，南北１５ｍとなり，建物は大規模な＃〔西陳礎石建物

であったと碁えられる。その規模や位瞬から，この建物は識蝋の可能性が1 1 . ｉい◎建物の方位は

方眼北に対して，西へ約１９n振れている。また造営した時期は，基壇南側から多雄に出土した

単弁軒丸瓦や丸瓦・平瓦から7 1 1 t 紀の第２四半期とみられる。その後，奈良時代以降に雨落溝

や張ｲ i 数がつけ加えられ，1 0 1 1 1 : 紀以降に倒壊ないし焼失したものと考えられる。鎌倉時代初頭

になって，この韮型の束寄りの部分を利州して･ 仏堂が再建されたが，この建物も塞町時代後､ 雁

にはi I j : び焼失したとみられる。なお，ノ, 蛾築成に先行する上城からは飛鳥寺とl I i l 随の噸弁! | i l : 丸

瓦が多数出土し，また版築土からも瓦が出土しているから，この大規模なＪ, “ 建物に先行して，

別に瓦葺きの建物が周辺に存在した可能性が強い。

下層遺構ノ鯉' 1 とその南にひろがる盤地胴の．ド胴から石敷をともなう掘立柱建物などを検出

した。建物は桁行３間( 柱間約1. 56ｍ聯間) 以|: ，梁行３間( 住間約1. 83ｍ等間) のI 櫛北陳総柱建物

である。柱伽形は一辺１ｍ，柱の復原径は約３０ｃｍあり，建物の方位は刀眼北に対して３０．西

へ振れる。施I . : 順序は，まず' 11地表面に掘形を穿って柱を. t / : て，その上にI ' 』ﾐさ約１０ｃｍの盤地

- t を樵りｋげる◎北災椛筋から北へ約１．５ｍの位侭には窄大の－１ﾐ ｲ i を並べ，その北側に玉ｲ i を

敷いて建物周州を化粧する。その後I 凡i 側の斥陵から土が流れ込んで玉石が埋没するに及んで，

建物の内側や周辺を{ I j : 度黄禍色' 1 1 土で熱地する。さらに柱筋から約３０ｃｍ離して建物の周I ＃| に

、

暇浦寺ド肘建物辿櫛凶

l(）

玉ｲ i 列を設け，その外側には二R ｲ i やバラスを

敷き詰め，また床下にあたる部分にもバラス

を敷いている。建物の西側では柱筋から約

2 ｍ離して兇j 切りの玉石を据え，その外側に

鵬約２５ｃｍの雨落溝とみられる施設を設け

ている。この建物の時期は出土した土器から

みて，７世紀初頭をそれほどドらないものと

考えられる。

このド肘建物は玉石敷を伴うことなど飛鳥



の他の汽殿辿柵に典皿する点が多い。しかも( M( 浦寺は磯浦寓（5 9 3 ～6 0 3 ｲ ド）の跡地に造憐された

と伝えられており，今ＩＩ１ｌ検| | I したドル‘ ' i 適職が紺I | ” ( の部にあたる機然性は強いといえよう。

) ＩＩｉｌ辺地域での今後の洲i f l f の進腿を期待したい。

5．l I I I I l 寺火|い' 脚・寺域東北部（輔６次) の‘ 淵介

第４．５次, 淵在によってI I 1 l I i l i の規模が判I ﾘ』し，またl l i l l l 1 I j の建築部材が多11 t に' 1｜こしたため処

物の復腺がI I J 能になった。刺1 1 1廊の火では，r l f i 北〃1 1 ' , ｣ のﾉ 1弊↑ 排水路と南北塀を検出し，これが

難域内をl x l I I 1 i する施i 没であるI I J 能' ||§が強まった。今' ' ' １はl I i l ml i 進物のより洋細な復原資料を得る

ことと，Ｉ* i 北2 3 間を数える刺1 1 1 廊の' ' 1 火1 2 間| | での人1 1 のA裕を検討すること，さらにﾉ I 榊排

ｲ 〈路と南北塀の‘ W§ 絡をi ﾘ j らかにすることを1 i たる｜|的としてI 淵代を火施した。束I I I I I i l i の洲州ｘ

は北から９１A1 1 1からl 5 1 Hl l l までのＩｆｉ北２９ｍ，収| ﾉ Ｌｉｌ８ｍの範州で，北は第４次I 淵f { f l メに，南で

は鮒５次‘ 淵制> 〈に部瓶複する。、l j ; 域収北部では昨i - l 上堺の＃〔北隅の椎定位職に，束i ﾉ ｌｉｌＯｍ, 附

北５ｍのI 淵制ｘを投定した。

回廊１１１１伽は土|ﾊ 1床のi l i 廊で，礎｛i はすべて原位i i i f を保つ。| ; 1 #間の桁行・梁行ともに3 . 7 8ｍ

の搾間で，１尺＝36ｃｍの尚艇尺でI ; | ･帥: すれば10 . 5尺になる。’ ' ' 1伽の束' 八i 』』軌1 ' １i 化粧は，おもに

花尚ｵ ‘ { の' ' １然ｲ i を一段) ‘ / : て1 i i べたものである。ノＩ叫' ( I 脈は約６．４ｍ，礎｛i 心からﾉ ! “ 縁までのＭＩｉ

雛は１．３ｍである。火側柱ﾘ では北から1 2 1 A l l l の人｜i 推定位『' ‘ f を除けば，すべての椛間に| 脈

6 0 ～８０ｃｍ，深さが礎ｲ ｉＭｌｉから３０～３５ｃｍほどの小櫛があり，なかに瓦．跡．板ｲ i がI ; I I i め込

こんであった。これらは地役行を抜き取った後，その窄隙にＩｆＩｌｉめたものと港えられる。その時

期は第５次淵在のI ﾘ i : j , 凸によれば，9 1 1 t 紀

前､ ' 4～! | I 頃である。唯鯉I ﾉ L i 側の化卿Ｍ

は, Ｉｌ１ｌ廊I l L i l : ｉｊ然赫の東側ｲi を脹れており，

瀧の西側ｲ i より大ﾉ ﾘ ﾘ のイi を川いている。

ﾉ 1 脚[ の東側には雨淋瀧はI 没けられていな

い。建築部材は’ 淵州>〈南: ､ ド部で進ｲ J f 度が

良好である。特に１３．１４１Hl l l で述ｒ窓が

細まれた状態で川上するなど，部材の

１１ｔ・砿類が暇嵩である。／洲Ｉ１Ｉ判l ﾘ J した喫

点を鵬L Ｉする。

( 1 ) １３～1 5 間' １の蚊典のうち１本は，《

間分にわたり，その全長は１１．３２ｍであ

る。

( 2 ) 腰唯束と斗枇間小躍とが良好に残っ

ており，その満さはともに５０ｃｍと判明

した。

Ⅱ

l I l I l l 矛‘ 淵11Ｗ湖Xｌ



Ｉ２ＨＩｌ

( 3 ) 肘木は第５次‘ 淵盃で，舌を有することが判明している。今I i l I 出土した肘木のうちの一本は

その上半部が良好に伐っており，全長が１．２ｍ，巻斗の心々 間が５０ｃｍと判明した。上面の巻

斗間には背繰りを施したｌ: にさらに柾繰りを設けている。

( 4) 茅負は３点が良好に残る。Ｌ宇状の断l I I i 形を. 11Aし，断1ｍの寸法で大小２砿がある。大ﾉI i 4の

ものは１５ｃｍ角の材で，残存長が５．７ｍに及ぶ。瓦繰りの間隔は約３１ｃｍで，柱間一間( 3 . 7 8

m) につきほぼ1 2 列並ぶ。砺木には釘で打ち付けており，釘穴間隔は長いところで２．５１ｍに及
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東、廊雌物巾央扉１１復原膜’

ぶ。小咽のものは１１ｃｍ角の材で，釘穴２本が約６０ｃｍ離れて残っている。飛木削りは瓦削り

にほぼ一致していたものと判断される。

( 5 ) 畷木舞は縦横一方を心として，そのl I l I j l I I i からl I L I 交ﾉ L j 向の木舞で挟むが，腰峨・述ｆ脇小唯

は横木舞を，１･ 供間小唯は縦木舞を心とする。

東扉口I I I I 廊の1 2 間| | で束扉｢ I を検川した。束側柱列の礎ｲ i 間には，原位間を保つ３個の花

尚満製地獲ｲ i があり，この| : に地裡材が残っていた。地渡唯のl l I h i は３つとも３２ｃｍ前後であ

る。北と1 判の地獲ｲ i には礎ｲ i の地獲唯と' １１じ幅( 2 5 ｃｍ) の切り欠きがある。地穫ｲ i の隆さは北か

ら順に，ｌＯｌｃｍ, ９０ｃｍ，９５ｃｍである。北とl 櫛の地覆ｲ i には! | i l l l 榊穴（篠８c m, 深さ５c m）が穿た

れ，北側の軸摺穴の' ' 1 には内径で６ｃｍほどのI l i l l l 綱金典が残がしていた。

辿存した部材から，扉口は連子窓を備える他の柱間とｌｌｆｌ・の川ｌ: で，柱, 1 ‘ i も変らず，一連の

尾根が続く隣造となることが判| ﾘ l した。さらに以ドの, 諸点が知られる。

( 1 ) 扉は内開きで，I l i I I I 榊穴は地復ｲ . i をＩ尚接穿つ。l l i l l I 拙穴の心々 |H1のNi 雛１．９８ｍは，柱間が商

艇尺で1 0 . 5尺なのに対して，５．５尺に､ ' ' i るｏ法降寺の6 ‘ ５尺余に較べてl j MI I I 陥が狭い。

( 2 ) ）．i 当りとなる地復は柱間いっぱい入れる。地獲の' 脈は他の旅間より狭く蚊幽の幅に揃える。

( 3 ) 扉1 1 にも内法長押は川いず，i l i l l I 摺穴を穿った別材( 蕊脹) を蚊幽に打ち付けたと判断される。

扉口付近から出土した部材に，良さ５０ｃｍでI I I I i 端水１１を斜めに切り落とし，ノミ彫りの釘穴２



ケ所を残したものと，I l i I I I 揺穴の一部とみられる断片があり，典座と渚えられる。

( 4 ) 述子窓ドの長押は，扉「I I l i l i 脇の柱で瀞に' ' １' す。

以上から復原できる扉購えは，蚊貰・地捜| A l に方１１/ : をＷ: て，地渡ｲ . i と藁座に穿ったl l i l l i 榊穴に

扉M〔を釣り込む形式となる。法隆寺I n I 廊の扉｢ 1 の塊状に較べて，開1 . - 1 部が狭く，椛成部材の少

ない簡噸な形式である。扉板の形状，関蝶の施錠施設は不明である。なお復原l x l は柱間寸法か

ら削り出した１尺＝３６ｃｍを採川し，妓小噸位を５分．２分として数値を終理したもので，幣

理途巾の僻定的数値である。

寺域東北部辿職は頑複関係から３期に大別できる。

１期には南北塀ＳＡ５００，東1 ﾉ L i 塀ＳＡ５７０，柱穴ＳＸ５７１，南北素掘り瀞ＳＤ５３０がある。南北

塀ＳＡ５００は２間分を検川しただけである。東北隅の柱は南東方向に抜き取られており，｜* i 側

の柱掘形の一部を唆している。南の住掘形には上部をノミで切断した径２９ｃｍのヒノキの柱根

が残る。柱間寸法は約２‘ ３ｍになる。東西塀ＳＡ５７０のi 7 [ i 側の柱掘形は新しい上峨で大半が壊

されていたが，柱伽形の一部と柱痕跡とを確認した。掘形の大きさと柱痕跡の様とからみて，

南北塀ＳＡ５００は' 八i にＬ' 剃犬に折れ' ' ' 1 り，東西塀ＳＡ５７０に連なるとみて間迷いない。束I ﾉ [ i 塀

ＳＡ５７０は，従来北限をI I I 1 i する塀の一部と考えられていた住穴( Ａ地点) に述なるのであろう。時

期を特定できる手懸りはないが，鱗・識蝋建ｳ : 時には〃在したとみられる。位慨・規模からみ

て，南北塀ＳＡ５００，及び東西塀ＳＡ５７０は，寺域内のl x I I I I i 施投の可能性が強いと肴えられる。

溝ＳＤ５３０は，上l WI １３．５ｍ，深さ３０～4 0ｃｍ・瀧ＳＤ５３０の火ﾉ ＩＩ部で柱穴ＳＸ５７１を検出した。

経３７ｃｍのケヤキの柱根が残る。１１期の辿櫛には｜; 1 ; 穴ＳＸ５７６，賠渠ＳＸ5 7 3 . 5 7 4 , イi 組瀧ＳＤ

５３１がある。暗渠ＳＸ５７３は底と側に噂を川い，蝿- | : から奈良時代イミの瓦が' ' １土した。陪染

ＳＸ５７４は，暗渠ＳＸ５７３を改作した暗渠で，東側は暗渠ＳＸ５７３の噂をそのまま使い，餌側

をｲ i 組とする。埋土から平城檎' Ⅲ期に属する杯が出･ ｋした。暗渠の｣ 蔦部には上塀状の櫛築物の

序在を推定することができる。行組稚ＳＤ５３１は，上l 陥が６５ｃｍ，深さが４０～６０ｃｍである。

埋上からは多1 1 t の瓦，そして_ ' 二馬・上師器・須恵器・｝､ ( : 色上器が出土した。土器では1 1 1 1蹄L l I i i l

半喚までの遺物が含まれる。

1 1 1 期には陪渠ＳＸ５７３･ 5 7 4 を唆して上峨ＳＫ５７５が掘られた。土城ＳＫ５７５の埋土から1 0 1 1 1

紀から1 2 1 1 1 : 紀l i i r l 4 にわたる土器が多く' ' １上した。

ＩＦ城東北部調在辿閥又’

一Ｍ一

以上のように，今ｌＩ１Ｉの洲侮において，束

l l I I l i l i の扉位統を確認し，その櫛造を復原で

きる資料を得るとともに，寺城東北部の災

態を解明する下懸りを得た。I l I I I I 寺の全体

像を理解するためには南門，あるいは佃腸，

食蝋などの諸施設を明らかにすることが今

後の砺要な課題である。( / ｋド1 1 辿・深深芳樹）



外周柵

藤原宮跡・藤原京跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1984年度，飛鳥藤原脚跡発伽I Ｉ淵侮部では，膝原1; I ' ・求域において，火力' 1．‘ 柵など20件におよ

ぶ発掘調杏を実施した（2 0 頁表) 。以~ドに１Ｉ要な洲森の慨嘆を報｛ｉｆする。

藤原宮東方官荷地域( 第41 . 44次）の調査東方官簡地域では，過去３１i l I の洲喬で，火I i l i 北I j の|ﾉＬｉ

側に幣然と並ぶ災大な建物群が確認されている。洲査地は第38次淵f i f l >〈のＩﾉ L i に接する水' １１で，

内裏と寓内先行条坊東. ･ 芝坊大略の位瞬を蹄製した寓内道路との間にある◎検州した１２な迩椛に

は掘立柱建物，掘立柱塀，溝，‐ t 城，道路跡などがある。その時期は弥ﾉ I ﾐ 時代から中１１t に及ぶ

がなかでも藤原寓期の遺櫛は，Ａ、Ｂの２期にわけられる。

藤原宮Ａ期掘立柱建物ＳＢ3 8 9 5 . 3 8 9 6 と，長大な掘立柱塀ＳＡ３６３０～3 6 3 4 とがある。この地

区は東西および南北方向の塀によって二つのブロックにI 又両され，その区l H I i 内に建物が配椴さ

れる。北のブロックは束' 八i 塀ＳＡ３６３０( 柱間2. 6ｍ前後）とi f i 北塀SA3631( I I i l ) で区l l l I i される。南

のブロックは北面を限る塀が当初ＳＡ３６３４( 縦間2 . 6 ｍ前後) であったものが改作されてＳＡ３６３２

( 柱間２．６ｍ前後）となり，東は南北塀ＳＡ３６３３( 柱間2 . 7ｍ前後）でl x l I I I i される。このi I 1 j ブロック

が各々 異なる官簡と碓定され，官簡を| >〈I I I 1 i した火| ﾉ L i 塀の間は，’ 内内の南北逆路ＳＦ３４９９にとり

つく道路として機能したと思われる。この東| ﾉ L i 道路心から束1m北l I I j 心のI ﾉ ｌｉへの延長線までの} ' 1 |ｉ

雛は約９０ｍで，この数値は火l i l i 北l I I j と火i i l i I l i l I I I のl l 1 l i 雛のほぼ二分の一にあたる。北の' 1 ’ 〈術ブ

ロック内では２棟の建物を検出した。東l ﾉ L i 陳建物ＳＢ３８９５は桁ｲ j : ６間（柱|Al 1 . 7 7ｍ' Wf 間) ，梁ｲ l ：

３間（柱間1 . 7 7 ｍ等間）を検' 1 I したが，｜ﾉ L i 葵があるいは間仕切りとなって建物がI ﾉ L i に延びるl U能

性もある。南北棟建物ＳＢ３８９６は桁ｲ l : ３間（柱間1 . 7 7 ｍ蝶間) ，梁行３１H1 （柱間1 . 6 ｍ等間）の総

２９次

縦建物である。

３８次４１次
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藤原宮Ｂ期＃' ' １７: 柱建物ＳＢ3897 . 3898 . 3900と掘立柱塀ＳＡ３６３０～3633 . 3901がある。北' 1 ‘ } ′

筒ブロックの塀ＳＡ3 6 3 0 . 3 6 3 1 と南1 』柵ブロックの塀ＳＡ3 6 3 2 . 3 6 3 3 は踏襲される。‐ | ﾋ 柵ブ

ロックは南北塀ＳＡ３９０１( 柱間2 . 6 5ｍ等間）によって，さらに小さく火l ﾉ L i の２１x l I I I i に分けられる。

この塀は南をi MI i する塀ＳＡ３６３０の東から17瀞' １の柱に取り付く。塀ＳＡ３９０１のi ﾉ吋側の区I I i l i 内

で束爾陳建物ＳＢ３８９７を検出した。桁行は２間以l 皇( 柱間2 . 6 5 ｍ) ，梁行は３間( 柱間2 . 3 5 ｍ等間）

である。＃〔側のl X I i I I i 内では北をI | ﾐ I I I i に．の字形に配瞬された３棟の建物を検出した。南に建つ

東I ﾉ ( i 陳建物ＳＢ３９００は桁行14間( 柱間2 . 3 5ｍ呼間) ，梁行２間( | : 1 § 間2 . 6 5ｍ等間) の細催い建物で，

藤原脚' 向術建物の特徴を備えている。南北棟建物ＳＢ３８９８はＳＢ３９００の北I ﾉ L i にあり，桁行２

間以上( 住間2 . 6 5 ｍ聯間) ，梁行２間( 柱間2 . 3 5 ｍ等間) である。｜* i 北陳建物ＳＢ３８９９はＳＢ３９００

の北東にあり，桁行３間以上（住間2 . 6 5 ｍ等間) ，梁行３間( 巾央間３．２ｍ, 脇柱間１．８ｍ) である。

古墳時代の遺構5 1 1 t 紀代と6 1 1 1 : 紀代後半の遺構がある◎前荷は伽f / : 柱建物ＳＢ３６５０である。

桁行５問( 総長8 . 8 ｍ) ，梁行３間（総長5 . 7 ｍ）の東I ﾉ I : i 棟総椛建物で，陳持柱を葵I l J 央部分の葵柱

§
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筋から約２０ｃｍ外側に) ‘ [ てる。｛; 1 i ‘ |災は合‘ 汁1 5本残存していた。

すべての断i mが陵ﾉ ﾝ 形の角柱で，陳待椛は梁行ﾉ ﾝ 向に隆辺を向

けているのに対して，他の桃はすべて隆辺を桁行〃l h l に合わせ

ている。棟持桃や陸〃形の角椛のが在が注' １される。

６１１１: 紀後､ ' 4では伽榊: 柱建物，MI l 1I / : 柱塀，斜↑ j : 瀧呼を検出したｃ

斜ｲ 勝ＳＤ３８６５は，方眼北に対して約4 5 . 振れる。ＳＤ３８６５の

北I ﾉ L i ﾉ ﾝ ﾍ 2 . 5ｍ離れた位俄に, これとＷ『する伽1Ⅷ; 1塀S A3 8 6 0

があり，洲制えの北束端でほぼ1 1 1 〔角に折れ' ' ' 1 がって伽Ｗ: 柱塀S A

3 8 6 1 に連なる。建物ＳＢ３８５０～3 8 5 2 は塀ＳＡ３８６０から約４ｍ

離れた内側に，柱筋を揃えて，隣陳との間隔をほぼ擁しくして

処ち1 t んでいる。また進物ＳＢ３８５３～3 8 5 5 や塀ＳＡ3 8 5 6 . 3 8 5 7

もＳＡ３８６０とＳＡ３８６１とに|Ⅲ|まれた' ' １に集1 1Ｉする。このよう

に塀と瀧とで|xI l I I i した' 人l 側に，，; |･I I I I i 的に処物をl I I i M’ f しており，

豪族の屑宅や屯倉等の公的施設に関述する．' ﾘ 能性が砦えられる。

７世紀後半の遺構ル' ' ' ７: , 住建物，伽' 7 : 椛塀等を検川した。洲杏

| > 〈の北四部に火' 八i 塀ＳＡ３８９０とこれにＬ' i 笹形に取り付く南北

塀ＳＡ３８９１とがある◎塀でl x l I I I i された内側には南北陳建物ＳＢ

３８８８と束I ﾉ L i 棟建物ＳＢ３８８９とがある。これらは宅地の一部と

好えられ，藤原' ﾉﾉ1' １１! 〔I 1i i のこの地域におけるＩｉＩＩ化地の様{ ; ' 1を』! : 体

的に解明していく下懸りが加えられたといえる。

平安時代初期の逆構掘' 7 柱建物，伽' １/ : 柱堺，ノ| : ﾉ i がある。桁

行７間の人きな建物をI l I 心にl j I i d満する形式は，初剛} | ; | 刺遺勝と

して注' １されている北陸の! ; ＃遺跡弊にみられるl Wd 慨と顛似して

おり，川刺閃述遺跡である可能性が仏ｌｉい。この点で，藤原' 阿第

3 6 次, 淵奇で出上したl i ; | 刺関係水棚が注| ｜される。これには「向

ﾉ ﾘＷｌｆ」というI 剛＃名が｢ ; L l 城されていた。水‘ 淵州ｘＩ抑〕に｢ ’ { ；{ ' 所」

という小' 椎我があることなどから券えて，藤| 〃( ' ｝; { ' 城内に文献史

料にみえない小脱使庄| 判を想定できよう。，ｋ辿俄もこれらのI | ミ

所の一つに関述させて1 1 1 1 解することもできる。

以|を, 今1 1 1 |険I l l した膝恥/ 1期の‘ I ‘ 柵辿備は, 内災のすぐ東に

接する砺要な場所にあたり，７０～８０ｍリ1 Ｗの敷地を占めてい

たとみられる。Ａ期には' ' １を特に| > 〈分することなく使川してい

たが，Ｂ期では南北塀ＳＡ３９０１を投げて敷地を束I ﾉ L i に二分し，

Ａ期とは全く異なった‘ I L 澗配侭に変えている。醗原脚の官簡配

古城時代の逓描

藤原窟Ｂ期の遺描

Ｎ

１

０

口

■

■

【

7 1 世紀代の逝柵

藤原宮Ａ期の遺拙

1７

３０ｍ

鋪４１．４４次‘ 淵i f l ミＩ乞要遺隣変遷I 叉Ｉ

' 1 z 安時代の遺椛
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殻に２時期の変遷があり，しかもその間に大幅な変更があることが初め

て明らかになった。藤原宮の存続期間はわずか1 6 年であり，この改造は

掘立柱建物の耐用年数といった技術的な要因によるものとは考えがた

く，政治的な理由による可能性が強い。ここで想起されるのは，遷都後

６年して発布された大宝律令である。Ａ･ Ｂ２時期の変遥は，大宝律令を

もとにした官簡機構の整備・充実の結果と解される。とすれば，今l n I の

調査で初めて明らかになった官簡配置の大幅な変更は，東方官筒の１ブ

ロックにかぎられた現象ではなかろう。また当地域では藤原宮期だけで

なく，古墳時代から平安時代に至る各時代を通して建物遺構が検出され

ており，各時代の建物の性格や配置を考えるうえで貴亜な資料を得た。

右京二条三坊（第4 3 次）の調査国道1 6 5 号線橿原バイパス建設工事にと

もなう聯前調査である。昨年度実施した第3 9 次調杏区に南接し，藤原京

条坊では，右京二条三坊東北坪・東南坪にあたる。南北９８，，幅６ｍの

トレンチを設定した。検出した1 具な遺構に，藤原溝期の掘立柱建物５，

溝１，土城１のほかl - l - 1 1 1 t の掘立柱建物４，瀧５，石組井戸がある。

藤原寓期の迩櫛のうち，溝ＳＤ３７９３は調査区北から南へ３５ｍのとこ

ろにある幅０．４ｍの東西溝で，二条条間路北側溝にあたる可能性が高

い。第3 9 次調奄区の北端で検出した建物ＳＢ３５９０は，桁行７問，梁行４

間の南北棟束両順付き建物であることが確定した。柱間寸法は桁行２．６５

ｍ，梁行は身舎部分が2 . 6 5 ｍ，東廟３．５ｍ，西浦３．２ｍである。これ以

外の建物はいずれも東西擁とみられるが，発掘区が制約されていたため

に全貌は明らかでない。ＳＢ３７６５はＳＢ３５９０の北８．４ｍにある。桁行４

間以上で，柱間は２．１～2 . 4 ｍとやや不揃いである。梁行総長は４．５ｍ

である。ＳＢ３７６５の北にあるＳＢ３７６０は桁行３間以上の東西棟建物で

ある。身舎の桁行２．６ｍ，梁行２．０ｍ，南に出| 照２．２ｍの廟をもつ。ＳＢ

３７７０はＳＢ３７６０の北６ｍにある。桁行３間以上，梁行２間の東西棟建

物である。柱間寸法は桁行２．０ｍ, 梁行２．２ｍである。建物間には戒援

軍複関係はないが, ＳＢ３７６０とＳＢ３７６５とは陳間間隔が１．６ｍと近接し

ており，建物方位も異なるので，時期を異にするとみられる。ＳＫ３７９０

は浅い土城で藤原宮期の上器が少城出土した。ＳＫ３７９０は二条条問路

北側溝ＳＤ３７９３と重複し，溝より新しい。

第３９．４３次の調査成果を総合すると，右京二条三坊東南坪では，藤原

宮期の建物には二時期の建稗えのあったことが知られる。しかし建物の

占地状態から，両時期を通じて細かく分割されることなく，一坪全休を 第4 3 次‘ 淵介辿織図
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一目

R 他用､ ４口

｜凡i 区の建物ＳＢＯ１は，束とI ﾉ L i に噸をもつ南第4 1 - 1 3 次, 洲f i f 遺閥叉｜

北陳建物と碁えられる。人､ ' 4は発仙1 1〆外となる。ト1 ﾐ ﾙ ( |形は．辺１．２～1 . 4ｍと大きく，北ある

いは東からの抜取穴がある。このうちの・つには| | ‘ 〔径約２９ｃｍの椛根が遺ｲ “ ていた。抜取穴

と柱根から復原される柱間､ j 法は身舎梁行２．９，，１１１i ２．７ｍ，桁行２．‘ 1ｍでＷの殿森に匹敵す

る脱膜をもつ。坪の内での1 § 殿あるいは脇殿級の建物であろう。ＳＢＯ１の北約４．８ｍにある建

物ＳＢＯ２は，束|ﾉ l i l l 開１，１，#北１１H1を検I |' したのみで，建物の規模群詳細はｲく|ﾘ l である。柱掘形

は一辺１ｍで，柱抜取穴には凝灰端質砂ｲ ‘ ; が命まれていた。建物〃位はＳＢＯ１とｌＩｉｌじく北でや

や火に振れる。

東| × には南北塀S AO３がある。これは柱穴3 1 , I i l を確認しただけであり，建物の１１J 能牲もある。

柱掘形は一辺１ｍのﾉ ﾝ 形で，北からの縦抜収穴がある。柱| A l ､ ｣ . 法は２．６ｍ禅| ﾊ l に復ﾙ ; ( できる。

| ; 1ヅ<の蝿- ｋや規模からみて，塀ＳＡＯ３は' 八i l xの建物ＳＢＯ２とl I f l ・時101の進榊と港えられる。

今' 1 1 1 検出した建物ＳＢＯ１は坪内のI l i 心的建物鮮の一部を俄成するものである。その位r ，i を条

坊地割との関わりで検討しておくと，奨純の位縦は来一畠坊大路と火三坊坊間路の２分の・に，

東入側柱は道路分を濃しI j l いた坪の至分の一にほぼ・致する。さらに，北側柱列は惟定２条大

路の北約９０ｍにあって，坪の《分のに・致し，この南北陳建物は坪のほぼ1 1 1 央部にあるこ

とになる。今l n l ‘ 淵森では，Ｗ周辺の坪内で人脱使な建物を確認し，Ｗを挟んで対称位瞬にある

鋪３９．４３次‘ 淵森の成果とともに膝原〃( の宅地判．建物l x i d l I f i i を究|ﾘ j する｜蔦で下懸りを緋た。

右京二条三坊( 第41 - 1 6次) の調査l I I i 鋪新築にともなうi l I Wi 洲介で，イi ﾙ ( 一二条乏坊東北坪および

一条人路の想定位椴にあたる。| 制上２８．５ｍ, 火I ﾉ L i ３．５ｍのトレンチを設定し，，淵汽を‘ だ施し

た。その結果，藤服寓期の伽' 泣柱建物１，．Ｉ: 砿１，ルｌｆｌを検出した。

洲侮区' ' 1 央に位侭するＳＢＯ２は桁行５間，梁ｆｉｌｌＡｌの南北陳である。ＳＫＯ３は南北徒１．７

m，深さ０，３ｍの土峨で，｜ﾉ L i ､ ド部は発掘区外にひろがる。ＳＤＯ１は，現状でl l l I [ １１．３ｍ, 深さ０．３

ｍの来I ﾉ L i 瀧である｡ 堆砿I l Y i は２ル1にわかれ，土師器，弧忠器が少i l t 出ｋした。束|）L i 瀧ＳＤＯ１は

一条人路南側溝の想定位侭に合致し，＃, ! ‘ 膜・形状・’ ' １土遺物のｋからもこれに州､ I ' i するものと

砦えられる。一条人路の推定地については，従来数次にわたって洲代を' だ施してきたが，その

確認には至っておらず，今' ' ' １: 初めてその盗料を得ることができた。

（水ドi E 史・深深勝樹）

, I i 地した宅地であったと砦えられる。

左京二条三坊( 第4 1 - 1 3 次) の調査価宅新築に

ともなう事前I 淵杏である。洲代地は膝原斯( ; / , ＃

求三条三坊I ﾉ L i 南坪にあたる。’ 八i と火とに‘ 淵術

| ＸをＩ没定し，坪内の利川状況を明確にする｜｜

的で! 淵i f f を実施した。’ 八i l xでは藤原汽期の棚１１

１m/ : 柱建物２，束I ｘで伽' ‘ / : 杵堺１を検出した。

Ｎ

１

１

日

風

風

1９

U O r

４内
国

ＳＢＯ１



－２０－

1 9 8 4 年度飛鳥藤原宮跡発掘調査部調査一党

調査地区遺跡・調査次数

６ＡＪＦ－Ｂ

６ＡＪＱ－Ｅ

６ＡＪＱ－Ｅ・Ｆ

Ｂ

Ｈ

Ｕ

Ｓ

Ｓ

Ｂ

Ｄ

一

一

一

一

一

一

一

Ｆ

Ｇ

Ｐ

Ｈ

Ｐ

Ｍ

Ｗ

Ｊ

Ｍ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

６

６

６

６

６

６

６

６ＡＪＰ－Ｋ･ Ｌ

Ｆ

Ｒ

Ｕ

Ｂ

Ｐ

Ｎ

Ｆ

Ｄ

Ｋ

Ｕ

Ｎ

Ｌ

Ｖ

Ｅ

Ｏ

－

Ｅ

Ｊ

Ｂ

Ａ

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｆ

Ｐ

Ｈ

Ｊ

Ｈ

Ｎ

Ｏ

－

Ｒ

Ｑ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｂ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｗ

Ｊ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｋ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

５

５

５

５

５

５

５ＢＹＤ－Ｍ･ Ｊ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｌ

Ｏ

一

一

一

一

一

一

Ｈ

Ｎ

Ｂ

Ｕ

Ｑ

Ｋ

Ｋ

Ｔ

Ｔ

Ｏ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

６

６

５

５

５

藤

藤

藤

原

原

原

jI;_IＰ
4１

４２

京４３

藤原宮４４

０

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

京

京

京

京

京

京

京

富

京

京

京

京

京

球

京

京

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

石神遺跡４

, f i 神遺跡周辺Ａ

石神遺跡周辺Ｂ

水落遺跡５

飛烏寺周辺Ｇ

飛鳥寺周辺Ｈ

飛鳥寺周辺Ｉ

飛烏寺周辺Ｊ

飛鳥寺周辺Ｋ

飛鳥寺周辺Ｌ

l l I p 1寺６

川原寺Ａ

川原寺周辺Ｂ

帆橘寺

|i寺

奥山久米寺

調在期間’

８４．４．３～８４．１０．２０

８４．４．７～８４．５．１５

８４．６．１１～8 4 . 8 . 7

84 . 10 . 22～8５．４．２４

8４．４．１１

８４．４．１３

8 4 . 4 . 2 2～８４．４．２６

８５．５．１７～８４．５．１８

８４．５．１０～８４．５．２２

８４．７．９～８４．７．１６

８４．７．２３～８４．７．３１

８４．８．７～８４．８，９

８４．９．１９～8 4 . 9 . 2 2

8 4 . 1 0 . 8 ～8 4 . 1 0 . 9

84 . 10 . 23～84 . 10 . 24

84 . 11 . 19～84. 11 . 29

8 4 . 1 2 . 6～84 . 1 2 . 2 5

84. 12. 19～８４．１２．２０

８５．２．１５～８５，２・２７

８５．３．１８～８５．４．１

８４．７．９～8 ５．５．７

8 ４．４．６

８４．８．７～８４．８．８

８５．２．２５～８５．４．１０

８４．５．１～８４．５．１１

８４．５．９～８４．５．１０

８４．５．２２～８４．５．２４

８５．１．１０～８５．２．１

８５．１．２３～８５．２．２３

８４．７‘ １７～８４．７．２５

８４．８．６～8 4 . 1 2 . 2 8

8 4 . 7 . 3 1 ～8 ４．８．２

8４．４．２６

8 4 . 1 0 . 3 ～8 4 . 1 0 . 4

8 5 . 2 . 2 6～８５．５．１６

８５．３．８～8 ５．３．１１

| 面磯｜術誉
０

1．２６０，２

６１８，２

７４９ｍ２

１，７５０，２

９，２

４，２

８０，２

２０，２

１３０，２

８０，２

１２０，２

１０，２

６０，２

１２，２

１２，２

１５０，２

１４０，２

８，２

１７２，２

１００，２

１，４００，２

５，２

１９，２

１５１，２

９５，２

９，２

１２，２

５６，２

３５，２

２４，２

５７２，２

３２ｍ２

．６，２

２３，２

１１５，２

２５，２

東方官簡

右京二条二坊西北坪，東北坪

右年二条三坊東北坪，東南坪

東方宮術

左京十条寅坊東三坊坊間路

坪

坪

坪

坪

坪

坪

坪

南

北

北

北

北

南

北

西

束

東

東

東

束

束

坊

坊

坊

坊

坊

坊

坊

坊

一

一

一

一

一

一

四

一

二

二

条

条

条

条

条

条

簡

条

条

一

一

七

二

十

十

二

宮

一

七

京

京

京

京

京

京

方

京

京

右

右

右

左

右

右

束

右

右

右京三条二坊豆条大路

西方官術

左京二条二坊西南坪

右京三条三坊東南坪

右京八条= 坊西北坪

右京二条三坊東北坪

飛鳥浄御原富推定地

飛鳥浄御原宮推定地

飛鳥浄御原宮推定地

飛鳥浄御原寓推定地

寺域東部

寺域北部

寺域北部

西回廊

西''１１

寺域南方

束阿廊，寺域東北部

寺域西南部

寺域西方

寺域東南部

講堂

寺域東方



平城' 宮跡・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

1 9 8 4 年度，平城脚跡発掘淵在部では，、| え城愉' 跡内で第二次朝蟻院東第一蛍地域や南I I I i 大畑な

ど1 7件( 宮北方遺跡を含む) ，京域内で，ノI ; 京| ﾉ ﾘ 条二功一坪，十五坪や薬師寺の洲汽など2 5件，訓・

4 2 件の洲在を実施した（3 5 頁参照) 。以~ドその張な洲介の概要を報( l f する。

１平城寓跡の訓企

南面大垣東端地区( 第1 5 5 次）の調査｜*Ｍｉ火j u束端部の復原熱備に先. ' １/ : ち，南I h i 火皿とその北側

の瀧・二条人路北側瀧を・体に把握することを| I 的とした, 淵炎で，洲介地は第3 2 次及び第３２次

l Wi 足洲剤> 〈と部砺腹する。! 淵侮の結果，( 1 ) 南ｌＩＩｉ火皿についての従来の‘ 淵査結果をI I j : 確認する

とともに，( 2 ) 大垣束端部分の築成時期が神旭/ k 年に降ることが明らかとなり，また，( 3 ) 大皿の

改修。補修を検討する’ 二での新知兇を得た。

検出した主な遮隣は南面大垣とその北側の溝，二条大路とその南北i I l j 側溝，南北溝５条，左

京三条一坊の北I h i 築地等である。

南面大垣ＳＡ１２００S A l 2 0 0 は，人i i i 本体築土部，犬走り築土部，犬走り部にある掘込み地業，

５列の柱穴列，１条の溝からなる。大h - i 本体の築上は洲在凶凡i 端から束へ８９ｍまで残存し，

以来は後' １１: の削平で消失している。大j u本体は雌底|照２．７ｍで，砂質土と粘質土とをﾉ { : 腰に版

築する。犬走りの築土は大坦北側にのみわずかに残存し，｜判側は後ｌＭの削平で消火している。

版築は大埋本体の版築よりやや) Wl い。犬走り部には伽込み地業ＳＸ9 4 9 4 . 9 4 9 5 があり，柱穴列

S Ｓ9 4 9 6 . 9 4 9 7 を避けるように地業を行っている。大j I i 本体の南北に沿って束西方向の柱穴列

４条があり，二砿に分撤できる。犬走り築土が残存する大畑北側にあるＳＳ９４９６では，住痕

跡・柱抜取穴を犬走り築土' 2 1 1 ' i で，柱掘形を犬走り築土下1 ｍで各々 検出した。大腫本体との位

慨関係からＳＳ９４９６．９４９７は大j U築成時の堰板留めの添椛穴で，ＳＸ9 4 9 4 . 9 4 9 5 と一連のもの

と思われる。ＳＳ1 1 6 4 5 . 1 1 6 4 7 はＳＳ9 4 9 6 .

9 4 9 7 とほぼ回じ柱筋にあって，祇複関係か

らS Ｘ９４９４．９４９５より新しく，人蛎改修時

の添柱穴の可能性があるが，大城本体の築

士残存部分に改修の痕跡は認めがたい。火

I ﾉ 職ＳＤ９４８８は大頂本体北端から約１．５ｍ

にある素掘りの細瀧で，埋土｢ | I に遺物を含

まず比較的短期間で埋められた可能性が強

い。ＳＤ９４８８埋上ドi I l i で検出したＳＳ９４８９

は，人坦本体との位侭関係から人畑築成時

の足場穴であろう。

－２１－

平城脚跡発掘調代位侭間



ＳＤ４１００と５条の南北溝ＳＤ４１００は南面大坦の北側にある東i ﾉ 職で，瀧底位侭の雄と出土

進物の差から３時期にば分できる。Ａ期の瀧は大垣本体北端より北へ４ｍにあり，平城寓上器

締年1 1 期の上器と郷ＩＩｌ制ドの木簡が出土した。Ｂ期には南へ１ｍ移動し，奈良時代1 1 1 頃以降の

蹄脚mJ が' ' ' - 1鼻した。Ｃ期はＢ期より０．３ｍ北へ移り，束へ行くにつれ南に振れ|脈もひろがり，

奈良時代後半の上器が出土した。瀧心が異なるのは各時期での性格の策にﾉ ! 鳴くとみられ，Ａ期

は悔内道路ＳＦ1 7 6 1 南側碑，Ｂ・Ｃ期は火堀の雨落瀧または火坦からの雨水排水瀧であったｌＵ

能性が強い。ＳＤ４１００には２条の南北溝が注ぐ。ＳＤＵ６２０は４時期あり，Ａ～Ｃ期の瀧はS D

4100のA~Ｃ期に対応する｡ SDl l 625はSD4100のB‘ Ｃ期に対応する｡ SD11630は寓内か

ら二条大路北側職に注ぐ火坦本体築成以前の溝で，ｌ: 州j の水抜き等に利I | ｣ され，短期間で埋

められたと思われる。ＳＤ１１６４０もＳＤｌ２５０に合流する瀧で，大畑との交叉部では瀧埋士ｋに

大畑築土が残り，雅旭３年～神岨５年の木簡が出, . ' : した。このことから，ＳＤ１１６４０は111い時期

に埋め立てられたのち大賊が築かれたl U能性があり，史にＳＤ１１６４０以来のＳＤ４１００からは始

んど奈良時代前半の遺物が出土しないことも考慮すると，ＳＤ４１００は当初東へ伸びずＳＤ１１６４０

となって南流していたのが，ＳＤ１１６４０が埋め立てられたことで束へ延長束流させられた可能

性もでてくる。ＳＤ３４１０は宮東端の基幹排水溝で，大蜘本体築土が削平されていて大畑部分が

暗渠か開架かはｲくl ﾘ ｣である。堆稜土は２届に大別できるが，911t 紀前半に撹乱があったため出

土遺物に時期雄はない。

二条大路ＳＦ944 0南1 , 大埴心から１２ｍ南に二条大路北側溝ＳＤ125 0 , 4 9 . 5ｍ南に南側溝

SD4006があり，また南側瀧のすぐ南には左ボー条一坊の北I Ai 築地ＳＡ４００５がある。SDl 250・

4 0 0 6はともに衆掘りの束' 八i 櫛。ＳＤｌ２５０東半部では謹岸の杭が打ち込まれ，一部にはシガラミ

もある。ＳＡ４００５は築土が削平されているが，推庇部_ k で築地寄柱穴３個を検出した。
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mr E S A Ⅱ

第一次朝堂院地区東南隅( 第1 5 7 次) の調査第一次朝蝋院地区の洲侮は，第一次東朝雄殿推定地を

含め継続して行ってきた。今l n l は, 咳地I >〈の岐南端を洲杏した。‘ 淵企のI : I 的は，（１）第1 5 0次調査

で検出した第一次朝堆院地I X 東限の築地と南I n i 大埋との関係を解明し，( 2 ) 桝韮幹排水路の一つ

であるＳＤ３７１５の桝岐南部での知見を得ることにあった。, 淵汽の結果，（１）第一次朝蛍院地ＩｘＩ判

半に建物は存在せず座場であったことをI I J : 確認し，また( 2 ) 南面火皿に先行する当初の脚| ｘ両施

設の可能性もある東両塀と第一次・第一ﾕ 次朝' 噛院の間に位縦する南北塀の存在を確認したが，

( 3 ) 東限の築地想定延長位慨は現水路1 1 ！〔下で，存否の確認はできなかった。

検出した奈良時代の1 きな進椛は，掘立柱塀２条，瀧２条，井戸１堆等である。

２条の掘立柱塀ＳＡ１７６５は第１６．１７次調査で既に４間分を検出済みの束i 7 L i 塀で，今、新た

に3 5 間分を検出し，更に洲査区外東方へ延びることを確認した。南面火飼心より北約１６ｍに

あり，人域に平行する。各柱間' １１央の南北には柱筋から各々２．４ｍを隔てて足場穴S S 1 1 7 3 0 が

ある。ＳＡ１７６５は水調査ば内の奈良時代の遺櫛の中では岐も古い。南北塀ＳＡ１１７００はS D3 7 1 5

束岸にあり，９間分を検出した。ＳＡ１７６５より新しくＳＤ３７１５より古い。

２条の南北溝ＳＤ３７６５は第一次朝堂院地Ⅸ当初の堆幹排水路で，２時期ある。南半は削平

をうけているが，下屑はS A 1 7 6 5 以南に延び，上屑は途' ' １で束流させられていたらしい。S A

l 7 6 5 廃絶後の開削である。ＳＤ３７１５はＳＤ３７６５より新しく掘られた該地|Ｘの堆幹排水路で，南

端は南面人i I i 想定心から北約２ｍの位慨まで検出した。埋土は３屑に大別できるが，宮廃絶後

の流路であるＩ: 届を除き，出土遺物にはi １１．ドル1 に火きな時期差はない。下層がほぼ一定の幅

を保つのに比べ，’ ' 1 胴は' 八i 側に大きくI 隅をひろげる。’ ' １胸の時期に架けられていたと思われる

侭脚ＳＸ１１７０３の残欠が束岸寄りにある。’ ' １．下肘からは削屑を含む木簡・ド駄・' ' ' 1 物等と大

城の土器が出土した。特に須恵器では陶色窯以外の製i l i ｢ 1 1 が多数を占める。
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蕊

第二次朝堂院地区（第161 . 1 6 3次）の調査第二次朝堂院地区については，第152 . 1 5 3次I 淵査で大

概殿閤門前方及び朝堂院北面築地南方の朝庭東北端部が調査〆内に含まれたことがあるが，核

地区の本格的洲杏は今同が岐初である。主な課題は，従前の第二次大極殿地区での洲査成果を

うけて，( 1) 束第一蝋の規模，( 2) 大概殿院地|Ｘドl 「f i 掘立柱建物群対応辿術の存否，( 3) 朝庭|倉での

遺構の有無，等の解明にあった。調査の結果，( 1 ) 束第一堂の脱僕が判明し，( 2 ) 東第一堂下〃1に

掘立柱建物の存在を確認，また( 3 ) 朝庭にも多数の掘立柱建物が検出された。特に奈良時代の人

嘗宮・廻立殿の遺櫛を突き止めたことに大きな意義がある。

検出した奈良時代の遺構はＡ～Ｄ期の４時期に区分でき，Ａ・Ｂ期は．ド価の＃I 泣柱建物群の

時期，Ｃ・Ｄ期は上届の礎ｲ i 建物と仮設の掘立柱建物とが併存する時期に各々 相当する。

Ａ期既に一部を検出済みであったＳＢ１１２０１とその南で側柱筋を揃えたＳＢ１１７７５はとも

に７間２問の南北陳で，Ｉｉｉｌ: ・陳通りに足場穴を伴い，恒常的な建物とみられる。ＳＢ１１８１３と

S B1 1 8 1 2 とは側柱筋を揃える南北棟であるが，互いの斐柱列が{ : | | 接するので' １１時存在とは脅え

がたく，Ａ期は更に細分できる可能性がある。

Ｂ期ＳＢｌｌ７４０は身舎７間３間の四周に廟の付く南北: 陳で，大概殿院下届の建物群と一連

の建物である。柱間寸法は身舎梁行のみ９尺で，他は全て1 0 尺である。第1 5 3 次洲森で既検出の

- ドﾙ １建物群の束辺を限る掘立柱塀S A 1 1 3 2 0 の南延長部にあたる個所で柱掘形１個を検出した。
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一

SB11900は４間１１H1の火I ﾉLi 陳で, 人械殿閤門ドl I Yi の＃1Ｗ: 桃のl 1I j SB

l l 210から南約４５ｍに陳通り筋がくる。SB11900の東北' 八i のニノン

を取り州んで塀状辿椴ＳＡ１1860. 11850. 11870があり，南には

朝噛院束I ﾉLi 二嘩分線に対しﾉI ﾐｲ｢対称のI *i 北柱列ＳＡ11855. 11857

がある。ＳＢ１１９００東方にあるＳＢｌｌ７５１は４１Hl 31Hl の南北陳で，

北鏑菱中央' 八i 側に縦はなく，火|判隅人側に・水の純がｳ : つという異

例の柱l xmr i をとる。ＳＡｌｌ780. 11800. 11825. 11827．11830.

11835の６条の瀧状辿櫛は柴ｈｉＭｌ; 付沸で，ＳＡ１1780. 11825.

11830. 11835は1淵制ｘ外へ延びる。ＳＡ１１８００は，! ｛ﾘl 蛍院束I ﾉLi 二群

分線から束約２．７ｍで|j １．１じ，ＩﾉLi に接して検l l Iした柱穴１｛|l I i Iは州Ａｌ

ｌ間のi I I l SB11820の束柱。ＳＡ１１８３０はI |ﾘ畔: 院束I ﾉＮ－ﾕ嘩分線に沿

い，ＳＡ１１８２５は北端から３ｍ南で３ｍにわたり途切れたのち南

へ延びる。稚の途切れた部分がl I I j SB11826で，」' ４束にＳＡ１１８２７

があるＯＳＡ11780. 11800. 11825で州まれたﾘH間の' ' 1にはＳＢ

11785. 11790がある。ＳＢ１１７９０は３１A' ２間の束|ﾉﾘ棟で，この南

３ｍに束炎柱列を揃えるＳＢｌｌ７８５があり，桁行５間を検' １Ｉした。

Ｃ期束第一蝋SB11750はﾉ i 軸北､ ' 4が允全に削平され，1判､ド

の堆埋_ 上の残ｲ f かとみられていた上塊状の尚まりも' ' 1耕土・盤備

_ 上で11｢ Xく復われ，礎イi 抜取穴６個を検I |Ｉするにとどまった。しか

し，その肌膜は，身舎５間２間の| ﾉ ﾘ 周に順が付く附北陳で，身舎

桁行・梁行柱間寸法は１３尺，噸の出10尺，ノＩ鯉' [ の出７尺でI ﾉﾘI i I i 3

力所に階段があり，その出は１．８ｍと椛疋される。ノ, 蛾外装ﾉ史び

上I i I i の蚊ｲ言i には凝灰端切イi が川いられ，ノI戦Yの周|ﾉ' 1には小牒敷の

舗装がされていたと思われるｏＳＢｌｌ７５０はＤ期にもI j l き続いて仔

在している。ＳＤ11748. 11749はSB11750のﾉI 軸北・I ﾉﾘの外側小篠

敷の兄切りとなる溝で，ノＩ鞠f ' 1外周の水抜き瀧とみられる。なおﾉ ﾑ

晩の束・南刀は削､FをうけていてＳＤ11748. 11749に|: ' 1, 11する櫛

は検出されなかった。朝堂院束l I I i 築地ＳＡ１１３３０は削平をうけ築

ｋがわずかに残るだけで堆底' ' 1( ｉは不明である。ＳＡ１１３３０のI ﾉL i 2. 4

ｍには素掘りのl : l j 落瀧ＳＤ１１３３１がある。棚庭には，ＳＢ１１２２３・

1 1 8 0 6 . 1 1 8 0 1 . 1 1 8 9 0 . 1 1 8 1 0の５棟の仮股の仙帥: 柱建物がある。

これらの建物は住MI l 形に凡・凝灰淵を命み, ＳＢ１１８０１の桃狼跡か

らは平城汽瓦編年Ⅱ期のl l i l : 平瓦66 9 1Ａが川上していてＣ期の年

代の端を知ることができる。
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一

３期に及ぶ儀式関述辿櫛の中のＢ期の遺構を検出したこ

とである。Ｂ期の遺購は純めて規格性に嵩んだ! 肥縦計I I I I i

をとり，『儀式』等から復原される大嘗宮・辿立殿の配

満・規模にﾉ , 膿本的に近い。大肖宮は悠紀院の北端部を検

出したことになり，ＳＡ１1 7 8 0 . 1 1 8 0 0 は大‘ 肖脚の束・北

を限る宮畑, ＳＡ１１８３０は悠紀院・主基院をI I I 1 i するI | ' 雛，

。？● 一宇1 一・一↑

“ 一一” ” 臼。＆

1 ３ 0 5 ウ

↑，Ｉ.Ｔ

, ！; １，$
’ ８１，９

越辱Ⅲ：削画

ｌ】

'千↓リ画

塵１１
◆ ●

つ

７

Ｄ期大極殿閤門南で検出した９間２間東西陳ＳＢｌｌ２２１と，その真南に７０ｍを隔ててあ

る８間２間の身舎に南北I I I j 照が付く束i ﾉ [ i 陳ＳＢ１１８１５が] § たる建物で，両建物の間には３棟の

東西棟ＳＢ11796 . 1 1 795 . 1 1 840があり，さらにSB11815束脇にはＳＢｌｌ８１１がある。その他，

SB11221の南にはﾘﾘ l ‘ ) I ( : 院束I ﾉﾘ二等分線に対し左ｲi 対称にl j wi dされるＳＸ11885. 11910, ＳＸ11884.

11911 , ＳＸ11875. 11880がある。

『一一－遜一一’まとめ今' ' ' １の, 淵森で特に顕苦な成果は棚庭にある
１６Ｉ

ｐｔ６

1 に １５

７

11；

■ －１

１７

S A 1 1 8 2 5 は悠紀院| ﾉ W側巾ｈｉ，ＳＢ１１８２６は小門, ＳＢ１１７８５１廻立殿８宝１５通道

２神服柏棚９御ｌｍｌ６斑縄

は膳膳，ＳＢ１１７９０は日陰に各々当たる。ただ『儀式』等３臼屋１０北門１７宮垣

４膳塁１１南門１８堺簸

には記俄のない鮮離S A 1 1 8 2 7 を小門束I E I A i に検出して５盛所１２束門１９『| ' 垣

６正殿１３幽門

いる。廻w : 殿は『儀式』弊から５間２間の束I ﾉ l i 陳に復原７堂１４小門

火嘗宮・廻. , 沌段建物配瞳復原図

されるが，S B 1 1 9 0 0 は４間１間で，大嘗宮からのNi 雌も

（総i 緒難鰯磯織）
『北1 1 1 抄』とは異なる。しかし，ＳＢ１１９００は閤門. ド胴の

門と火肖桝の‘ { ; 池i との' ' １火にあること等から廻倣殿に| ; ' 1 ､ しi すると考える。Ｂ期の辿櫛を川いて

大宵祭を行った天泉は，奈良時代に即位した７代の天堪のうち『続日本紀』によって大宵祭の

場が判明する挙脈尺I i I ( 南薬幽新宮) ，涼( _ : 天Ｉ製・光( : 天I 慨・桓武天泉( 太政向院）の４代以外で，

大嘗祭の場をl ﾘ j 記していない北' E 天皇・聖武八塁・称徳天皇の３代のうちに求められる。称徳

天皇の場合は，第・に淵錐戒をうけた身での亜j 昨であり，第二に大嘗祭当| ､ I が↑ I - i 例の卯でなく

歯で，しかも道鏡をはじめ僻侶達が参加するという特殊な事情がある。さらに人宵祭関連遺構

はいずれにしろ』' ' ' ４武犬皇以降である止胴遺椛に先行する下胴遺構のＢ期に属することから称徳

犬里の可能性はない。出上遺物の' ' 1 にはＳＢ１１９００の縦抜取穴から出土した軒丸瓦6 2 2 5 Ａがあ

る。6 2 2 5 Ａは今' 1 1 1 の迩術変逃ｋではＣ期に当たるｋｌ『’ ･ I 遺椛の第二次大極殿。築地I n I 廊所州瓦で

ある。人' 弊桝が短時Ｉ. ' で唆却されることからみてＢ期の辿椴の造営はＣ期に樋めて近いと渚え

られ，Ｂ期の辿隣はﾉ I j 正火星よりも聖武天里の時とする方が蓋然性が高い。架武天皇大宵祭に

伴う辿櫛とすると，『統1 1 本紀』に比較的詳しい記‘ Ｉｆがあり，発掘調査の成果と文献史料との

対比ができる好個の‘ 脚列となり，奈良時代の大嘗祭を研究する_ ' 二で貴重な発見である。またi l i l ：

丸瓦6 2 2 5 Ａが聖武天皇の即位前後に既に存在していたとなると，この瓦の年代観が『雄準資料

２』のⅡ期から『平城寓発掘調査報告X I 』でⅢ期に変更されていただけに，第二次大極殿院・朝

堂院及び下I I Y i 伽Ｉ' ' １/ : 柱建物辿術聯の年代慨・性格を論ずる上で刑I _ ' すべきオド実である。( 橘本鏡刈）
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左京四条二坊一坪( 第156. . 6次) の調査ホテル廷i 没に伴う‘ j i : 前, 淵f i f o一坪は北をミ条大路，西を

束・坊大路，火と1判を坪境小路にI I I i している。洲f i 地は一坪の' ' １央やや北寄り，1983年度の第

１５１－１次洲杏I Ｘの火北にあたる。１ﾐな検' ' 1世術は，伽W: 柱建物８棟，塀４条の他，瀧とＩ: 城

がいくつかある。砺俊関係や１１１１: 遺物から，辿柵は３期に| >〈分できる。

奈良時代前､' 4には南北棟ＳＢ3007. 3008, 束' ４i 陳ＳＢ３０１３．３０１４．３０１５というあまり規模の

大きくない建物が建つ。ＳＢ３００７．３０１４．３０１５の３棟は，州ﾉ I : に柱筋を揃える。

奈良時代中柴には洲制>〈' ' １火に|ﾉﾘ l ( 柵付き狸L i Mj SB3009があり，前半代の小規模な建物は

姿を消す。ＳＢ３００９は坪の111央やや北滞りに位慨し，柱間は桁行・難問とも10尺弊l Hl ，柱掘形

は身舎部分で。辺０．７～0 . 8 ｍをはかる。

奈良時代後､ l f にはＳＢ３００９と|, f I じ位侭に，刑I i 脈付き火|凡i 陳ＳＢ３０１０が建つ。梁間を12尺呼

間にひろげ，南廟を欠く以外はＳＢ３００９とl I f l 脱模である。ＳＢ３０１０と13尺を隔てた南には，柱

筋を揃えた火I ﾉL i 陳ＳＢ３０１１が1t ぶ。l I l I j 行の間隔が狭いのは，i l 1l : を接して２陳を一体の殿舎とす

るためである。ＳＢ３０１０の縦穴にはイi や邸を埋め込んで礎板の根価とした特殊な地業があり，

特に北側柱筋と入側柱筋に蝋牒であった。l I i l 雛の地災がＳＢ３０１１でも確認されたので，この２
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今I I I I のI 淵杏によって，一坪が前半代の細分された宅地判から巾梁以後１町の宅地へ

三条大路

変化する

ｕ熱。

亜

６－６次唄登区

坊

大

賎

Ｅ【

Ｉ 301F

左舟 ( 四条二坊一坪遺構慨略図の南北二等分線をはさむ苑町の

宅地，ＳＢ3008 . 3013には苑' 111 . かﾉ , f 町の宅地が想定できる。Ｉﾉ L i ､ドの２棟は各々 ％町を占めるの

であろう。このように奈良時代前半の一坪はいくつかの宅地に分削して利川されている。奈良

時代中梁になると宅地割と建物配置が大きく変化する。主殿ＳＢ３００９が坪の' ' １央北寄りに建ち，

前1 mを座場とする。坪の束四二零分線がＳＢ３００９と頭捜し，南北二等分線は広場を横切るので，

この時期には坪全体が一つの宅地になるとみてよい。８３年洲盃| ＸではＳＡ２５９０があり，その南

にＳＢ２５８０．２５８５，北に八角形井) . i S E 2 6 0 0 がつくられる。後半代には宅地判に変化はないが，

１３殿が２棟を一体としたより大型の建物にかわる。８３年I 淵介魅のＳＢ２６１０は南北陳建物の可

能性が尚く，坪のI - l . ' 心建物は．字形配侭をとる。

人路，南をI ﾉ ﾘ 条条間路，北とI ﾉ L i を坪境小路にl j Wまれ，岸俊男氏の研究によって藤原仲麻呂の邸

陳はこの点からも一対の建物で

あったことがわかる。

次に，昨ｲ Ｆ度の調杏成果をあ

わせ一坪の宅地利用状況とその

変遷を述べる。奈良時代前半に

は83年調剤>〈のＳＢ２５８２．２６０５

を含めて７棟の建物がある。宅

地割施設は確認されなかったが，

坪の束四一ﾕ 等分線がＳＢ3 0 0 7 .

3 0 0 8の西を通るので，坪は火ＩＩＬｉ

に二分割されていた可能性があ

る。東半では，柱筋を揃えるS Ｂ

3 0 0 7 . 3 0 1 4 . 3 0 1 5 の３棟には坪

宅「' １１村第」の地に比定された左戚四条二坊束半部の一角に位慨する。検洲した1 ；要

掘立柱建物1 0 棟，塀５条，井爪１雄といくつかの瀧・土砿である。－１- 五坪については

第1 4 5 次, 淵炎を今調査|ＸのI ﾉ ﾘ 約３０ｍの地点でﾂ ﾐ 施し，礎ｲ i 建物２棟，掘立柱建物２陳

などを検出しているので，ｉｌＩｊ地区の成果をあわせて報告する。

ことがl ﾘ j 確となったもさらに，１町の宅地の１ﾐ 殿を確認し宅地の利川形態の一端を明らかにし

えたことも今調査の成果である。

左京四条二坊十五坪( 第1 5 6 - 8 次) の調査瞳貸川術舎建, 没に伴う‘ l f 前調査◎ ’ 一五坪は東を東二坊

の五呼分線とほぼ一致し，ＳＤ３０４２は南北三等分線に近い｡

洲

な辿隣は

1982年に

，塀３条

険出した辿柵は{ ; 1 1 ﾉ I : の砺陵・l x i i l 慨関係や出土遺物から，Ａ～Ｅの５時期に| Ｘ分できる。Ａ期

( 奈良時代初頭) には，S A2 2 4 0，S B3 0 3 7，ＳＤ３０４２がある◎ＳＡ２２４０は坪東西の計両寸法( 4 5 0尺）

後行は宅地判施設の可能性が向い
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感

が，坪I ﾉ L i ､ ' 4 の前' 1 1 1 洲制ｘまでは延びないので，坪は東I ﾉ L i に１分判され，さらに各々 が細分され

ていたらしい。Ｂ期（奈良時代前､ | f ）にはＳＢ3 0 3 5 . 3 0 4 0 . 3 0 4 5 , ＳＡ３０３２．３０４１' １f があるoS B

3 0 3 5 と前I u l ‘ 淵州ＸのＳＢ２２３０が坪の南北§ 嘩分線上に位慨するので，少なくとも坪の| 判北は一

連の宅地であろう。Ｃ期( 奈良時代I | ･ Ｉ頃) には前| [ ' １洲査区の礎f i 建物ＳＢ２２００．２２１０が出現する。

l l I I i 帝は南側柱筋と南妾柱筋を揃えて建ち，奈良時代, k 頃まで存続する。今I 淵f f f l X ではＳＢ3 0 3 9 .

3 0 5 1 , ＳＡ３０３６がＣ期。Ｄ期( 奈良時代後､ |勺の建物配侭はＣ期と似る。ＳＢ２２００の南側柱筋と２０

尺を隔てるＳＡ３０３１がある。Ｅ期( 奈良時代末以降) には，ＳＢ３０２５．３０３０．３０５０，ＳＡ３０３３弾が

ある。ＳＢ３０２５とＳＢ３０３０，ＳＢ３０３０とＳＢ３０５０が各々 柱筋を揃える。ＳＡ３０３３はＳＥ３０３４に

接する位置で柱間を広げ，通路としている。Ｅ期にはＭ: 坪全体を一連の宅地としたことが明

らかである。さらに，坪の' 八i 辺に築地を想定すると，これがＳＢ２２１０のI I L i 側のＩｌｉＩ: 先と! Ｅ複する

ことになるので，１．坪との間の坪境小路は宅地内にとりこまれており，｜･ 坪と十. . / i 坪とは一述

の宅地であったことが推定できる。Ｅ期のこの' 七地利川はＳＢ２２００．２２１０の現れるＣ期にまで

遡らせることができる。

以ｋ，十h : 坪についてはA1 Ul に坪を束I ﾉ L i に蔦分し火Wf l j はさらにI * i 北に細分していたこと，

Ｂ期には坪のI | ､ 1 心をはさむ南北が一巡の宅地となることは判明したが，Ｂ期の宅地が１町脱膜

であったかは不明である。そしてＣ期以後坪全休が一巡の宅地となり，それは｜･ 坪を含む宅地

だった可能性が強い。しかも〃〔内では稀な礎ｲ i 建物が呪れる。ここで｜･ / ' : 坪が「川村第」碓

定地の一・部であることを念蚊におけば，Ｃ期のｲ ド代つまり奈良時代' | ' 唖とは，藤原仲麻' ' 1 が従

_ 皇位( 天平１８年) ，従二位（天平勝Ｋ２ｲ ! § ）に進み，ＩⅡl 村第」の名が初めて史料にみえる（天平勝' i ミ

４年）時期でもある。しかし，Ｉ｡ / 1 坪を含む宅地がどこまでひろがりをもち，そしてこの地が
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｢ ｢ Ⅱ村第」であったのかを決するには，今後一脚の調査を待たねばならない。

左京八条一坊三．六坪( 第1 6 0 次) の調査ｌ: 場建設に伴う事前I 淵在。坪境小路をはさんで東西に並

ぶ三坪と六坪は，北を八条条間路，南を坪境小路と接し，一ﾐ 坪の閥に朱礁大路が，／‘ く坪の束に

は東一坊坊間路がはしる。洲汽は主に三坪の東南部と六坪のi ﾉ I i 南部について実施し，奈良時代

の辿構多数を検出したほか，占墳時代とI l 1 l l t の適職を確認した。

奈良時代の遺櫛は_ 皇．六坪あわせて，掘立柱建物4 7 棟，塀８条，道路２条，池１，井７－i ｌ唯，

土器埋納遺構３雄と，瀞・土峨がいくつかある。遺構は大きくＡ～Ｃ期に区分できる。

三坪坪の東辺は中' ' 1 河川ＳＤ３３４０により進椛が失われていた。｛淵杏区I ﾉ L i 辺にある池S G

3 5 0 0 が奈良時代を通じて序続し，建物はいずれもその東岸で検出した。Ａ～Ｃ期のうちＣ期は

２細分できる。建物は，Ａ期のS B 3 3 5 0 ，Ｃｌ期のＳＢ３４７７が廟をもつものの，大半が桁行３

間雁度の小規僕なものである。しかも，各期とも３～４棟が雑然と並び，計両性は高くないこ

とから，この地区は奈良時代を通じて雑舎の空間であったと類推できる。ＳＧ３５００は古墳時代

の河川が条坊I 没定後，坪内に池として残ったものである。これ｢ | 体が| 刺池であった徴証に乏し

く，南端にとりつく南北牌ＳＤ３３９９とともに，洲f i f 区の南あるいは南I ﾉ L i に想定される悶池への

給水施設であった．1 1 1 能性が高い。また，３』I § の土器埋納進椛のうち，ＳＸ３３８８はＳＢ３３６０の北

妾外側にあり，ＳＸ３４３４はＳＢ３４２０の南妻

に接して検出された。I i i I i 群とも内容物が遺

作せず，埋められた位瞬は建物の出入' １に

あたる。民俗例嘩からみて胞衣壷の．' U能性

が強い。他の１ｊｉｌｆＳＸ３４６６は「神功開喰」

銭１枚を納めて池の東岸に埋められてい

た。水に関係する呪術行為を示すものであ

ろう。

六坪Ａ～Ｃ期のうちＡ期が２細分され

る。奈良時代前: ､ ドのＡ１期には，；淵侮| 刈Ｉ

央の空閑地を|〃' んで小規模な建物( S Ｂ3 1 8 0 .

3195 . 3212 . 3230 . 3250）が建つ。この空閑地に

はＣ期まで建物が建たない。井戸ＳＥ３２６０

もＡ１期に掘られる。また, 坪閥辺を南北溝

S D3 3 3 3 （坪境小路束側溝) が限る。坪内に本

格的に建物が建つのは次のＡ２期である｡ 付

属尾ＳＢ3 2 2 5 . 3 3 2 0Ａを伴う東西棟ＳＢ３２００

が洲杏区の東南部にあり，坪境小路近くに

南北陳ＳＢ３３３０が建つ。東西溝S D 3 3 1 0 A

3０
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は坪の南北二等分線の約３ｍ( １０尺) 南にあり, 坪を二分する| l l h i 2 丈の坪内道路の|棚側瀧であろうｃ

Ｂ期には，南順付き束I ﾉ L i 陳ＳＢ３１９０がＡ２期のSB3200とl I f l 位慨で，南北陳ＳＢ３２２５がl I i I じ

くＡ２期のＳＢ３３３０とl I j 位椴で各々 建て稗えられている。建物1 1 1 m閥にＡ２期と共通点がある一

刀，宅地割には変化がみられる。即ち，洲州ｘ北辺にあるＢ期の建物ＳＢ3 2 7 0 . 3 2 8 0 は，坪内

道路南側溝S D3 3 1 0 Aと- 液綾するので，この坪区I I I I i 施設が廃1 1 : され宅地は北へ拡人したことが

明らかである。l I I j S B 3 3 2 0 が坪境小路にひらくのも宅地抵大とそのl x l I I I i 施Ｉ没の盤備されるＢ期

とみられる。Ｂ期の年代は奈良時代後､ ' 4 から/ k 頃である。妓後のＣ期は，どの建物も方向が北

で東に振れ，条坊の計I i i ' i を離れた奈良時代イミから､ | と炭時代初めの時期であろう。建物はまとま

りがなく，塀を伴い独寸: 性が強い。二1 , 噸付き東Ｉ）L i 陳ＳＢ３２４０以外はいずれも肌‘ 襖が小さい。

遺物は，土峻ＳＫ３３００から平城Ⅱ～Ⅲの，池ＳＧ３５００からは，、| z 城Ｉ～ハ' の- ｋ器が多岐に出

土した。烏形硯や[ 汁1 0 5点の鵜1 1ドI 君器を含む。ＳＢ３１９０の柱抜き取り穴からは漆紙文1 . 1 f が川」: 。

、F 城則( 以前の遺柵として，ル的: 柱建物を1 ；体とするI I i 墳時代の集然の一角を光兇した。辿柵

はｌ～ハ期に|Ｘ分され，1 1 1 . 土進物からみて5 1 1 t 紀後染から6 1 1 t 紀後､ ' 4 に張る集然である。ｌ～

Ⅲ期には，ＳＧ３５００の前身である河川ＳＤ３４００の周辺に，溝や塀でl x I I I I i された建物群がある。

特にⅢ期（6 1 1 t 紀前半）にＳＤ３４００の東膿にある建物聯は，床来をもつ倉庫風の建物３棟と大狸
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ﾛ

建物１棟が柱筋を揃えてＬ判診に並び，周|叩|を瀞と塀で伽んでいる。ハ期にはそれまで顕杵で

あった建物のまとまりとI x i d慨の規則性が崩れ，この集落は変退にI r I j かう。このほか，，淵制>〈I | ’

央の河川ＳＤ３３４０は遺仔地荊などから室町時代の佐保川の' ' 1 流路であることが判明した。

今| 口I の洲査で，三坪では給水施設らしい池状辿榊を検出し，近傍に園池の存在が推測された。

ﾆ ﾐ 坪は朱雀大路に, n i し，何らかの公的施設に関連する' １１能性がある。六坪では主屋級の建物を

検出し，この坪が宅地としてあまり細分されない利用状況を明らかにすることができた。

右京三条三坊四・五・六坪( 第162次) の調査マンション建Ｉ没にｲ ､ l 4うり; 前I 淵査。四・五。六坪は各

坪々境小路をはさんでＬ字形に並んでおり，四坪の束は' ﾉ L i 二坊大路に，四・五坪の南は三条人

路に，派・六坪の西は西三坊坊間路に1 ｍしている。調査は西・中央・束の３調査区を設けて実

施したが，そのうち東区では遺物を含まない幅約２２ｍの南北溝を検出したにとどまる。他の

２調査| Ｘでは奈良時代から鎌倉時代の進構を検出した。主な遺構は掘立柱建物1 0 棟，塀1 0 条，

井戸３雄，溝，士城などである。

’ ）L i l X北部ではﾉｆ・ノく坪の坪境小路ＳＦ１２５０とそのI I i i i 側溝ＳＤ１２５１・’ 252を検I l l した。溝心心

Mi 雛は約１０ｍあり，小路としては広い。建物・塀はすべてﾉ f 坪内で検l I I した。南噸付き束| ﾉ I ｉ

棟ＳＢ１２６１の規模がやや大きい以外は，小規模な建物ばかりである。坪北辺には小路にひらく

i I I l S B l 2 5 9がある。このほか，Ｉﾉ I ｲ 隅に支杵を17 : て枠板を落とし込んで組み上げる井ノｉＳＥ１２７０

や鎮忠器の火難を| , ！｣ 形の掘形内にル; えたS X 1 2 7 1 がある。

靴ﾘI RI朔

占京三条三坊I ﾉ L 1 . . h : ・六坪発掘調行進撒図（Ｅ・西峰，右・I l I 央| > 〈）

１１１央区は四坪にあたり，’ 八i 辺で検出された南北櫛ＳＤ１２７５は，

ｑ・五坪の坪境小路東側職の可能性がある。建物では，南廟付き

1 4 1凡i 棟ＳＢ１２９１の規模が蚊も大きい。ＳＢ１２９１と柱筋を揃える南

上Mi S B l 2 8 7 はその脇尾で，南に火，[ i 塀ＳＡ１２９０を伴う。南北陳

B 1 2 9 4 は平安時代にくだる建物である。

遺物はＳＤ１２５２とＳＥ１２７０のほかI ﾉ ﾋ i l X の盤地胴から州土した。

1 冒丸瓦，淵: 金具，曲物を利川した柄杓のほか火､ ' 4 は土器である。

今' ' ' １，１ﾉ l i l >〈で検出した建物はいずれも規模が小さく，また' 凡i l メ

パ7 i : 坪でも東北部の坪境小路沿いの地|ｘに{ ; | | 当することから，こ

t らの建物は雑舎的性絡をもつものであろう。（花谷浩）
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１，ｌＩｏｌ ｌ

賞；条三坊．/ i : 坪内ルーi SE1270111- t 土器実測|叉’

罵雲雲一ノ

!{:１

ﾆ ｰ ｽ
；

井戸ＳＥ1 2 7 0 ( 西区) 出土土器なお，S E 1 2 7 0 I I I 上のｌ: 器は，保仔状態が良好であるため，以

ドに' 災測|又I を掲げた。Ｍｌｌｉ器には杯Ａ、杯Ｂ・杯Ｃ・I l l l A・枕Ａ・椀Ｃ・撚Ｂ・蕊があり，す

べて平城↑ﾉにMI l j 器のⅡ僻_ |: 器である。ａｌｌ］F法は椀Ａ( １２) ，ｂｏＦ法は杯Ｃ( 5) ，ＣＯＦ法は杯Ａｌ( 3) ．

' ⅢＡｌ( 7) ．' ⅢＡⅡ( 6) ・椀Ａ( 8～11) ，ＣＩＦ法は杯ＢＩｌ( 4) ，ｃ３手法は杯Ａｌ( 1) ・杯Al l ( 2) に認め

られる。鎮忠器には杯Ｂ誰（1 8 ）・職Ａ誰・蝋Ｌ（2 0 ）・頑Ｍ（1 9 ）・鍵がある。長岡宮土器と異

なるのは，杯Ａ( １．２）がｃ３下法で洲幣され，ヘラ隣きが残ることであり，平城汽土器締年Ｙ

剛ＳＫ２１１３上器と異なるのは，枕Ａ( 8 ～1 1 ) ( こへラ瞬きがなくなり，杯Ａ( 3 ) がＣＯ下法によるこ

とである。、| え城桝上器細ｲ I W 1 t l l ｲ 〈の特徴をﾉ J くす。（1 1 1 崎{ ‘ 港）
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＃

幅と陵廊の建設が進められたとみられる。

以上の東南区での所兄は他の２１淵査区でも確認された

ので，創建阿廊は当初1L I I i I i ともⅧi に計I I I 1 i され，准坑を

造成し礎ｲ i を粥える工程まで建, 没は進行したが，その段

階で複廊に計I 1I I i が変わり，雅聴の拡' 府と礎: f ･ i の据え11‘ 〔し

を行い俊廊が完成した，と考えられる。単廊の柱間は，

金堂等の調奔結果から１尺＝0 . 2 9 7 ｍとすると桁行1 2 . 5

尺，梁行1 2 . 5 尺に復原される。1 1 1 門取り付き部の２間は

１５．５尺を聯分するか，１間が３尺と短いのかもしれない。

陵廊の柱間は１尺＝0 . 2 9 9ｍで桁行13 . 5尺，’ ' 1門に取り

付く２間のみ1 2 尺とするのが妥当である。

園

＝I - I Ml 且ミーー烏←/ ｚＮＲ罪- Ｆ= ＝ヒーL j E l u ＝

琴割W震毒毒､ I 蕊n噸』５０，0 0 ”
ＰｚｌｌＢｌｌＩ ｰ R I C … ー．一 ‐ ‐ 一一 " . ‐ 一 -

薬師寺回廊発掘調査位綴図

Ｉ

出土遺物には，創建時の軒瓦を含む大岐の瓦や土器，

金属製品があり，東南区からは噸像の蚊部が出土した。

本来は束塔にあったものであろう。（花谷浩）
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３平城京内寺院の調査

本年度は，薬師寺，興福寺，元興寺の各寺域内で建物建設に伴う1 揃洲在を実施した。

このうち奈良時代の遺購を検出した薬師寺での発掘調在について，その成果を述べる。

薬師寺回廊の調査金堂・’ L i 塔・巾門の再建に引き続く南面何廊の再建に先立って，南面I n l 廊

束半部（以下東南区) ，Ｉ、廊束北隅と西南隅の計３カ所で発掘調査を実施した。東南| ｘでは，

1 9 4 9 . 1 9 8 2 年の中1 1 1 の発掘成果から想定した通り，複廊同廊の華壇と礎石の据え付け穴・抜き

取り穴，足場穴を検出した。これに加え今何，複廊に先行する礎石据え付け穴と抜き取り穴を

検出し，これが単廊の柱位侭を示すことが判明した。ｉｉｉ廊の推晦は版築により造成されるが，

両側は緩く傾斜し外装を施した形跡がない。また，琉廊の礎石抜き取り穴埋土と複廊基坑の拡

幅部種み土とが同じ上と認められたので，i l i 廊は未完成のまま礎石が撤去され，ＩＩｉｌ時に雄坑拡

》
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薬師寺側廊発掘調杏辿椛図（東南区）
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平城宮跡出土の木簡

平城 宮 跡 発 掘 調 査 部

1984年度の調査では，平城宮内の 2カ所と平城京湖、の 2カ所の淵在区から総計 1，648点の木

聞が1:1:¥土した。各調ii区のU:¥こt.点数は表のとおりである。主な木間の釈文は 「平域常発銅調ヂt

出土.木ffiiU況報18Jj(1985年6月TIJ)(ζ報告したので，乙乙では脳卒?な内容をもっ平地'I~・跡出土のも

のを中心(ζ報告する。
次数 点数地区名

南面大垣東端地区 (第155次)
陶而大担司I端地区 第155次 1，500点、

調資区は官の東南 I\'f~にあた îft定第一次明1~院地区東南限 第157次 146.'気

り，かつて13，000点にのぼる 左京八条-1平三 ・六坪 第160次 1 ，S~ 

|ゴ 附四郎西南附 1点
木ffiiが出ニ1-.した第32次補足淵

ノ1-1、.i-J 1， 648!~( 
在医の問と南[ζ接する場r~r で

ある 。木町の出土地点は，W:四時 SD4100 (69点)，二条大路北側併 SD1250 (1∞J去)，南北時

SD 11640 (1， 198点)，南北UltSD 3410 (106点)である。乙のうち SD4100は南而大同の北を京流

して，京而大国の刊に沿って南流する SD3410 ，ζ合流し ，その SD3410は向で二条大路北側桃

SD 1250へ流れ込む乙とが1i'(r(認されている(作報1966・1967)。 また SD11640は京而大垣から山.

ヘ 約 50m のととろで SD4100と SD1250とを結んでいる南北it'lfである。 SD11640からはぷ

ft'l3 .......利 Ifι5 f-j::の正I~紀をもっ木間計 7 点と ， 郷!:H制 の記，1売のある 1 "討が1:1:¥:1こしている 。 また

SD 4100は 3J切(ab c) (ζ 区分できるが，木間はいずれも最も古い部 aから 1:1:¥土し，そのi判ζ

やはり ~J!I\虫制の記械をもっ木前i 1点を含んでいる。

第 155次調査1:1:¥土木間のM:大の特徴は式(41)省関係木簡が多数を占める乙とである。式部省IJJ;I

係木間は SD4100， SD 11640，放び SD11640とSD1250との合流点で出土した。式部省関係

の木附は部32次補足澗脊でも SD4100と SD3410から多数出土している 。ただし第32次納足

淵斉木間と比11皮してみると ， 相選点もあり ， いく つかのffr しい JJI見を 1~: た ζ とはIfi;~である 。

その 1は，( 1 )の木附が It\土した乙とである 。 去には考 g出の I~~ の;N' lllI i ， 宮 l限， 位 |軒 ， た1:名 ，年l愉 ，

木j草地と .1年間の上日を記し.~(ζ は考 ，ì)!!令分番条にみえる分器官の三等評{illiのうち下等に

あたる文口・すなわち 「誼逃不上，執当脳失」といった，iE句が記2きれていたと巧えられる。形態

は上から約 4.5cmの部分の側而から孔を穿っており ， 従来から知られていた考巡関係木附iと

同一である 。 乙の木m'iは上日数からいっても ， 評価が 1 年分である乙とから考えても 1 年 II~j の

考却に関わる木間であり .1渥叙の木附でない乙とはあきらかである。と乙ろが，従来?5・諜木間

として考えられていたのは第32次補足訓育で'出土したみ;のような木間であり ，iI己i肢が奥なっ一

いる。

仏) 去上 位子従八百i.上(1主祢JJ..;.士山諸問品交問 (木附紙報") 

これまで(A)が考却木聞の典型とされてき たのは，他[ζ考ii~lの木前lの先形品が山土しなかった

- :1(jー



ことによる。ところが，今1l!1(l)の木聞が出上した ζ とによ って，'1'1;・人一人一人について作られ

る，13 1誌の木間が一間~l!'jのみではなく政数存ずl・することが縦認され ， それぞれの民われJJ を検討

する必裂が生じたといえる 。そ してこの(J)の巧 l i~l木間の使われんであるが ， 乙の記，1氏 I}i作を正

:kr I~'G(ζ 成る ，芯文と比' 1皮すると ， 側々の}与人 lζ|対する部分の古き万が恨めてよく fti似する ζ とが

わかる。考文のー怖を示せば，

'1-'ヒ iT 一七 {以下 |岳 !弘 nili ~';'i令民主主主1-八

地 ぷ一巡1[1 天文六壬^ オ f 
龍司qf.i荘IJ白 日参 1'''1以

情~'!!J lJt悌千五; 山|、放験多すi'lぱ (大日本11l文，1::;b4-552)

のごとくである 。 巧ι!令内外初 !な糸によると ， 式 ~~I ;省で-は各官I(Jから考火;が~まってきたあと ，

「色))IJ為記」とあり巧文をもとにして係々なmHJiの記鉛を作る乙とになっている 。それらにつ

いて令民j仰の各説は上中下とい った止|市II i別 ， 位 1~1))U ， 長上 ・ :器J二 ・ 縦色の別といった各百!の記

ttである ，と述べてl)る。そうすると ，式部省では考文の記械を白人11j1ζ木ffti(C，.'1き勾.してお

き，それらを{uJ/文か並べかえることによって各陣の記録を作成したのではないかという似定が

可能となる(以野治之 r正む|涜文l'~，と木附の研究.n 70t'Q)。もし，乙の加7とがあたっているとすれば，

まさに(1)の木聞はこの作業の111でfドられたものといえるのではなかろうか。そして(1)の考出木

附が乙のような場で使われたとすると ，(A)の木前jはまた))リの場ifil"で使川されたこととなり ，今

後の検討『課題となろう 。

また，第32次補足淵台やIT.. ; 155 次調:任で多数山ニ1: した行IJ屑のうち (6)のような巧 ， l~~ 令の:if.: ・ {(~

条をUした削mは(1)の裂に .q=かれた文言と対泌することが判明し，Ur川の上回数を記した削

府もまたこのタイフの木作i'iから/'iIJりl収られたことがわかり ，その点でも(l)の木fftiH.. ¥ニL:の芯1J，kは

ノ、きし )0

特徴の抗 2 は ， 払:~木間 . ;渥叙木日ii以外の汚iililYJ係の公文lζ|刻わる木附がいく つかI.l¥土した

ことである。まず，(4)と(5)のように付札の形態をした氷川がある 。(4)の内作は多倒的(郎子向)

から進められた々瓦 6巻と考状 6巻のid"12巻が般の立11きものに入っており ，それに付・けられた

付札と考えられるし ，(5)はI許可lから送られてきた判Ilfむ2"f分のこJ".l三(あるいは長上の?t!りか)の考

文を式部省でひとまとめにした|探(ζ付けられた付札と考える乙とができる。 (4)の誕の 「三訴」

とは式部省で考文;を校定する I~(ζ式部白人を! " 1fí: (ζ分け ， 分担して校定するときの担当を指す

のであろうか(延T~f.式郎式滝川悦引 111=1条) 。 同肢に~えると (5 ) の 「末 J J は米だ校定が済んでいな

い12かとも でぢえられるが ， 断定はで きない。 ζ れらの他lζ も折在i~í与によって原型のわからない

もので 「考ー 状一 口右口Jr口口口考文 し;JJJr・考文プ〈宅金 ・口三番」といった考文や考

状!乙|却する木附がある。ま た考iilil共JI，系公文を巻いた市111も1}，';U:Hニlこした。(:3)がそれで，制11の木口

の~hj ~1， j lζ巡 . q:があり ， 一端[ζ 「出羽 !Jqm;司考口」 とある 。 ![i !C 削 l舟ではあるが rU~I( J と記し

たものもあり ，これは 「考'1"1行中」なる公丈を指していると考えられる。以上のように今回山

上した式日刊行IYJ係木前jは考ぷ木聞の他にも多隊ないl作をらち，今後の研究{ζ多くの材料を促供

- :l7ー



する乙ととなったといえる。

第 3の特徴として，第32次1IliJJi淵査の木附と比べると同じ式m;省|剥係木日i'jでも 'rl二代のjf1いが

あることを指摘できる。 SD11640 U:¥::L:の木附は一応糾!(u.1I.:II¥1切のものと 巧えられるのに対し

一， ;n32次補，hl，Vl村正木ffi'iのうち年紀のあるものはほとんどが米、|え主千以降のボ良時代ぷl切に制

する。ただし例外があり ，SD 4100の第32次AIi，hl，例代|メの州端近い地点から lJ:¥jょした一昨のみ

は年紀のある ll，r;'，l=iそでが例!fU5年の続労銭の*m'iであっ た。乙の地点は SD4100と SD11640 

とが接続する部分にあたり ，一昨の木間は SD11640とI'IJーの椛都府から :Uj:した IU能性がIflJ

い。年紀の違いのほかにも釘32次R!U己調公の ζ の火点より京から山ニトーした木町と ，失点および

SD 11640のそれとでは内作上も克JA¥が認められる。それは H続労鋭木ffi'iは後 行のみから山土

し，(8)もその一例といえるが，W:からは 11，'J，も11¥土してない，(コ前11，1仏)のタイフの 「去上」と

いった|刊}fi}は11:倒的(C!Iij:K-から :Uニ|こし，δD11640からは :ILlしていない，てrトである o ~'!j lζ(.-:) は

宣投:で仏)のタイフの木附があるいは奈良11与代!'Iij、/':1ζは使われていなかった IIJ能1'1:を111'向くするら

のといえよう 。

式部省関係木附以外では，(2)のようなど金子本の'MIの木口!ζ出7りしたものが山土しているのら

興味深い。 1~~ 2 111111 f行ほどの制かい文アで本1-1をーJ，ldするように』かれている。内特も肥後

凶にあったJVI'ljの一つが r1ní:城市 l:lj J である ζ とが~ I られ ， また兵τ1 :11t字1 似ぷ( j1fiの引尖を)~物

(ζ よってがしたといえよう 。 乙のように木 1-1{ζ出占があり ， 組織と|可憾の1~t， !自 を!-I~ たした'\illi は

これまでにも山内から{'rJ，'，'，(か山土しているが，山形のものと しては (2)と(3)が初の山上といえ

る。 (10)， (11)はw米山本しであり ，(10)は SD11640， (11)は SD1 250 から 11 仁仁 した 。 (J O)(ま割!11~i!，"IiiJ 1':の

もので ， 大fVj~Jalの新口~H と 111 中 ' Hのw米がご.つま とめてー依 と されており ， また ， X4r口11¥と川

ι1-1虫を指 して 「二村」 とぷ起するなど ， 税HilJ )とあるいは村~年比:のん lliiで興味深い5l:rIといえよ

う。 ーん1(11)は抑制下の仰J、しで，他(ζ|司じ砕から 川市の飯間郷，JlI.ill郷の，-;j・ 3点のIljf米向札が:1¥

土している。

推定第一次羽堂院地区東南限(第157次) 限定!:n一次~~J :hl l抗出んの調査であり ， 出-'(j< '!:l1 '.次の

一つのl;則立院の/I¥Jを陶枕する 2条の基幹訓水路 (SO::1765とSO:Hl5)の以 下流の先制となる。木

間146点のうち 2以の削)f'Jを|徐き他は全て SD3715からの:1¥1:である。4作iドi紀のあるものが(川ド川暗か.(川l川川~) ) 

の2)点t

のイ木記間の多くは五朱モL良込{I時時代」ぷ.;J卯則U別jのものと J悦(f住r~月定:される 。 (1 2)は iIÚI}，JI]~ の・山人名を此|締ととらに列挙し

たものであろうが，IlJi創立小別である。(15)は'IIi11J ~~32 jj( li lì ，hl，:/，'~ftの (A) と I ， d じ形のイI-: ffí'j である 。

(12)・03)・(15)とやはり宙人の人事(ζ|長iわる木附がこの場19rから出土している点は，J~部作の所在

地の問題も合めて，周辺の淵貨を待って帥19Jしていく必裂があろう 。またお 157jj(調査ではい

くつかのb・"j".2，i除名の木日j'iが出-':している。(I(j)の f制 LJ肝」の他ICr外只白 人:炊J1内合

人」咋がみられ 、時，!?ゴー日誌では rl付木 1:19rJ rム:~;fõJ r内大炊」呼がある。ζの地区の性的を論

じる引のまとまりはないがrl:11される。 (、子的i以瓜)

一 刻 一
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法隆寺百万塔および陀泉佐尼経の調査

平城宮跡発姻調査部・歴史研究室

1 百万塔のWid査

-お出第一淵公安は，史料淵1主主とともに法|筏

寺所it:M?i)jJ;f与の剥ftを継続'"であるが，本年度

はコンヒュ ーター処f!Hを 11抗して地身部のデー

ターを40mll(C:!桜jlH・記ワ化し ，2，000 必分の

データーを TBM5550 (ζ人 )j ， 本的 (1包な ，~i十i処

.fJHを1J14始した。

また ，i'f)j絡の製1'1"t立件，j1:の問題点をW(:r:)とす

るため ， 了 f)jU~の血h;t製作を行っている小州木

地工jぷ(山山以外4脳波liIIIUIIIIIJi'n込)で，製作技術

の調合;ーを行った。 I'ijj搭の製作小ILLj久)::氏

I LiJ工}Jjの ，'iJj搭の製作は HI輸行15 ・ 桝身 :~15 ともに'd，!ruJ~m蝋で悦き:1:すもので ， そのJ_: f.d は ， 別

表の!lIl く 10数X，f， l と比 ' 1史的日íì l]i，である。まず ， )ffi挽の段|桁で然身の|吃~11i尼終収納孔と ， これ・4

見合う HI'陥の1，t;i';I5をrplり，アゲ悦の段|併で，地身は第一:，11γiの泣から ，lfl輸はこii.旅から ，以下部

分 ζ とlζ ，円11りと測定を繰返し成形する。仕上げの脳きはJ此終的{ζ全体[ζ行うが， 11 :上げの 1~ '1

りは科部どとにその部位行っている。伐川工よしはバイト知，ノミ知，ノギス ，ゲージなど27H

におよぶが，職'1組切削{ζ一般的な」:JL ゃ日íìlれな道Hが多い。 Ul~当りの製作H寺川は ， いずれも

30分程度である。型作 は，搭身行15が比般的作易なのに対し， 1;11 輪日15が誕l ~f~な形態をとるうえ小

型で，(史川こ1:只数も多く ，IIIJ伎の熟練技術を要する。

小州工)jJのi'j'万燃は，H_;:!nIJ ~1~慨を川いる ζ と ， ケヤキを 1i1l'1 (ζ 川いること ， t~ I輸;百九 i都身:'';15

とも qql!の袋行(ζ は!氏め )I~~!を川いることなど ， 法降守(i万j芥と;Mなる.'.';(も多いが ， 今後の ~~f午技

術の位以{ζ参考とすべき ，'.¥1が多い。なお 1 *l lj:~宇，;t.i: HI愉 f~15の ~{/I ; は ， 奈良 11与代の幼舵な償'Jill l鵬械

では不 IIJ胞とし ， 政般の (l1.l: を W~iじする説もあるが， 今ぷ，';1代 (ζ よ って ， 熟*，-lH:支給jがあれば凶日

の桃山I1純倒でも HI愉 :'11 5 の~~I'I ; は l'分可能， との弘通しを1~}た 。 ，'Î )j JJ，liの製作技術の iUIJ~iを 11 折

し ， 今後も淵併を杭ける Yi~である 。

百万塔の製作工程 小山i，+:l血_[I;j

相続部 -}it挽ー乾燥一寸法決め-~i~珠切目IJ 測定一11:1'，目IJりー

伐採一切断一流どりー

生吾身部 r_j;i挽ー乾燥ーづ法tkめ-~ 3"γiψ: tJJ n'J-測定-(1: 1二自IJ り ー

一(以下fl-f翰刺l郊の成11'1) ([;1:的一

-1氏込一応成

一(以下谷JV1'IQ!1剖;・後:のj必!盟)-fJ;卜.附jー

一 仰 ー

(-:í~ f-j'{i之)



2 百万塔II't:: ~r(~J邑併の ~U，'ij査

法 l保守 i' 1) j l符(乙納入されていた w印(U~併の，lI，'ij(tを ， 11“和w防 l版作成の一段としてuったもの

の"'/Itl報'1，;.で-ある 。 1'1')jJ.符納入の/;己主任j己粁.は，劇作ではすでに l'l)j地本{みからはとりだをれて

)JIJ世主れている。従米からそのけ[11ーのあきらかであったもの し800以余 (1祈n'を除く)と，今[iil，

111州 i資!討 l阪の淵1't 1ζ 伴って ， 新た (ζ ブUó されたものとを{~ï? 1 すると 4 ， 500点をこす数になる 。

これらの/;臼(U~杭は ， 従米からの研究(ζ よ っ て ， 4 阿波lの抗日I~ ， J!l~垢浄光持組本:1;日経尼 ， /司

1'11愉w乙縦j己，/，;/1'1心日j陀刊行己， /，わにj立/，'t;¥';((;)己からなっていることが矢11られており ，またmuuζ

ついては ，1U本|吃草花j己が 3fiHri.十11愉 ， 1' 1 心1':1 1. 六位 |吃~(U~がそれぞれ 2 HDluある 。今1111の淵

代でも ， この椛リI!の Itbi式の間知に ついては特(ζ 新しい知見を 1~1 ることがなか っ た 。

J:}Ui する/)'t;~{()î:l*ギは ， (米((の ど.!. h なものも多いが ， 断。i'iで 1以 ι状況の .I&~いらのもまた数多

'点数として数えにくいものも多数あ 勺た。これらの|吃縦!己主主について，fゲ.典・!版式叶i(乙よ

っ て分);r~すると l 'iJI時 {ζ ， Wi，:;のJ采、j'， n ;1cすべ き 'IUJ'~請に ついて IIJíiちなかぎり 1 }~~ごとに ， ，il.'d 

』を作成し ， '/}J'J 1îI~;;診を行 っ た 。 こ の ，lI，'iJ併の終 j品であきらかにな っ たことを ， 以下{ζ摘記する

こととする。

1. 版式に ついては，とくに析しい別式のものの先見はないが附 り /'.りは多fぷであり /， (/-版

と!以われるものでも ，火::.jその利|いよいにかなりのバラツキがイr::(c<Jる。 このような剖象がなぜ

~/ :.じたのかに ついては詳らかにしない。

2. 料 紙の限強については，ほとんどが麻布tであるが，その'1'にも二部知の斜った紙質がが

在する 。 この紙質の4・/:1逃に ついては ， なお後 11 ， 科学的なふli/Wを品みる必~がある 。

3. 紙の縦寸法は 4.7cmから 6.2cmまで くらいのはばでかなりのバラツキがあり ， fI.J'(f[ 

(乙裁断したものではないようにみえる 。

4 . また ， ζ く - r(;/~の経典{ζ は， /桜ないしは |、桜(ζ本文以外の;‘:，¥j良を足立したものがある。

そのうち H[愉|吃縦j己の知いものにイJ い た ~:.\jú は ， 比 '1佼してみたれ'i県 ， /LiJじ1'11輪/;己縦j己の以い版

式の本文の /.;端である ζ とが判|りj した 。 乙の~:，' i以 ， /;己主任j己続を削る ために(f}'i:/した版式は続出

1邸のみがぶ，/まれていたのではなく ，少なくとも /，(/-ー終ljl!の 2fiHriの版が|司-'U:ilこ表IJまれてい

た可能性のあることがW;ぷ§れた。それ以 /'.1ζmJiが大きく 3断fii以上の終リI!が同-'，{I，.>(1ζ刻まれ

ていたものであるかどうか，あるいはー版ー併でスタンプ式lζ印jlH/されたのかはなお不明であ

る。おそらく ，1， dー!阪で-'k:l.w:mり |げられたものが，後(ζ /'.-"'1ζJ]K断 されたとするのが可能

性が尚い。 その|仇 本文以外の-日出までふくめて切りとられたものが'/士じたものと!以われる 。

5. この他， 111りのよくない部分に ついては内情による fili引が行われており . ζ の点数はか

なりの数にのぼる o yjWi'jr' 1 ，本文:全体がI!司市のものが 1点みいだされたが，今 11知られている

I!~ 市のも のは折山，'II' ， ' I' (ζ 3 Y，tある 。ノト1"1先比のものは断的であるため全文肉されの(9111ζ加えてよ

(、かどうかは'I!f/ii..oできない。 (史.vJih'illjJ)
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「石 山 寺」扇額

歴史研究室

石山守 WÍ.i"ür;:~大津市)の総川である点大l'リ ( 1111"j) (ζは，r'.f.i山寺」と組子のある師向:1がHJげら

れている。乙の山門は，辺久F己主r:(l旧))1ζ再建された人lリ原造 -木l，c日 三門ー}ーIの八脚門で

主要文化財!ζ 指定されている。 {.I山寺ではほぼ I，tl時j剖{ζ 建てられた辿i2J物(ζは，他lζ多宝塔

(ill久 5"ドill立)がしられ ， 乙のH剖削の IJH;fHζ は拐l#i!;ÿJの I~)Jがあった。

ところで，ζ の山I"Jの剥在の寺号館iは江戸時代のものかと!芯われるが，それ以liii'乙11，1げられ

ていた 「石山寺」日制がl民政Jrli(~j~rjl弛) !ζl収納されており ，現在の隔制は，その占い師舶の形

態・ ，'r- l孤 ，̂~.;をほぼ倣っている乙とがわかる 。

ï~1 い li可制は ， 縦 59.9 cm，悩 31.8 cm， 1')さ2.9cmのー枚恨の恰材の鋭阪[ζ上 ・左右の三万

!ζ， lrilじ伯材の古1M去をつけ，全体で縦 66.5cm，偵 52.5cmとなる o 1t"1総は，訟にfJkI巴を施し，

上縁[ζ2制，左右縁{ζ各 3個の諸国j五が割りj土Iかれている 。なお，Itd縁のない下ん1ζは，鋭板

の下町i，ltζ 2 カ所の的自があるが， ζ の猪 U は割り 1ヨかれていない。 鋭仮のr-~I央 lζ は 「石山寺」

と赦'，:.::14>=で柴7i1f彫されている。文字は)J強さは少ないが，典麗な占liJi!を示す。猪 J-j;韮は償$iM.5

cm liii後，縦 3.0.......3.5cm :ß!で ， 各告1I り 11 き (ζ 鉄車Jが7.] (1:し ていて ， 鋭似と}~，1~の接合[ζ利川

されている 。 日制はi<以全 1('Î lζ以白色塗料 ( 1当土)が塗られ ， 鋭似 ・ }í'~ ~:香!の去 l(iÎはそのままであ

るが ， 告I(iサーの彫り込み ， 刷私!の側 IÚÎ ， 拍 11;韮の内側や~TfiÎ((. は ::1.~漆が控られていたごとくで ，

災 I f' Î とその他の問所{ζ は一部以漆が伐存している 。 鋭阪の四 l~jHζ釘穴が各 l カ所あり ， その釘

ア山門[ζfJ・ち付けられていたと思われる 。 なお ， 鋭 ~i .制縁とも去I('Iがかなり!抵触していて，

kJ剖11¥1タ判官5(乙HJげられていた乙とがわかる。

~ I (， j((.は中火 {ζよ1，\泌を喰つてない部分があり，その fli5分 !ζ ご.行.': きで

'f:i台JL;'oド字ーI-'J-:J1ベ"話，'i:之 / 従二位脱出判1J 1~!n能 」

と行， ' r-H>:(乙て lí:2;刻されている 。 なお十:'.L1の|ての~'iリ』は別状では l政似していて不!日]1協である

が，r う~gli J かと J.!:.(~コれる(11'集75-卜邸J) 。

~5(にみえる L:rfìJGI，j: (124ω にこの回復lをf.j(.:記したi阪iJIt行能は，皇太后出必脱出11r終のt去りj

として治成 3I，.r: (1179) !ζ出土1:，定仁川年 (1201)叙問。川内権少'11，0，布石{大夫などを持て t jii'i禎

21:1-: (12:16)従二位31'参議として公卿となり ，以後その地位のままで，仁治元年11月26日山家

(法:?，d必然)，悠長 71:1:'. (1255) 77肢にて没した人物である。従って，乙の?績は出家の「目前[ζ執筆

されたものである。彼はJj長版行成の八代の子孫にあたり ，能占:家として著名な世話t寺流のなか

でも，行成 ・行予(行能のl可孫)とともにl1J:i的.寺の三市と称主れ，~i' 版文 ・ 上表など朝廷での

いろいろな占役を勤めた。1，:能が従二三位(ζ 叙せられたのも ，Li.近i!NI!子の加を』いたれであっ

たといわれる。また;欽人としてもよくしられる。

能』家としてしられる'rÌÎì主主とされるものには宇治切 ， 紙起切などの古筆や ， qおり~1:具政初

一 位 ー



j主L米」や消l品があるが，いずれも桝1':休もしくは1I ，'::体等であり Iイi山手J'J旧制のm.瓜とは

比' 1淡し Jlf~い 。 しかし . (五行能市といわれるらのは，おおむね'(J加料殺っていて ，}，l、 l l l lii は nnげfU~

，'Hili.¥を示 している。

日制の幼ふれは.1 ÎÎiちの トIl父にあたる 11 1: 符 ~dM j'~ になる Ir 伐 '!IJ'~出 ， \11 1 1少 .Jj (こも .-=e0))('1(がい

われ ， また u他 1' 1 身の ~h今 8 1f (1275)のおicliである 政的，'H:Li少dJ(fLl本，lfll.!Ji列的ー，;)(ζ も，

「制 ζ そ下， 1 ::の 1: と 令 しむるの人 ・ f ( 1担 。 1 とある 。 似も大内以の治古fl'iが、 'í然~ì ー であろうが . ，il'i 

L112狗:iもそれにみ:ぐものであったろ う。‘{久的，q・+L抄，.n (ζ はさらに {L，k~ì l刈 (ζ ， 1)~~'{fIi占人・Jj

治主8'・倣1':=人'Ii. )(-F能 I q: 1.v ~'t人之 ・WHの名町m をHJげているが ， そ乙 lζ は イ7山古:の舶に |長|する

J己主13はない。なお ，ru ill!i代後Wlの 能.':: ‘ l i断 (l1Y ü .-1.:十 lζ は ， その ト在 {ζ ， 古iyn~rよ . 'l:f城岐

川制)f・1'，11/5 氏本日制て，tj';の件以lζひきつづいて'ド例州|ド'r.引社|上-イイμ仏iム、IJ.¥弘刈fl品l凶古狗釘削(1'0ι5
カか、汁(にζ6出 |卜:.ífl芭~ ，1月i為ミ"作::1，可?抱釘削4正似:iOの〉うちとして'

近江11¥1イl山君i' 1i他州l

(illl守 とあり，また出I'..il'fiTI 

(ζ ら，ζの (i111 :;!i'防相が;己.1夜t:uており ，モれによりn・IillJげに

の、It，紘lの状!@をJ;!Iることができる。

創作， 同館iで市J虫j文 化 H村行， i.: ， 1 1I 11 は 1 2 1' 1 ・ 1 51[， iあるが ， ~合 lI~i 代

3{'1:のうち ，愛姫 ・人1IIIi氏和l'トlの川町iを除いては ::ifi;. ()r~'i 

'，';{ ~I';. I : 3 I[，i (文tIく1]1，1:(127'1)ιi-'l-i)， !.l~}; { ・ (ì- (以 XM:j '，' : >; 1 lui (佐治jじ

"1: (1 275) 白:銘)はともに ， 打\1 '1.1 納 ， \' ， 1約l;(~M'iの -(-で'U能のJ尚子と

なった 111:作守続制執事の日制である。1i能も杭':UJと 川じく多く

の回復iを'(';J¥市したかと!よlわれるが (i山寺Jh可制も ，その、叩I，'i .l}.! (，:の r(illl、.'I'.1符i

のイj・1数の，1:=き了・であるu能

~Fで ， W紀も lり J ii'(riであり ，

~ f'f時代 !J I WJの日制として

1'1' ifi;な資料といえよ う。乙

の同級は.s，l在石山寺にある

所，i:!~~II' 1 f=1鉛のうちill-iぷWl

の文化6{Iー(180Y)f/j" ~i:d-;:，政

I~n;且只改 II Uゃ ， 1リj治 ll {f

(H178)の仏総11'物取，(1M阪な

どに，すでに ー Lilll寺

制」と収射されている。

(綾村辺:J

(')u r (i 111 SJ A日制 )
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滋賀県近庸世社寺建築の調査（２）

建造物研究室

1 9 8 3年度から２年汁I I I 1 i で行っている滋賀県近' 1 1 : 社寺洲森第２年度目の19 8 4年度は，１i に県の

北半部を対象として洲在し，２カ年あわせて県全域の淵侭を光ｒした。本年度の洲査陳数は，

二次淵査が1 3 7 件1 8 7 棟，一次淵汽が2 4 棟，昨年度を合せると4 2 2 棟の多数に及んだ。洲杏建物

の全般的傾向は昨年度と異なるものではないが，いくつか地域的・宗派的特徴がみられる。

神社本殿は流造, 特に向拝附き三間社の多いのが県下全般の傾向であるが, 県北半部では, 屋

根を複雑にするもの及び刀~１間人母踏造社殿が多くみられる。前者は牌破風や千! : ､ § 破風を付加

して屋根を飾る。後朽は仏電とは形態上差がなく，‘ l ；実かつては仏堂であったのを神仏分離後

にﾈ | : 殿とした例がある。いずれも江戸時代後半の辿柵が多い。綿向神社本殿（| ｣ 野' ' 1 ｣ ．．' だ水４年）

はこれら二つの特色を兼ね備えた古い辿櫛の一例である。八幡神社本殿( 愛知川町・蒐文８年）は

軒唐破風附流造本殿では珍しく県南部に位置する◎ 大坂の大［の作と考えられており，摂津の

遺構と共通する怠匠が注| Ｉされる。拝殿では万三間入母爆造が通例であるが暇満神社拝殿（愛

知川I I U･ ）は桁行七問の横暖平面で，柱・蚊興・木鼻に' ' ' ' ' 1 : の部材が多く混る。筑際神社拝殿（米

原町・文政３年) は方拙ながら，’ ' 1 央方一間の内側の柱' ２を二手先I 制1 斗供で派手に飾る。化

粧屋根裏・緒天井を張るだけの変化に乏しい県ドの拝殿では特異である。ＩＩ１ｌＩｔの社殿として貨

船神社本殿（マキノ11 1 J ) ，Ｉ_ |吉大宮神社本殿( 寛政年間の改造あり）・思子淵神社社殿（３棟) ( いずれも

朽木村）を新たに見出した◎

寺院については浄土典氷が圧倒的多数を占めるが，県北部では永平寺との関係もあってか' ' ' １１

洞宗寺院が多くなり上質の仏堂や整った伽暁を備えるものがある。

「' 1 世仏堂遺附の多い犬台宗寺院については，近' 1 t に入っても中' ' 1 : の伝統をひく本堂が多く児

られる･ 即| | 明Ｅ院本堂( 大津市．享保2 年) は，係庇と外l I 1 l i を一体の曜間とし，内外陣の架購に

兇るべき点が多く，細部の技法・意匠には過渡的要素がみられる。しかもｒｌ１Ｕ染記』所収のI { ｉ

世の平血にも酷似する点は興味深い。百済寺本厳( 愛東' １１J . ・腿安３年) は，平1 , 職成としては西明

寺・金剛輪寺等近辺のI l 1 l l I : 仏堂を継承するが，虹梁を殆ど川いず桁天井を－１ｍにはり，外観, I i

I mI l . I 央間を軒１１『破風で飾るのみで，’ ' 1世仏蝋の変化に揃む架椛・細部の面r I さはない。ここに

同じ天台宗寺院水強でもI - l 1 I I t と近I l t の水寅的な鐙が呪われている。天台宗の本蝋として，附行

堂の三間四面の平1 ｍを踏襲しつつ内部を内外陣にわける例がみられる。こうした範礁の' ' １で観

音寺本堂( 山東町・正徳５年) が電要な適職である。平安時代以来伊吹' ' 1 麓に散在する寺社の中心

的地位を占めた当寺の本蝋は，蚊貰は虹梁形とし，須弥壊前の桁行には龍の丸彫彫刻の火頭虹

梁を吊る，柱はウ: ち篭らせ柱を多用する群，1 8 1 1 1 : 紀以降派手に装飾要素を多用する近I l t 建築の

特質をもつ先駆的作例である。造憐の詳細な記録も残り，大工は長浜常喜村在住の寓部太兵術，

長浜近辺に多くの作' 1 1 1 1 , を残した彼の一統の作のうち，、1 1 唯は雌も古く，雁' だな辿柵となる。一畠
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寺社本殿而顛別棟数

間I ﾉﾘ I ､系統の尺台水本‘ 噸としてはこの他･I 球､ I j §本唯( 虎姫町，次政～血政) が利『､ ' |という珍しい形

をとり注’ １される。

浄土真宗寺院では湖北の|ﾉLi 他寺( 木之本' 111）ノC龍j j §( 洩州' ' １１) 常祥が( 虎姫町）（いずれも17111: 紀Ｉｌ１～後

期) がI L f 式な典氷水常の例として既に知られている。今' 111顛例として勝安寺本‘ 戦( I I W; &' ' 1J ・' 711t 紀

後期) を加えた。常善寺本蝋は五村別院( 虎姫町) 現本堂の前身と仏える。両脅は脱模に雄があり

すぎ，寺絡や寺勢の展開等と関述づけて典宗本蝋の発展過雁を捉え| Ｈす必要性を感ずる。五村

別院には享保年間から一述の｜: ‘ | ; で造』脚された水唯以ドの諸建築が揃う。

州司宗ではﾙ j 浮院( 余興町) が猟1 , 鋤' 1糠の形態をよく残す。門以外は駒妹の煙' １/ : である。全隆

寺本堂( 余呉町・安政元年) は前にｔ間と座縁をもつ万丈形式の典ﾉ I i 1 で上質である。

浄土宗寺院は県北半部には特記すべき遺隣がなく，湖東に多い。｜| 野町には偏楽院本唯（元

文４年）・常柵寺本喰（18111: 紀１１．１期）弊，前1mに一間' 陥の_ |: 間をもつ特異な浄土朕本' } i t がある。

時宗の浄備､¥( 水之木町) は庶比偏仰の．制洗としては珍しく終った伽隙をもつ。水' ) ; ( : ( 地蔵蝋・' i 《

府５年) は，典を内陣側のみ虹梁形とし' ' １備に多様な怠脈を並べるいかにも近|Ⅱ: 的技巧をこらし

た惟作である。I I i l 阿弥陀蟻( 天保14年) は前l I I i ・間迦を吹放ちとし，内部は浄土宗水' 判こ近い。

建築年代は新しく技法的に兄るべきものは少ないが，野棟木を始め文' 肺の奥抜に蕊るまで符進

群の名が盤ﾉ ドされ，時米の特質をよく表わしている。

天台宗の一分派としてI ﾘ j 治になって一派をウ: てた犬台貞樵水は念仏を頑祝する点で浄土氷に

近い教義をもち本唯の内部術成も浄ヒボに近い。，ＭＩのI ﾉ L i 教寺は近' ' 1 : の単奔が終っており，本

堆( 元文４年）は内部の天ｊ|: I Wi が樋めて尚く，外l I 1 l i に虹梁・海劉( | : 梁．’ ' 1を多川した俊雑な架榊

をかけ，彼弥蛎まわり§ ﾄ 桃には典象彫刻を川いる。械めて近| | | : 的な怠脈の蛾符な仏噛で，リ１４ド

でも賊指の名建築である。江ノｉ初期に椛安寺本' } ; i : ( 入派I i j ・慶次５年) ，汀ﾉ i 後期に典光寺本' 職( 志

賀町・文化l ( ) ｲ I ﾐ ) があり典機宗本噸の汀ﾉ i 時代内における変遷を知ることができる。

以上優れた作例をとりあげて概観した。２年にわたる! 淵汽で，神社については様々な形式，

寺院では各宗派について届ることなく県ドの近' 1 t 社. ､ f 建築の慨‘ 災を把握しえた。これらの建築

の中| ｉｔとの関係・様式的特硬・人［やﾉ | § 唯組織弊に関しては今後の研究裸越であり，1 9 8 5 年度

にこうした考察も含めた報併I I f を| 畠I ｣ 行するＦ定である。（I i I 岸常人）

年代分布陳数※ 各炎いずれも , 淵査棟数の内 ‘ 沢である。

訓流氷派別件数

１ ’ １４９３

典Ｉ；｜犬台尺台秤 ' j l 天命典椛｜浄ｔが上典時１１１並弾洞臨済茂紫

ワ
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奈良県近世社寺建築の調査

建造物研究室

滋賀県の調査と相前後して，今年泣から 2カ"1:にわたる ，奈良県の近Iit社寺建築淵代をIJM始

した。初年J立は !果的 1~lí の， 'T ~f lnl ， 下 lit;1tl\ ， {c，'j リiInl，北山域l山の手キ!日J村と ，大手1.1市mrlL相原ilL

御所rlj，1.，:条rlj，桜井rlJ'を対象とした。 2i'J<淵f'f.総数は 163t~!，その内判I lt l :建築は52ülJ ， 寺 I~'i;

怨q;r:さは 111I~i である 。 r< 1 1 社主II築の，~M f.d肢が寺院主II築を大きく I" [ïï l る結果となったのは ， まずり」

|半jでは特lζ木般のit;科がJ，i*んで近|此本LdfJ:のillfi"]が|以られること ，次l乙1"1・b伎を伴うものが1;1:'般的

少なく ，あっても付属障を汁めて近111のものはまれである乙とが大きな百!山である。

ド11~ 1:木般の)1討には ， y組jiIiり存 nj立がノぐ|モを，IiめI mtwが乙れ!ζ次く o -{-Hl造-'1，殴26悼のう

ち， I~J1本人のものが 9 t~i ある 。 I~J1木人本闘は'HrU山口氏も多く t ，'i出['1111，出，1;/111，太平Ill.':j旧iIJ'，

御IYrrli (ζ もj火ぷが， h 条 rl i ， 収:i)JTl， li (ζ は少い。ーん1たむ本般の ， 1 .- い;n ~，w はー' J! I I(. Uζ似られ ， 1， 

条 rlj と人:;f~I 7. ':jπl ïl;tζ !.j.i ' I ' している。ー 1 1\ 1 (.1以上の.ìl!! Ht'l の { f代は総じて新しく ， 古・ 出flll l ， 政 ff ，;野

l'、nζ大j品脱なものがある。

が |二| 山本版で注 " される .ü1 H，'t としては，まず土ll"\ 't: 'rl :代が 16 1 11:~:J (ζ迦j る "1能性を持つものとし

て，初'1:そj・臼 111初日現社社殿(繰刷IJ1=1 IYJ)が挙げられるが，後相IiHも多くかなりの修f!Hを受けて

いるとみられる 。 犬対\J?<I I ト|ーイド股(大和 I~':j rum線j成布Ii . L7111:判断IWDは比較的規肢の大きいII'J1木入春日

社で ， モの IljJりとな忘れにはj科目IJのものがある 。 八 Ip市川村本間 (!.U尚村袈似作 ー 17 1 lJ:紀前WIlは出 ~ I :

と2j・必同lI~i WJ .同l品開で似心 しかも版社のみμIIJ:tJDJ_;;jとする迎IUである。克川町I1IJ(ζは什:代

の，L.-~)小脳院な木版が " ，'{ち ，-Jj.li:条rlj(ζは1"-".1付加 1:をi[!，i]る御¥，'Jfill社が多数(流造を白む)

あって装飾的な窓町:をもっ一併を形成する。この他[ζ 3州向ーの本闘を持つ水分有Iltl:木版(大

';':1吃IUp判官 ・以γ・41，ド)，ni'i京ながら品約ある森円羽Il.jt木版(f::i)点fli;成外・ 17111:k，1]'I.fj切)などが灯{ノ1;，'，i'， 

である。 また脊日大 (，1:及び |言'11'，"1寸(の古(，1:闘を 4t~i (銅IJ9r-iI1J.lWi l'Li ・ -~~木坐i同l段下 l '主1:木股， IfiJFi毛・芥

n神社本殿，I，:条ïl i U\Y/ ・ 1氾池~I '主1:本殿， 総Jj~ i1I1J秋JJ~( .鴇以何時t本』役)fi{Ji認した。

bt~ l..i木版では ， 御I"，k;' 判 I l tl:み;雌 (T，:*， ÏJlìi.jl1lr . 1711t紀白11JODが作代はi弘も占いが改むが大きい。_I:

記天満神社木股と lïïH'&地[ζ建つ八|怖 1<1 1"(， 1 : 本殿(大手11山j ITlïli.fJ~h'Z .~lj . 17111:紀前jgJ)は ，'!lJM，院ながら辺:

れは取県である。以 仁はIMbI!'中子が身合iIIil(lj(ζ 付くのが特徴で，制(例lは御訟が11干1:本間(五条iIi以

内・17111:紀後WD(ζ も見られる。五条rliではが州11神(.1:木地(以駒1111・17111:紀後10])が彫刻を多用した

災色作である。n殿その他については，先{ζ述べたように近!II:建築が少なく ，現行:までに工|成

山 口 ~1 1(. I :j:-r殿(制限市:ElþJ(・~.~延元?T=二) ， 飛j斗坐 ~ I I (.I:HI!役(lVJ 1竺l 存村飛J~i ・ 1 8 j11:紀ヰ!JUJ)の 2 仰を数える

のみである。

寺院建築に 111~を転じると ， 本堂の t~l数全42Niの I)~約半数の22叫が浄土真宗(ζ府し ， 次いで命

士以が12仰を数える 。 この他(ζJ~吉宗やfJn宗系消京などがむ下ある 。 点京守I~'éでは大平11五五j と

称された m;念寺(布: (lJt( ïl'j今井11IJ) ・ 木善寺 (7~i叩IIJ飯員) ・ 附行寺(下d1111J ド市) ・ 克服守備!所îi'i御所)

- 'lIiー



'!l ， 't: 寺(大，fI 1 ， :':j川 d i ，:':j ll l)がいずれも人;加悦なイじれないし仙I II/;~~をイ j しており，モの威勢がしのばれ

る。本'i?ではV，lfi1rもイ斗i~・(1 7 1肝心iI ' WD ・ .{，: .:~; ~'i' 本立(fム~J:文" 1 ・ 11'，1)の 2 t~!が似 fがもよく ， tl'.11され

る。玉ドr(，il立、'1初から後!I'JMJ:にをJfxり，Jj'~I)~j，計十をも鋭 JIlll を Hえる 。 ， '(出flil ) II II." ，jにはより "1'代の 1"

いII，¥:]~，~寺本.:: ~ (大椛村篠If，(， (.i;/~足以" 1: 1/11) ・光illii 寺本立(天川村沢以 伝lr (~~{1て UU) の I ， "ij立怖がある。 lìíi

1'í・は小1回限な対 1(， i T~r Jr~式の・I I~. であり ， 後o(>í，(;t後 I flJ JI~式とならない占式の、ji' l fITを 保J与 している 0

f~宗本'ìt~: で ' 1 ' 占 l乙後門j彰式(ζ改泊されたもののうち ， 改造作代を知り 1!Þ る数炉11 では ， その1， 1' 代

は18111:紀'11}切にi.lilj，していることも11:1-1されよう 。

市上京本・;;t:では士!琳守!創出イ(.j;i:(、引i証11Ij' ~， IU. )必U9"1:)が市IIJiであるが，I('JH.の後怖をはじめ

'Flh部{ζ も改造を受けている。これに次ぐ17111紀のj立附には乏しいが，]8111・i:e{ζ人ると特[ζ御所

jh&び新n:llIr{乙集'11して6HI!の木吹位築が伐されており ，、|えIfITと制11行1)泣111:の変ill過程式をうかが

う乙とができる。

その他の'l1築では，まずi上:;UiID.のんー三1.'¥1::止として.J.(来 I~~阿弥陀うれ: (出('j臼111村北今i!Y'μ、.A:d:"I:

11[1)が栄げられる。本人:い'Flh却は 、1/1r.))のままと認めてよい。縦i"i:lf(:(J!4，'i町十tu:Jlldu'){ζ も.(~i) '1' 

111のl'iMがIIJ川されている。次{(uパヴ院のん1:./1¥1':;':では，五日坂寺|刈1断。:;':(，:':jJ[l(IIIj'ii，(J以 b副長以

内:1，'11)・転法綿布*':;':(]i.条di)，剣 山，kI7"1:)・、'1琳112入:n，li";<:(却林11Ij' ~， 1臥 ÍÄ I U~" I: II'，I)の 3 仰が . 1，1: 

代が!ιく.'{'1も'11Jい。 他[ζ、'lJU守!終院jJ:J:.(~，瞬間主íJ臥・版以 1 7{1二)も l~iいj自制であり . -t"fl(，i'l
'
火

/1¥1が仏1，'¥/となる本会長のh丈形式{ζ復Il;(し仰る。 1後変l悶則D別!の1引1:ゾj人〈な装自N削飾fJ印liバ泊f白的l内句{作品としては龍I説;椛託日コ守J'イ本':'ワ1，1.

(仰|ゆp川芥J小村11附川 ， (.以Lム、J::山r包』政4什1ド:引'"川i目川'，]ωjρ)， リ匂l¥山't:手守i'弓ヨ表<1刊|ド川fI川lリJ(メ火，，1'和11，山日':j川l山li，:山刈川什刈川1V川:4i日11刊".);:立正d政女 fHI・)が';(J< lii~ といえよ う。

りl川、[乙は I L. ìiJの当 JU ~!i'をはじめ ， 大胤 {~~ な 社主も数多い。 モれらには I ，~m íí.::のものなとの

阪れた五g築を:1むのが 'ji~ であるが，今 1 '1 1 . 大 :愉制作 1 : (j安)1・di)の勅使般 ・勤評liJrがin文H殴

(広文 'l " I':)!ζ近いH剖UJのものと f(わとされ ， ま た L~ {î- ~j' ( 十五 ) 1 :可 i ) でも釘n般投びぞf lr1J i の-' (';1 )が 市:文本

::ti: (俊安川nとI，ilー1I，'iWJの7J1，'/ーと判|りlするなど，仰としての後禿さを|リjらかにし仰たのもノド|ー

伎の成果のひとつであった。 (住~A，: 修(1)

ノ三前台I'II:A~殿 ・ /\I~i'fi fl l l tl・ A~版(大:rn ，:':iHldi ) A.:;¥、"三本':;;:(，'ili!f'llIf) 
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旧奈良町の町並調査（' 1 1 ）

建造物研究室

奈良I l j はl I - I 奈良町の全域を洲査範| 用とする伝統的建造物群淵査を４カ年計i I I I i で実施してい

る。1 9 8 2 . 1 9 8 3 の両年度は，文化庁補助金の交付を受けて旧奈良町東南部を調盃し，1 9 8 4 年度

はI l j で旧奈良町西半部の地域を洲査対象とし，また保全計1 曲i 策定のための基礎作業も行なっ

た。洲汽はこれまで同様に一次洲査として対象地域の主要道路にＭi した家鰐の川途別，構造別，

階高別，年代別の洲森と外観写真撮影，関係資料の収集を行ない，次いで二次洲査として代表

的と思われる町家，隆屋あわせて1 0 軒を抽出し，建物の実測ならびに内部調杏を行った。この

ほか町並保全I ; | ･ I I l i i 立案のための雌礎洲街として，奈良町の街| ｘ‘ 購成の分析，町並賎観を特色づ

ける要素の抽出と分析弾を行い，保全計両Ｉｒ案のための, 課題を盤理した。

今I ｢ ' １の淵汽区の人部分が近l l l : 奈良町の西限にあたる町々 である。一ﾐ 条通は大阪からの1 曽要交

通道路であって，近代になっても商l I i や旅館がたちならび，いわば奈良町の束i ﾉ I i I l ; ' 1 1 となってい

る。一条通より南側は，街区の形態が不整形となり，街路が束| ﾉ Wあるいは南北にまっすぐには

通らず，川に沿って曲がったり，くい違ったりしている。三条通より北は，街| Ｘの乱れは少な

いが，一つの街区が長方形であったり，規模が大きい点がＩ－ｌＷ: っている。

今回の調査で注' １されるのは町家と農家の｢ ' １間的な形態をもつ町家の存在である。トオリニ

ワ1 . ' １火に純返しを縦き，この縦を受けるための大梁，大梁を受ける太い柱が恵脈上の兄せ所と

もなっている。次に注１１されるのは新しいﾉ ﾘ ﾘ 式の町家が多く兄られることである。奈良' ' 1 1 . 束辺

部は近' M: 以降に市街化が進んだ地| 〆があり，従って伝統的な形態をとりながらも，部分的に変

更を受けた町家が多く兄られる。本来トオリニワか別棟の座敷のみが落棟になったのに，総進

上の進展に伴い，トオリニワ以外を落棟とする町家ができたり，庇の広い町家が発生してく

る。旧来と変わらぬ長躍は建設され続けるが，独立住宅でありながら隣接して建つ集合住宅が

昭和初期に現われる。これは近年の郊外狐住宅に受を継がれる型であろう。

奈良町において，伝統的な地域文化財が| ; | l 侯って作りあげている蛾観が町づくりにいかに軍

要なものであるかは，これまで報告課などで述べてきた。町家の建物構成や意匠は，気候・風

土や住宅密集地であること，敷地が狭いことなどを. 考慮したものである。町家は，木造のため

増改築が森易である。いいかえれば，町家は増改築することで住む人の要求に対応しながら景

観との調和をはかることが可能である。｜Ｈ奈良町中心部でも，周縁の地| ヌでも町家の建替えが

近年i ｌ立ちはじめている，奈良町保全の計1 1 1 ' i と実施が焦胴の課題となりつつある。（上野邦一）

灘

I|而淵薯勲璽璽璽1M11州'叫卿
瀞伽
|lIlIlllllｌＩｌｌｌ

''''''''''''''''''''''1|,,Ｉ

lIllllllⅢ
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奈良・油坂の町並
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本山寺鎮守堂の修理

建造物研究室

イ( 111 ミ別立件川以:収 ， tl ~ \ ~ ~!: 1 1
'
111 r {ζ19[11:しIJ411l¥iJ Jb] ~170 併の札J 9rにあた る古京IJ で ， 邸内 lζ は小~jff:

(l:lOO 凶ci-Oやr:F./"J(ilIt.f:'後Wj.，r('t!文化U1)をはじめ，)((:llj叩:(1795)， 1伺雌1:l:08111j，叫)，姉楼(179J)，

LJ:if¥犠(1910)など数多くの必造物がたちならんでいる。

宮川: ・ ì ; ~: は(: F./ "Jをはい ってすくた下{ζ :q~l ll i し ， :./1¥1干上流jiiの形式をもっ。 1984"1'春からも二の

以来としてモの維持修.fli!がはじめられたが，Wf休 '1 ' 仰木や)トIオくから JJ占 I I~: 銘が発見され ， 天文 1 2

"1:から 16"1'054:l~ 1547)にかけての位。で，":.Ml4 "1:(1714) (ζ人刷院な修J!]!がhわれている乙と

が判明 した 。 よ って --ldl1見物件ではあるものの :~I.拠文 化 llHli造物としての修.fIJ1)出燃に よ る本給

(1りな修即(ζ fJ引が変;.Ji忘れ ， その，llfil11'と修 .f'l!折 半~(C 1~\J わることとなった。

11=他の修!'I!は，IJj，lt!'it!lわ1，，:とする身11'7f'il)分は云のままとしながらも ，f{J村:-:.''1-制 !の!比日/~分を

新たにし ，_>>:fj[J i りをよ If!i ;，j~笈形式!ζ改め ， 'I!Jまわりに新Mを加えるなど作T9rにわたっている 。

刊にこのII.'ilCi.}{ζ変史したため ， I政 11'1阪は|、 .iL1 と / '. .ìLi と では仰~ ~iilj {ζ1111ギの臭ったものとなりい

ちじるしく外観をjUねていた。今1111の修.fI1!では乙れら後fili部分のすべてを当初形式(ζ佐I!i(する

糸ーも倹，;ずされたが， I H~i 修.fI 11f-1がかなり似人していること ， ， ji l l l:''i / Sゃ創 l物については I H~iH もそ

れなりになじんでいることなどを巧lむし山全位以は行わないことにした。ただし ，J系似につい

ては瓦3} とするにはれ や決などの附hl ~~I )材があまりにも利11 きにすぎ，あきらかにイ4淵和である

ところから ，lC以 Ijí j の i.}H と jWít される柄IsぷHζ 1Uすることに決めた 。 同時に化ね/:~木の '1 1(ζ

付 | さl数以り出しのあるノ〈丈当色JJHを成しているため '1(1 まわりは ζ れによって復Il~( し ， あわせて

i波風似も勾配 ' 1 11 1 ネとも 'll Fにあわせた I IJ形式で終的した。 乙のあ' ;以 Ittゃ~fiJli りの利11 行/ílCYJ: J ill，'i 

代'I'WJの1段式を記長すものの，外観の大ラ|ぺは建，'/:当初Jである宅1111'11与代末の形態を示すことになり ，

i'):川県では数少ない11'-lll:iU祭のーっとしてその{illi他があらためて発予I(された。

なお ， 内 f~Sの似 JJjiは作川 とも双折れであったが ， ~1';'JJ)_Jíiを後 1 11縦 [ζ二つ;刊 りに した 乙と ， 此

れ j凶りの ~~li) i はもと身 ~7 ljíj l l l i j凶りのもので ， 約子 ;I~J りがどひらでありかっ HIUζ ~Sm'iめにされ，

以似は T ;'~I りの:市('jH り Ij l 似 j彰式である乙となど 11 'l lIj]具の特色をもっている 。 (紛l見JI~三)
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大覚寺大沢池の発掘調査

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

メ;党寺大沢池は，平安H寺代初j剖，~V:~ I峨天主主の造 'å~'による悦l峨院の催IhlI.Q!H，'i と ff(;定されており，

池の北約 90m の位置に存在する名古首路湖、および現大党寺境内を含めて岡の史跡， 名勝{ζ折

iEされている。 19831，=1:，大1'J:守は弘法大自i[i大遠忌法要事業の一部として，大沢池北岸の護岸税

仙こ[引を企阿し. 1984年 ， 工引に先なって ， 同の À lì助 ~I(主として発#IILW併でを実施した。淵fiは

京都府 ， 京都市文化財保護r~の協力のもとに奈良間立文化財研究所が担当し ， 訓脊|託は12カ所 ，

計 174m~ ， WJ間は19841，1三8月20日から10月3日までである 。

調査の結果，大沢池の造成にあたっては，それ以前(乙|二|然の制流によって地ti'lした1陵虐jを

l''iBI紺山の汀線(乙利I IJ し ， 鎌倉H与代以降に ， 乙の際Jf習の上 Ji!Hζtfrた (ζm~土椴備を行い， 不大の王

下iで化ね1:して洲浜状汀線の改修を行っている乙とが判明した。また名市泊施は，現存する出石

和jのうち当初Jの仰聞を伝えるものは 2石で，他の4石はすべて近111:以降lζ転倒している ζとが

明らかとなった。 路石和 l背後の築山の当初Jの形状や ， 尚口への導水路は淵脊市Î~j~のうえで明確

にする乙とはできなかった。路石組から流れ出したili水は，間の前而において一口制を形成し

た後，途中水分石や大ぷりの武石等を配した葉掘りのj出となり ，*' I~) や仙状Ji1 N~が存在するな

ど変化{ζ白んだ流路となっている。検出したのは，路石組から大沢仙(ζ表る区IlaJの北半誇1532.5

mで，南半世15は不明である。埋土からの出土造物は平安時代ラ!とから割!1合H寺代頃のものであるが，

賞制色粘質土の地山而iと前述の醗Jj'{1上ifli{ζおいて検出しており ，llil.~ I峨 1~'611寺代のiti水をほぼ断裂

するものと考えてよい。乙れ以外(ζ，鎌倉時代の旧大覚寺の東西築地塀の痕跡と，ζれに伴う

瓦淵~iを検出した。(1日中荷雌・木l 十l }'ü

名 ï~i凶IìIT紛i C1r.図の 1) ;a捌訓i'f.(なi町図
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平城宮跡{ ｌ－Ｉ－' 二瓦のパソコンによるデータ検索活用システム

平城宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センター

、|え城脚跡から出土した碁I i f 遺物については，発州) M始20周年にあたる1978年からデータベー

ス化に許手，データの群砿をはかってきた。これは，｜K l f / : 民族学博物館との共刷研究の一環と

して，従来から利川していたホールソート形式の遺物叢録カードをもとに進物１点ごとのデー

タを民博の大ﾉ l i u , 汁猟機に人ﾉ J したもので，1981ｲ |投以降は特定雌緬111線をi 没慨して研究所側の

端/ k 機によって検索するﾉ ﾝ 式をとっている。1 9 8 2 ｲ ド度までに人ﾉ J したデータは, 汁I i t 化の比鮫的

奔易なＩＩｉｌ: 瓦32 , 000点，銭貨2 , 000点である( 水棚については別のシステムを孫川している) 。

しかし，このシステムはL も族，､ ) 判物館に依仔する度合いが& ' i く，人ﾉ ｣ に領るまでの操作が繁

雑で‘ 記入ミスがﾉ ｉｉじ易く，また盤ＩｌＭ・叢録済み遺物についてすみやかに人ﾉ ﾉ する必‘ 奥もあるた

め，1 9 8 3 年度にはハーソナルコンピューターによってデータをl l i 〔接入ﾉ J するｍｔに変更するこ

とにした。人ﾉ J および検索のためのソフトウェアはﾉ L 段コンピューターサービス( 株) に依城し

て作製，各遺物について幣叫終ｒ後1 1 ‘ 〔ちにデータを人ﾉ J する体制を終えた。ハードウェアの隣

成はＮＥＣハーソナルコンピューターＰＣ９８０１にディスクユニットＰＣ９８８１およびハードディ

スクユニットP C 9 8 H3 3 を加えたもので，１０ﾉ j 点まで処蝿I U能である。1 9 8 4 年度/ k には第1 6 3 次

洲杏までに出上した, l i I : 瓦．道典瓦．刻印瓦呼のデータ人ﾉ J を光ｒ，総I 汁4 1 , 9 6 7 点に逃した。な

お，別に伝送プログラムを作製し，ある羅度新＃, l データが帯わえられた段階で比族学博物館の

人咽計算機へデータを送る。

｛l I I i i の々辿物については，川上地l >〈・地点，遺物器} j 厚，咽式蒋Ｉｊ，辿椛稀) j ，川」: l ' Y |位，出Ｉ：

年ﾉＪＩＩ擁の’ i l I f 報を入ﾉ J している。検＊は' ' １１: 地| >〈別・地点別およびﾉ I i 1式稀Ｉｊ別・穂別の４通り

が1 1 1 能で，後背の場合は特定の地〆内だけでも検索できる。

丸．、F 瓦についてもデータベース化を進めているが，’ ' 1 」: 雌がﾉ 修人なうえ破片のため全形を

知り得ない盗料が多く，分撤し数ｌｌｔ化するための規準を確定する作業を先行させなければなら

ない。奈良111庇陵にある､ |ﾉ i 城’ 1；払C窯群' ' 1上, 【111 , を' ' 1心に胎上分析を行っているが，この成果も細

み込んで効率の良いシステムを検討' | ' である。また，筑波大学! | , ｉｆ報処理センターに依救して，

統計処理した結果をドットマッブ孫の〃法で炎派するシステムも開発' ' １である。（山本忠尚）

ｘ￥型式別緋挙一覧要群間．１

型式（Ｔ６３１３０）Ｅ〔］

区地点件数

６ＡＡＢＵＮ４Ｂ１６ＡＡＵＯ８７８ｌ ６ＡＣＵＥＲ叩ｌ

６ＡＡＢＵＮ４９ 1 6 A A P K A O 7 1 6 A L F P D 8 4 l

６ＡＡＣＢＥＯ４１６ＡハＰＫＤＯ８ｌ６ＡＬＦＰＩ９１ l

６ＡＡＣＢＨＯ５４６ A A P K F O 5 ｌ ６ＡＬＦＰＩ９３ l

６ＡＡＣＤＯＺ３ 1 6 ＡＡＰＨＡ３０２６ＡＬＲＴＯｑｌ１

６ A A G J A 4 7 ｌ６ＡＢＤＤＧ１４』皿型式合計 ｵ ネ２４

ＣＡＡＧＪＤｄ７２凸 A C U E R 3 7 ｉネ了合鮒坤ａｌ９６７

ノ別式別検索結果（6313Ｄﾉｉﾘ』．C）
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島根県荒神谷銅剣埋納遺跡の調査

平城宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センター

烏根県教育委員会が，簸川郡斐川町神庭Ｉﾉ L i 谷で農道建設に伴う事前調査の実施中のところ，

1 9 8 5 年７月1 2 1 : l に銅剣埋納遺跡を発見し，当研究所に発掘指導を依頼した。

遺構と遺物小さな尾根の南斜面に上ド２段の段を削りだし，上段に柱穴３個を掘り，下段

に埋納坑を設ける。埋納坑は底を粘土で平らに盤え3 5 8 本の銅剣を４列( 東西約2 . 1 ｍ，南北約1 . 5

ｍの範囲）にわけて並綴したのち，土で被復している。剣の鋒と茎をほぼ水平にし刃を斜めに

立てるが，西の２列( 3 4 本・' １１本) は鋒と裟を交瓦に揃え，東２列( 1 2 0 本・9 3 本) は鋒で揃えて並

べる。

銅剣の狐式はすべて' ' １細銅剣ｃ類に属し寸法も比較的揃うが，俊数の鋳型でつくられた模様

である。鋳造後に刃を研ぎだしているが，刃こぼれなどの損傷はない。茎に「× 」印を刻むも

のがある。型式を何じくするものが1 4 本確認できるが，同型式の鋳型は出土していない。

銅剣の保護銅剣は素手で取りあげることができないくらいに腐食し，脆弱化していた。本

来は強化処理を施したのちに取りあげるべきであるが，発掘期間の関係でｌ－分な時間がとれな

いこと，周朋の土壌に湿気があり通常の合成樹脂を浸透させるのが附難であることから，現場

では仮りの強化措潤にとどめた。その手順は次のとおりである。

１．銅剣に付薪する土を除去する。鋒や刃の先端部分は薄くかつ腐蝕が著しいので，銅剣表面

の土を除くことはできず，土が付着したままの状態で合成樹脂により強化した。

２．銅剣の表而にアクリル樹脂を塗布して強化する。前面の蝿出する片面に合成樹脂を塗布し

たあと，ガーゼを張りつけて強化した。

３．遺構から取りあげるとき，さらに添木をあてて剣を横倒しにし，添木のうえにのせて取り

あげた。背の部分が錆のため互いに密満しているものがあり，この場合には分離することなく，

２～３本ずつまとめて取りあげざるをえなかった。

発掘終了後は現場で仮り強化したままの状態で乾燥させて保特しているが，今後は本絡的な

保存措置を行わねばならない。まず，現場での強化措置を解除するのであるが，アセトンやキ

シレンなどを用いて，アクリル樹脂を溶融・除去する。つぎに，付薦する土壊などを除くとと

もに発掘巾に分離した細片を可能なかぎり接合する。銅の腐食がことのほか進行しているので，

錆とりには注意を要し，必要に応じて部分的にエポキシ系合成樹脂を塗り，接合面を強化する

ことも必要となろう。錆の進行を防ぐためには，はじめにベンゾトリアノールのアルコール溶

液を減圧方式でしみこませ，さらに同薬剤をふくむアクリル樹脂を減圧含浸することになろう。

上記の保存措置と平行して，銅剣の派確な測定などを含む考古学的な調査，あるいは材質分

析など自然科学的調査なども行われることになる。３５８本という多岐の銅剣だけに，今後，優

期の整理期間が予想される。

－５２－



写真測量銅剣埋納遺跡という希ｲ j の半態に対応するため，’ 1 j : 典測1 1 t を実施した。その理' ' １

として，’ Ｗ‘ 4 原板さえ保存すればいつでも現場の状況が{ ¥現できること，３５８本の銅剣すべて

についてどの個所でも標高測定が' Ⅲ能であること，任怠の部分において出上状態の縦横断が測

定できることがあげられる。

ノ, 嘩点はじめに銅剣の周州に標定点をＩ没瞬。その座標値は発伽1 %淵査の基準点を原点とし，

発掘調査のﾉ , 雛〃位にしたがったﾊ j 地座標を与えた。これは後の国家座標（平面' ｉｆ角座標系第Ⅲ

系）への結合多角測地によって，２様の座標値が与えられる。標定点は８点，木杭に発泡ウレ

タン製の５ｃｍ× ５ｃｍの標識を貼付した。測耽器械は，Ｔ２型トランシット( ウィルド祉製) ．ＡＴ‐

Ｍ３型レベル（トプコン製）・１級スチールテープ，測定精度は士１ｍｍ以内である。

撮影搬膨川カメラはＳＭＫ- 4 0 ステレオカメラ( カールッァイス社製) で，当研究所が開発し

た二脚ホール（} 〕i I 〕( ) ｡ ）にＳＭＫハj 砿1 1 ‘ ( 架台を懸架し砺直搬彩を行った。カメラレンズにクロー

ズアップレンズを装着。このレンズをつけると，被写界深度が８４～1 2 0 ｃｍとなり，ｌ：１６の写

典縮尺がえられる。また，このステレオカメラは基線長（２台のカメラの主点位祇間隔）が４０ｃｍ

あり，基線比( 韮線長と搬影距離の比) が１：２となる。これでは銅剣出土状況のようにⅢ1 凸の大き

い被写体では死角が生じやすくなるので，ステレオカメラ架台全休を妓初の倣彩位侭から２０

ｃｍ唯線上で移動して搬影した。これによって４０ｃｍ韮線長によるモデルが２対，２０ｃｍが３

対えられる。クローズアップレンズをはずし，２．４ｍと５ｍの商度からも撮影した。これは付

近の地形図を作成すると何時に，近接搬影ではステレオモデルに標定点が不足することもあり

うるので，’ 1 j 狐' L 上で標定点を剛, 没するためである。搬影作業はカメラの販城が架台をふくめて

２０ｋｇにおよぶこと，ガラス乾板を川いるためフィルムの取換が頻繁であること，１１( 〔下の銅剣

に批傷を与えてはならないことなどから，通常以上の労力と時間を要することになった。

図化１：３の縮尺で図化。ｌ：１６の写真縮尺は測定川' ﾉ 典としてはかなり大縮尺だが，銅

剣の細部観察には/ f 充分な場合を/ ｋじる。とくに付ｲ ‘ f する土の棚i i i } がゆきとどかない個所の測

定は不可能となる。そこで平l I l i l 又I については，Ｆ測りによる実測| 叉| を参考にした。一方，交錯

する稜線を例紙上でI 識別することがむつかしいところから，機械原似l は５本おきに５色で色分

けにした。浦絵原' 又Ｉは鯉亦の２色分版とし，第２原例としてはI i I j 版を合成した照１色似| ，およ

び照亦の２色刷りの２．様を作成している。単点( 狐〕N/ : 棟商点）は銅剣１本につき，龍先端．関．

鋒先・剣身部２点の計・５点につき測定した。また剣と剣との間で蝶出している地I I I i についても

測定している。Ｗ, ( 岡は分版オーバーレイ。mi 点総数は2 , 0 0 0 点におよんだ。断I n i については

銅剣の１列ごとに１本，計４本測定した。なお，｜叉| 化・測定作業はアジア航測株式会社に委嘱

して作成した。

発＃I ｛指導について，、14研究所から佐原典．Ⅲ1. ' ' 1噸．{ ﾉﾄ宋太作・沢I l l I E昭・秋111隆保・上原文

人・岩永省三が参加した。なお，烏根県教育委貝会からｒ荒神谷遺跡銅剣発掘淵f f f 概報』が

1 9 8 5 年３月に' ' 1 版されている。（伊東太作．沢田正昭．岩ﾉ i く省三）

－５ : リー



動物遣存体の調査

埋蔵文化財センター

１現雄標本の作成

動物遺存体とは，当時の人々の食料残津であった付や典がほとんどで，その他にそこにﾉ ﾋ 息

した陸産の只類や小動物が含まれる。骨は解体や洲理のために細片となって唾の判別が難しい

場合が多い。そのため細片となった竹片を１点ずつ現ﾉ | 鳥動物の標本と比I 陵しながら何の側. であ

るかを| i j 定することが不可欠である。そのような| I 的のため，現ﾉ ﾋ 動物の' け緒標本の作成につ

とめ，1 9 8 4年度にはl I i l i 乳類4 0個体，鳥類2 3個体，魚強5 0個体，そのほかI I 1 I i 生類，腿虫類，只類

などの呪生動物の肖・格標本を作成してきた。標本の製作には，地気ヒーターを使川してタンパ

ク質分解酵素( パパイン）の５％溶液を5 0 - 6 0 ℃に温め，死体を液没させる。そしてドラフトチ

ャンバー' ' 1 で趨臭を排気しながら肉や油脂を溶かし，２～3 1 1 で成' 冊化し，その後エチルアル

コールで脱脂して標本としている。

２大阪府亀井遺跡出ｔ動物造存体の調査

大阪文化財センター，近畿自動車道吹田天理線関連I 淵査' ' －１，勉井遺跡切り広げ部から出土し

た動物辿存休約2 , 3 0 0 点について整瑚分析を行った。１点１点の付には解体や調理のための測

った痕跡，切り傷，焼け焦げなどの文化的な情報や，性別，年齢，保存度など/ 上物学的な情報

が観察できる。そのような多岐に渡る文化的，化物学的な情報を盤理するためにハーソナルコ

ンピューターの使川を試みた（下図) 。この使州法は動物遺存体以外の遺物でも応用可能である

ので，今後，出土進物を全て入力し，各種の遺物の屑位や遺椛ごとの拙土関係などを明らかに

出来るようにこの研究を推進したい。今回は分析の対象とした破片2 , 3 0 0 点' ' １，一定の大きさ

の1 , 5 0 0 点余りを入ﾉ 」し，さまざまな角度から考察を加えた。結果は以ドのとおりである。

１．１ｃｍ以上の‘ け片1 , 5 0 4 点１. ' ' 6 8 4 点が科または唖まで側定でき，そのなかではイノシシが3 8 3

点( 5 6％) ，ニホンジカが23 6点( 3 5％) ，I I l j 者ファイルの名前Ｂ: KM2 ､ ＤＡＴカード番号１２９６

１登録番号：１４５６

で同定できた出土' 1 t の9 1 ％を占める。２．２遺跡名：亀井遺跡２

ｲ / ｼ ｼ , ﾆ ﾎ ﾝジｶの幼獣の占める割合：：：：苧属上半

が多いこと｡ａ灰化, 腿化などの雌火：鰯番号

：ＳＤ２４０Ｉ

７時代／時期：弥生中期

熱を受けた痕跡のある' けが4 3 ％と多くこの８日付：８３０７１９

９ＴＡＸＡ：Ｍａｍｍａｌ

遺跡でのI 淵理法の特徴を刀《している。４．１０種名：ＳｕｓＳｃｒｏｆａ

ｌｌ部位：I 4 a n d i b l e ( Ｍｌ－３）

万形周溝基に伴う供献土器の錨の' ' １にイノ１２左右：Ｒ

ｼ ｼの幼献の顎骨が検出され全身竹も存花｜：聖§柵

した叫能性が強いことから, 刀形周瀧堪を｜：聴度：M3卿｡ｍ

ｌ７火熱：Ｄａｒｋ

めぐる祭肥に．新しい供献例を加えた。
１８計測値：Ｍ３Ｌ３４．５Ｗ１６．０

（松井竜）コンピューター入力の一例

5４



コンピューターによる発掘調査記録システム

埋蔵文化財センター

発掘調査により出土する脇しい』11: の遺物は，多くが遺構と密接な関連をもつ。したがって，

それの採取は，出土地点を正確に計測し記録した上で行う必要がある。この作業が時としてき

わめて繁雑であり，正確を期すためには，かなりの技術と労力が要求される。これを迅速かつ

正確に行える方法はないものか，当システムはこの要求に応えるべく開発したものである。ま

た，近年，発掘調査関連データをコンピューター処理しようとする試みが行われている。この

ためには，数値，項' 二|データを手入〃しなければならないが，このシステムによれば，発掘現

場で直接入力することにより，室内作業の手間を省けるという大きな利点も合せ持つ。

システムのハード構成膳外１）光波測距測角儀（T s ）光波により距離を測定し，内部の水

平角，垂直角' 三|綴を１秒単位で自動的に読みとり，表示すると同時に出力端子( RS232C) に距離

と併せて出力する◎２）巡源内蔵パーソナルコンピューター（HC）計測結果を画而表示し記録

媒体（カセットテープ，内蔵ＲＡＭ，フロッピーディスク等）にデータを蓄えると同時に，プリンター

印字する性能を持つ。催内パーソナルコンピューター（ホスト）峰外で使用するＨＣは通常

記憶容牡も小さく，プリンターの印字' 胴も狭いので，ホストコンピューターとして，収集デー

タを受け入れ，マスターファイルを作り，データ処理を行う。般小，フロッピーディスクを装

備し，内部記憶容妓として２５０Kb y t 以上を備えたもの。

作業手順１）あらかじめ，その遺跡に関する共通項目をＨＣに入力しておく（遺跡符，地I ×：

f ′ １，ノ, 域f 点f ﾉ i ，韮準点の座標仙等）２）ＴＳを雄準点上に整侭し，別の基準点を測定する。遺物採

取地区が推準点から遠い場合は，任意点に据え付け，２点の華準点を祝準，測定する。これに

より，ＨＣに方向角が与えられ，後続の測定点の３次元座標を計算することが川来る。３）遺物

採取者は，小ポールに取付けた小ﾉ剛ｉｆ城のプラスティックミラーを採取する遺物のI - l - I 心に侭

く。観測者はミラーを祝準し測定ボタンを押せばよい。必要ならば，その遺物の属する遺椛，

土府，遺物の種類などを入〃（ＨＣのキー１個に葱味を持たせてあるため，「カワラ」又は「KAWARA」

' 態とキーインする必要はない）した上で測定ボタンをj l l i す。４）測定順の追番号，測定値，属性な

どは即( 《にＨＣに蓄えるとＭ時に，プリンターに，小地区名，測定11時を伴って印字する。こ

の間に要する時間は約30秒。５）測定が終ったならば，終j ' のシグナルを入力し，ファイルを

閉じる。６）ＨＣを塞内に持ちAI ) り，データをホストに転送する。ホストはマスターファイル

を作成し，フロッピーディスクに保杵する。７) 保特したデータは進物，遺備の盤哩，検索，･平

I h i 図，分. n j 凶作成など，さまざまな統計処理に活用する。

操作はすべて問群形式にプログラミングされており，コンピューターの知識も，キーボード

操作の熟練も必要としない。今後，実地での使用例を積み重ね，ハード，ソフト両面にわたっ

てシステムを充実させていきたい。
（伊東太作）

－５５－



年輪年代学（５）

埋蔵文化財センター

ヒノキ材による年輪標準パターンの年代確定範囲は，現在のところ四膳l OO9年から1 9 8 4年ま

でである。これは，木曽産ヒノキを主にして，現生木と占建築1 M材（主に束大寺参総所の板材等）

から得た年輪データをもとに作成したものである。この年代確定範州内においては，実際に年

代未知の資料材の実年代を確定し始めている。ここでは，この標準パターンと長野県内に所在

する２棟の古建築の解体修理の際に取り換えられた用材４点との比較によって年代測定を行っ

た結果を報告する。

若宮八幡神社本殿( 元松本城鎮守) －長野県松本I |i 大字筑摩3210建立年代（桃111時代）

資料は，１２ｃｍ角の身舎柱（ヒノキ材）１点である。年輪数は1 4 3 年分を数えた。標準パターン

との照合の結果，肢も新しい年輪は1 6 1 4 年と確定できた。この資料は，外観からは辺材部分が

確認できないし，これに続く心材部分がどの程度削り取られているかも推定しにくい。したが

って，資料の伐採年代は，削り取られたこれら周辺部の年輪数を1 6 1 4 年に加算しなければなら

ない。削り取られた心材部分の年輪数は推定しがたいが，辺材部分の年輪数については，矢沢

雄吉の研究によって，５０～60年と推定することができる。このことから，盗料の伐採は16 5 4年

～1 6 6 4年をさかのぼらないことになる。この結果，この資料は桃山時代( 1 5 7 3年～1 6 1 4年) ではな

く，江戸時代に伐採されたことがわかる。若寓八幡神社本殿の建立年代は，この身舎柾が当初

材であるとすれば，江戸初期となり，そうでなければ，この時期に取り換えた材ということに

なる。ただし，年輪測定から建物の建立年代を推定するには，Ｍ一建物につきさらに多数の資

料について測定を行う必要がある。

真田信之霊屋( 軍要文化財) －長野県長野市松代町松代建立年代一刀治３年( 1 6 6 0 年）

資料は，厚さ３ｃｍ, 幅１４．５ｃｍの板材の断片３点である。材睡は，３点ともサワラ材( ヒノキ科）

である。これらをＡ, Ｂ, Ｃとすると，年輪数はそれぞれ2 7 3 , 2 9 1 , 1 3 1 年を数え，樹種が異なる

にもかかわらず，ヒノキの標準パターンとよく合致した。その結果，それぞれのド限年代は，

Ａ- 1 5 0 3年，Ｂ- 1 5 2 6年，Ｃ- 1 5 6 8年となった。蚊も新しい年代を示したのはＣである。３点

とも辺材部分が失われており，これに続く心材部分も加工する際に削り取られているため，周

辺部分の総年輪数は不明である。したがって，Ｃの伐採年代は1 6 1 8 年～1 6 2 8 年以後にとどまる。

この建物の場合，建立年代が明らかであることから，削り取られた心材部の年輪数を汚腫に入

れると，これらは当初材の可能性が問い。

以上，年代未知の建築部材４点の測定によって，それぞれの妓終年輪の実年代を明らかにし，

さらにヒノキの標準パターンとサワラの年輪パターンとの州関性が高いことが判明した。今年

度は，さらに，この標準パターンを使用して，遺跡出土の木製品等の実年代の測定を開始して

いる。（光谷拓災）

－５６－



銅象恢の保存処理

埋蔵文化財センター

川上した金属製遺物の原形を探るためにＸ線' 勺: 典がよく利川される。Ｘ線写典の搬影によっ

て発兄された象恢遺物も多く，これまで，古墳時代のものとしては約' ４０点余りが発兇されて

いる。火､ ' 4 の遺物は，鉄地に銀線が朕められ，次いで金線が使川されている。今' ' ' 1 報f i f する例

は，兵庫県箕谷I I i 峻群２; j ･ 戦からＩＩｌｌ: した鉄ﾉ j で，I L i 戦時代の進物からは初めてという銅象恢

による銘文が施されている。

保存処即に先' ‘ / : ち，ｘ線透過による柵造洲介，材寅分析，腐食の原閃となる聯化物イオンな

どの測定，サビの分析螺の' 肺i 1 淵介を行った。象恢の特徴やﾉ j 身の腐食状態，および旭裂の状

況群を把握し，保存処理のﾉ ﾝ 法が決定された。ノ｣ 身ｋの鋼象恢の場合，金・銀象恢などとは異

なり，ｘ線写真は不' Ⅲ隙で，銘文が判読しにくく，兇落としがちになるので注‘ 窓を要する。

保存処雌は脱塩を行ったあと，部分的に合成樹脂で強化し，象恢銘文の表出作業にとりかか

った。この作業は，実体幽微鏡で' 0 ～4 0 併に拡大して観察しながら，小形のグラインダーや解

剖' ' 1 メス群を使川して，サビを刑ずつ剥ぐようにして除去する。特に，針鉄鉱や鱗鉄鉱の泥

/ I ; しているl ' f , 典|が磁鉄鉱と/ I : 胴をなしている部分は，水川恵に剥離して象恢部分に批傷がおよぶ

恐れがあるので，１『前に合成樹脂で強化してからサビ取り作業をすすめる。f I I i l は，柁燥状態で

は安定しているが，ル1 1 つた窄気I l i では蛎堆性蝋を形成し，金屈光沢を消失するので，象恢銘文

の削り出し作業とl I i l 時に防錆のための保作処即を進める必要があった。これは，銀象恢の場合

も同様である。象恢

表出後は刀身全休の

サビの除上を行い，

合成樹脂念没後，接

合・盤形をして光成

した。

なお，銅象恢には

鍍金や鍍銀が施され

ている例があるの

で, 今川の場合にも，

この極の技法の打飢

について詳しく洲侮

し，その．I i I 能性のな

いことを確認した。

（肥塚|雄保）

溺信一睡菰禽

簸谷1 1 蛾群２８墳川上鉄ﾌ ｺ

; Ⅳ

( 表出処理前）

け

( Ｘ線写真）

( 表川処皿後）



保存科学研究集会

埋蔵文化財センター

保存科学研究集会は，1985年３月１９．２０｢ I の２１１間にわたり，奈良|韮|立文化財研究所．満堂

で附かれた。保存科学関係拙刈i 薪をはじめ，関連諸分野から約6 0 名が参加した。

発掘Ｉ淵査に伴う遺跡・遺物の保存科学的な問題が今I : I ますます多様化し，かつ，尚度な専門

技術が要求されるようになってきた。今剛は，保存科学の現状と問題点について，研究成果を

報告・討議し，さらにお~/ I : いの情報を交換することを| I 的とした。限られた時間内で蚊大の効

果をあげるため，研究発表( ７件) に加え，ボスターセッション（９件) や保存科学関連機器検討

会をI 没けるなど，新しい企画を盛りこんで行われた。

第１ＨＩＩは，坐洲報告( 沢田正昭) に統き，出土漆製11 1 1の顕微鏡観察から製作の技法を推定し，

保存処理の基礎データをなす報告( 永烏正春) ，出上木材の各種保存処理法と強度および寸法安

定性に関する報告( 琳沢文武) ，高松塚占墳の修復に関する報倍( 増田勝彦) ，岩石に対する減圧含

没工法の効果（秋山隆保）などの研究発表が行われた。さらに，ボスターセッションでは金属製

遺物のサビと保存( 秋山隆保) ，水製品の保存処理に関する妓近の問題（内I 1 I 1俊秀) ，中国甑吏陶

|的の修俊保存( 岡田文男) ，植物質繊維加工品の保存処理( 中川正人) ，」l ﾐ倉院龍物の非破壊分析

( 成瀬正和) ，６０ﾉ J 年前の水浸出土木材の保存( 橋本清一) ，Ｉ－Ｉｉ性子ラジオグラフイー( 蛎沢文武) ，動

他物辿体の保存( I j I I 二1 , 城治) ，石造物の保存( 山H1拓伸) など幅広い研究成果が紹介された。

第２ＩＩｌＩは，赤外線の利川による漆紙，蝿. 餅，装飾古墳壁I I 1 1 i 等の研究( 三浦定俊) ，象恢遺物

の表出技法の研究( 四1 1 1 要一) ，開陽丸や新安沖の海底出上遺物を典休例にあげた，海底出土辿

物の保存処理( 沢田正昭）について報皆された。続いて，保存科学関連機器検討会が行われ，妓

後に総合制Ｉ義が行われた。

総合紬義では，漆製1 7 , の保存処理，遺跡の蝿出保存の問題などを' ' １心に活発な意見が交換さ

保が科学研究集会講演会

－５８－

れた。特に，瑞石の硬化方法とその

効果について，総合的な観点から研

究をすすめるべきであるとの恵兄が

述べられた。また，わが国では，緒

についたばかりではあるが，海底出

土進物の保存処理，特に脱蛎処理に

関する，より効果的な方法の開発に

強い関心が寄せられた。保存科学の，

今後ますますの研錨を合『; 典に群を

閉じた。（沢閉正昭）



飛鳥資料館の特別展示

飛鳥資料館

特別展示｢ . 小建築の世界，1973ｲ 1§，、|ﾉ Z城‘ { ; 1跡で充MI I された殿' 職雛形部材は，ノI j 興寺/ 派小黙と

l 1 i l じく，火物の' . ･ 分の一模咽と碓疋された。この他に各地で小形. ﾄ ，小形ﾑ i j などの川上例があ

り，１１『代に小建築が座く作ｲ I ; したことを物語る。今|側|股示した，上I ; d雛形部材による二手先§ |・

供の復原‘ 僕咽と，海噛･Ｉｉ寺五戒小塔の呪Ｊ･模ﾉ 1は，ＷＩｌｉ巧な模ﾊ i 1としての小建築の代表例である。

また仏寵・厨子としての小建築も数多く，法隆寺- K虫酎- r : ( 模咽) ，兵I i l i ・ｌＩｉ法蛎11 1 ｲ i 造仏施

( 模型) ，覗文細瑚・州Ni 寺木造仏施が。' } ; t に会した。一力. ，崎Ｋ・卿' 1遺跡出' 二の瓦琳・瓦金

蝋は，土製の小伽隙とも｢ - ｉｆうべきものである。これらに加えて，I I i 戦時代の小建築としての家

形土器．耽怖の優' 1, , 11が出陳された。|i Yi l I l I ・女男ｵ！汁l l - I : の家形土器は，肢も初期の素朴な姿を示

し，一具頃．イi l I I I 1 i 戦| | { 上家形嫡輪は典狐的な倉を炎す。人阪・災悶遺跡出上のものは，外部の

表現の写実性に加えて，内部まで作られているということで，一雌脚光を浴びたものであり，

人阪・今城塚出上のものはその人きさで他を雌倒する。

これら小建築が，失われた占代建築の姿を残す貰順な辿物であることをｊＩＬていただくとl I i I 時

に，時代と川途を超えて，小さな建物を造りだしたI I i 代人の心に触れていただくことができた

とすればさいわいである。（松本修、）

特別展示「藤原宮発掘五十年」藤原博の発伽洲杏は, 1 9 3 4 ｲ ドに附始されて以来, 戦後しばらくの

空' ' 1期間を挟んではいるが，本年度で50 ｲ ｌｉｌｌにあたる。飛脇費料館では，戦前の' 1本I L i 文化肌

究} ﾘ r による洲汽の盗料を収集するとともに，，淵代の関係背である和' ' ' ' 1 | f 一氏や松崎米雄氏ある

いは発掘作業に従‘ ! ｛した人々 から､ ! ' i 時の状況を聞き取り，従来必ずしも允分にI ﾘ j らかでなかっ

た洲侮の維維の端を記録することができた。なかでも，‘ 内‘ 内l j : 1 1ド陵部に保特されていた' 1本

I i i 文化研究Ⅲf 関係の盗料のうち「膝原〃( j : I 映測Wl i l 叉|｣( 縦3. 1ｍ×縦2. 3ｍ) は，藤原' 向周辺の, 那

細な地形図( 縮尺300分の１）に人械殿や' |ﾘ l 蝋の辿撒をｌＩＩ１ｌｉき入れたもので，、』' i 時の洲奇の面のI 断さ

を示すものとして注l ｝された。腔水では’ １１本

1 , i 文化研究所をはじめ奈良県教育委典会それに

当研究所による発仙, ( 洲杏研究史に関する‘ ﾉ 真資

料や実測図i A i ，！' #簡などを公附した。また，

特別展示案内を藤原脚, 八i l I 1i I ' ' ' 1ｌｊにみたてて，敷

ﾃ ｲ i ，礎ｲ . f ，〃I f ) I 叶敷，扉，柱などを原寸人で復原

し，案内に上器や瓦，木簡などの進物を，近年

乳

の研究成果にﾉ ! § いて効果的に陳I j するなど，蝶

原悔に関する, 淵在研究の歩みと現状を細介し

た。（井上和人）

－５９－
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飛鳥・藤原京復原模型の製作

飛鳥資料館

飛鳥資料館では展示内容の充実に努めているが，本年度はその一環として，飛鳥・藤原虫復

原模型を製作した。模狐の縮尺は1 , 0 0 0 分の１とし，飛鳥・藤原京城を中心とする５．５ｋｍ四

方の範| 州を復原の対象とした。地形の復原は奈文研作成1 , 0 0 0 分の１地形図をベースとし，こ

れまでの調査研究の成果に韮いて，薪~｢ の改変を施した。たとえば，藤原京域内を斜めに縦断

する飛鳥川については，後l l t の改修の形跡が明らかであり，現流路の周辺に残る灘曲した水' 1 1

1 雌畔等の地割をもとに，やや蛇行する| Ｈ流路を復原した。また藤原宵東方に流れる中川は東三

坊大路推定位樹に沿って南北に通じているので，〃( 内の堀河であったとする兇解をうけて，こ

れを人工的に整備した迩刈として復原した。その他にも，発掘調査の成果や地形の状況を検討

して，1 3 0 0 年前の蚊観の復原に努めたが，もとより不分明な点はおびただしく，推定あるいは

想定をたくましくせざるをえなかった部分も多い。なかでも，農観上妓も亜要な要素となる藤

原京の規模や位満についてさえ，近年いくつかの異説が| 偶えられているし，あるいは，都の周

辺に拡がる悠大な水H 1 の川制に関しても，現在みられる条里制と異なっていたことは確かであ

るが，その実情は必ずしもl ﾘ j らかにされていない。こうした多くの雄本的な問題点があったこ

とに加えて，製作期間がきわめて限られていたために，所期の' ' 論兄を允分に表現しきれなか

った部分もいくつか残された。

全体で使川した建物は5 0 種およそ8 , 0 0 0 棟，枝振りを表した樹木は1 3 , 0 0 0 本をかぞえる。藤

原脚人械殿院の諸建物や寺院伽隙建物など一点ずつ個別につくった特殊な建造物以外は，木片

とアクリル板で製作した原狐をもとに陵数の雌型をつくり，それに合成樹脂を流し込んで大鼓

製作するﾉ ﾝ 法をとった。また地形ベースの製作は，地形図の人きさ，つまり1 0 0 ｃｍ× 7 0 ｃｍの

ブロックごとに行った。従って，光成した５．５ｍ四万の大復原. 僕哩は，全体で４８個のブロッ

クに容易に分削できるようになっている。なお，模咽の_ 上台づくりから，妓後の仕上げまで，

製作作業のほぼ金工瀧は，すべて ､ 罰館の下で行った。（井上和人）

藤原博巾禰部 藤原京大宮大寺周辺

ＩｉＯ



平城宮跡・藤原宮跡の幣備

平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部・庶務部

１平城宮跡の轄附

1 9 8 4年度に実施した､ |と城桝跡の盤備は，脚城東哨隅部での南I I I i 大j f I i 復原と南辺部外AI i l 緑陰淵

終備，第二次大極殿閤' ' 1 ｊＪＩ軸呼復原幣備ﾉ 文び坤破ﾉ 1脚l I A I i l 辺幣備などである。

南面大垣の復原等整備Ｉ櫛I I I i 火i I i の復原建設は1 9 8 1 ｲ I ；度からはじまり，すでに朱雀I 1 I j の火側と

I ﾉ [ i 側，及び西| 判隅の３カ所が光成している。今ｲ ド度は火| 州糾を' ' 1 心に復原終附し，これによっ

て当初予定していた南I I i i 大j ･ I i ４カ所の復原は．先ず光ｒしたことになる。

宮東南隅は，第3 2次・l I i l 補足・第１5 5次洲i I r によって，人h i の位慨や辿櫛l i l i の尚さ，人j I i と

二条人路との関係などが明らかにされている。Ｗ城のコーナーの炎ﾉ という意味では南, i 1 i と束

l n i 大皿をj wi 折れに復原するのが本来ではあるが，↑ ﾉ I ' | ﾉ 1 を枇断する近鉄線や既存の鰻逆や水路と

の問題蝶があって，結ﾙ j 火端を典隅より１１．５ｍI ﾉ L i 滞りとせざるを御なかった。施l : レベルは，

脚域内盤備I I I i の原則としている辿櫛I I I i から０．８ｍｌ鷺をｊ脚：としながら，周辺の現状I ( ‘ ｊｉさをも勘

案し，標高６３．４ｍをﾉ I 馴Ｉｉ地稚, ｛・f i とした。この結果各既I 没入h I との尚低潅は下衣のようになる。

l ﾉ ﾋ i 尚束低の傾向はかわらないものの，人j 卜i I l 1 火部分からI ﾉ L i 附隅までと東南隅までとの数航が異

なるのは，汽Ｉ没定時の勾I mi Oそのものを示すものと理解されよう。人i I i の復原､ ｣ ･ 法，施｣ 堂隆さはなるのは，汽Ｉ没定時の勾配そのものを示す

既設の３カ所とl I i I じく総' １，ﾉi ５．６３ｍ，ノ【§底' ' １Ｍ

2 . 7 ｍ，延長５１．０ｍであり，そのＩ: 法も従

西南隅朱惟 ' ' ' 1 西側朱龍門火側東南隅

6７．３ ６６．０６５．８

( 嬢１．３）（膿0 . 2 ）（栄2 . 4 ）

6 ３４６７．３６６．０６５．８６３．４

（溌１．３）（塔0 . 2 ）（鑑2 . 4 ）

米と同様である。（位 i ‘ ‘ t 図 Ａ）（標 1 1 . 1 ｍ）

今年度の終備地では，大j I i の内( 北) 側で脚内をI > 〈l l I I i する築地塀や‘ 寓外への排水瀧を確認して

いる。そこで，築地塀は堆底I I I i I 1 に凝灰岩切7 i を柳} え，その' ' 1にツケの' １１‘ i 絞を行って表祇し，ま

た排水溝は玉ｲ i 縁ｲ i を1 t べて表祇し，：条大路北側i I l に接続した。今' ' ' １腹原した人ｉｌｉは近鉄の

軌道に非粥に近接しており，危険防I | 竜の意

味から軌道散境界沿いに人! こめのためのl 1 I I i

戦を行った。

外周緑陰帯整備脚跡南辺の外ﾙ I i l 緑陰州: 撰備

は束隅を残すのみとなったが，今ｲ ド度はl W

I ( l i 大堀の復原が束端部であり，資材の搬入

が寓跡中央を走る南北I | i 逆に牧らざるを得

ないことなどから，復原火皿の東南部の約

7 , 0 1 0 ｍｇを盤備した。この地域は２条大路

と東一坊大路の交雄点であり，それらのI i I i j

側瀧及び僑が洲在により確認されている。

６１
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繕
Ⅱ ■ ■ b 周寺

した。５間' 1 には親柱礎ｲ : i ２個をもつ棟

I I I j と南側にイi 階の跡が検出されており，

親柱礎禰と朝索院の比高潅約１ｍを考慮

して，棟' １Ｉとこれにとりつく４段の7 . i 階

を復原した。築地の北側ではI n l 廊側瀧

の水を束へ排水する素掘りの櫛が検出

されており，これをシュタイン（セメント

系問化剤) 舗装の瀧で表示し，門の北側に

は凝灰岩製の橋を渡した。

宝嘘等の柱は，儀式に関辿して, 没瞬さ
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大路及びその側溝表示は，昨年までと| 剛仕様とした。なお現在の川水路は，一部流路の変更を

行い，出来るだけ表示する側溝に砿ねたが，復原表示と瞳別するためにコンクリートＵ形ブロ

ックを使川し盤備した。僑の辿備は，その怠脈櫛造とも明確でないことから，米松の太鼓落し

材を雌べ表示したが，現存の1 M水路との関係からその一部( 幅5 . 2 ｍ× 延長６ｍ）を表示出来たに

過ぎない。その他，鴬条人路南側溝の南側で確認されている築地塀跡及び建物跡１棟を磯土張

芝し表示した。（位湖x I B）

第二次大極殿間門基壇等復原整備本年度は第１５２．１５３次発掘洲査の成果を踏まえ，大概殿閤

門，束而l I I I 廊，南而東阿廊及びこれに続く朝堂院北l l I I i 築地について』i “ 復原を実施した。さら

に火種殿前庭部に龍脆等の柱を，大概殿の東i 7 L i に桁行５間，梁行２間のi i I j 而順掘立柱建物の跡

を復原表示し，束楼等周辺の終備も行った。全体的な地形造成は遺構の礎ﾉ ﾋ 及び大概殿，後殿

の終備計両高に合わせて平均６５ｃｍ磯l : し，この上に』１噸等の復原獲備を行った。

大概殿開門は，桁行５間，梁行２間の壊上積基晦に建つ礎石建物である。北側雨落瀧，南側

ﾉ , § 域地涯ｲ i 抜き取り狼跡，礎7 i の根｛i とその据え付け掘形などから雅壇規模を決定した。造桝

i i i 位尺は１尺あたり0 . 2 9 7ｍが蚊も近く，ｊｌ蛾規模は東' 八i 2 5 . 7 4 9 ｍ，南北1 3 . 6 0 4ｍで建物の

縦間寸法は桁ｲ l : ，梁行とも4 . 4 5 5ｍ( 1 5尺）弊間，従って火{ ﾉ L i 側面のﾉ 1喋城の出は1 . 7 3 7ｍ，ＩＥ背

l i l i は2 . 3 4 7 ｍとなる。基壌I 街は水平とし北側で0 . 9 4 ｍ，附側で1 . 8 5 4ｍに復原した。闇ＩＩＩｊに

は南北I l I j l I i i の中央３間と束西側| ( l i 前方間に南面l r i I 廊へ降りるｒｉ階がとりついており，南l I i i を７

段，北面を４段，東西側面を２段に復原した。

1 , 1廊は，南面束i I I I 廊を棟通りで闇門脇を含めて１２間，束I ml r i l 脚は１９間分を復原した。、|Z城方

位に対し，束I I I i l I ､ I i 廊は南で火に０．１３' 14" 振れ，南I ni 束Ml l i l i は束で南にOcO8' 13" 振れがある。ま

た，l J L i から束へ約０．５％のドリ勾配であるが，これは東南隅に排水するためであろう。南I I i i の

I ﾉ [ i から４問F l では南側にｲ j 階の跡を. 険H|しており，北l Ai 東' 1 1 1廊の扉、とも対応することからl I I j

の表示を行った。

刺’ 通院北面の築地は1 1 1 1 廊束南隅より北に３間| | の側柱位慨から束へのびるが，６１A 1 分を表示
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れた仮Ｉ没のＩ: 作物であるが，大概殿や闇' ' 11とl I i l l l 抑' に比定され，人仙{ 殿前庭部で多数検' ' 1され

た仮, 没的Ｉ: 作物の111で，特にその性絡が|ﾘ l 雌なものであり，閤門の北８．９１ｍの位概に７．２ｍ

ｌＩＭ隅で７ﾉ , 史を復原した。’ 一k l 随蝶の縦は，，; ＬＩ録（又安御即位I 淵幽又' ）によれば，水柱の尚さ３文

( 9ｍ）とあるが，Al i l l j Nとの洲和をはかり３ｍとし，，氾録をもとに/ k 桃を照雄，脇柱・横木を

朱塗で仕上げた。韮塊上面は，開門内部と築地塀の部分を張芝で表示し，’ 1 ' |廊内部をシュタイ

ン舗装，l l i l : 下部分を凝灰拷切ｲi 散とした。礎ｲi は花尚瑞切ｲi で，開' 111ではﾉﾝ０．９ｍ経０．６６ｍ，

' 111廊では刀０．７４ｍ筏０．５０ｍで柱座の作り川しのあるものを川いた。築地では親柱礎ｲ i をI ' ｜

然ｲ｢，寄柱礎ｲi には凝|りく器切ｲ. i を川いている。また，人細殿火のl I l l j I I I 鮒i ﾙ岬柱建物跡は嘘- ｔの

ｋに張芝を行い，遺樵の確認できた進物のみ柱位r t をl i I I i 機で表示した。（位洲ｘＩｃ）

博積基壇周辺整備内災の東側に，｜ﾉ ﾘ 周を築地がめぐるいくつかの' ' ' １' 間ブロックがある。その

うちの一・つに，建物の刈馴f ' { や通路の舗装に螺を多川した特徴あるl x I I I I i がある。この部分は遺櫛

の遺作状況が非常によいところから，ｉﾒKI I I I i 内の|ﾉL i 北隅に位慨する桁行６１&I ，梁間４間の球砿ＪＩＬ

輔建物跡を，北半部は鉄什の裡爆をかけて辿椛を螺出展示し，峠i , ド部は迩附' 1 ' （ｋに１，余のレ

ベルアップを施し塊､ j ･ で於嘘を復原し，あわせて柱の据付けも行い一般の兄' ､ 桝乙供している。

今I I i I は，これに加えて四ﾙI i l の築地を．疋長さ（３間分，8. 46ｍ) 復原するとl I i l 時に，復原股示

而砿を１５０，３拡張した。築地復l j j 〔の1；旨は，Ｗ外AI i l の人i l i を含めて符域内に延長10数ｋｍに

わたって存在したと考えられる各師築地のうち，もっとも一般的な1 1 ｲ 簡周|州の築地をI I j 現する

ことによって辿1時の築地築成に関する技法を究I ﾘ j するとともに，復原於域とｌｌｉＩ・祝野におさめ

て築地のもつボリュームを祝覚的に認撤しようとすることにある。したがって復原に際して

は，使川する材料はもちろんのこと技術的にも, I i 代そのままをI I j : 塊するようにつとめた。

この場所での築地は，ノI §底' 111は５尺( 1 . 5ｍ) で奇柱はなく膳根は瓦幽; であったことが光＃1%淵汽

によって確認されている。そして，築地唯l i 1 i から少しはなれた位侭に一定間陥に配られた| ; 1 げく

があり，築地本体は，堰‘ 板と添柱をもちいて築きあげていることもわかった。このﾉ ﾝ 式は砺要

文化財指定の法降寺の築地修復I : 瞳| ; ですでに実施しているのとほぼ| l i I 様と苫えてよく，今ｌＩｌＩの

築地復原にも法隆寺の先例がおおいに参好となった。

築地を築く場合，もっとも人きな要囚をしめるのは築｣ : の進定である。端的にいえば，粘上

質が多ければよく| l 1 i l まりはするが乾燥収縮による脳裂が起る原因になるし，また逆に砂質がま

されば収縮変形は少ない反I i l i l I I i l まりにくいということになる。法降､ ¥では築きなおし部分の築

上は，Ｉｉ７上と新上とを混合しているのでほぼ' ' 1 来どおりの仕上リが期待できるが，今' ' 1 | の場合

はまったく新しい上を使うことになるから問題は多い。上の選定にあたっては，’ 1 / < からあまり

陥らない地点を条件のﾉ Ｉ噌本にして数カ所の候補地を選び実地洲介を↑ j : った結果，ル( 部府{ ; | | 楽祁

加蝉1 1 1 . 人畑背芥の爽砂士採取場の表l I Y l に近い侠交り) | i l i l : 蘭砂を採川した。参: 汚のために法降寺

の築地1 1 7 土と今| 川| 採川上との粒度特性を次炎にあげる。

築地の築き上げは，収板１枚分( l I i I ﾙ 46 c m, １１』：６cm, 瞳‘ 1 . 0ｍ) に対し，1111 ' 約７ｃｍのｌ１ｊＩさに５
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砂分( 74～2000/ 4ｍ） シルト分( 5 ～7 “ 、）

法隆寺T I 「土 79り 47qひ 26％ 20％

．､ I f 城宮採川士 19” 431。 15％ 23％

I i i I 築き砿ね，順次ｋ〃へ繰り上げて桁_ ' 二端まで総尚２．７ｍの尚さとした。実際の施l 鴬では築き

固める際に堰恢にかかる上圧が予想以上に強く，辿撒どおりの１間２本宛の添柱では到底もち

こたえられず，ややもすると外に張り出す結果となった。そこで急拠添柱の本数を略し，かつ

ポール卜搾をもちいて縦横に締めつける必要がﾉ L 上じた。このことは，当時の築き圧j ﾉ j が今I n l ツミ

施したものよりはるかに弱かったことを示すものとみられるが，ｒ街進法式」や「延脚式」で算

定している人1 . : 数が，今' 1 , 1 ' だ施した分の７分の１から1 0 分の１と極端に少ないこととも関連し

ているはずである。築土の選定とともに今後の研究課題の一つといえよう。（位侭図Ｄ）

規模

工費( 下｢ ﾘ）

（平城禰）

南面大施復原蝋

５１ｍ

119, 000

外' ‘ i ' 緑' 喚柵餓溌蕪織り間坤枝｣I蝿燭辺州南､i 西, , ﾘ等復蝋

（藤原‘ 間）

７，０１０ｍ2

41, 000

１０，８７０ｍ2

89, 500

８４０ｍ2

17, 400

6，９９０，２

23, 300

２藤原宮跡の盤備

1 9 8 4年度の膝原脚跡の盤備は，宮のi ﾉ L i 南隅で南l I I i I ﾉ L i i l I ｣ の一部と南面大地，瑞地及び外濠がか

かるｉＸ域につき，第２９－６次・第３4 次の発掘洲奇の成果により盤備を行った。現況地形は東南

からi ﾉ l i 北にドる約１％の､ I え均勾l mmであるが，撰備|ｘ域内を地区道路が２本南北に縦災する計I I I I i

があり，これとの洲和をはかりつつ全休の勾i Mmと造成商さを決定した。

南面I ﾉ L i l I I l は未発掘のため，位綬と規模は明らかではない。そこで桝地判復原からその位侭を

算川して定め，藤原宮宮城' 1 ﾘ は同規模であると推定されることから，整備地の宋端にかかる' ' ' １

の一部を凝灰岩切石による界線で表示した。南I i I i 大雌はi ﾉ L i で南に0 . 4 8 ' 0 7 " 振れており，南岬L i

i 1 I j の西端からI ﾉ L i 南隅までの約1 8 0 ｍを表示した。’ 険出された遺櫛から，大坑は掘立椛塀であっ

たことは明らかであり，それが土娩に建つ櫛造であったと推定されるので，高さ0 . 7 5 ｍの椛

土で土聴を造成し，その法すそで軒の出をボした。また柱位臓には２．７ｍ間隔でコウヤマキを

値栽し，火皿の規模と附造を表わした。指定地北側の塊界に近い所で現況地形との関係から人

垣のすべてを表示できない部分では土堀のみ造成を行った。外濠はi l i で南に０° 4 4 ' 0 6 " 振れてお

り，１冊は５．５ｍ，地|ｘ道路側瀧へ排水する関係から深さ約３０ｃｍとした。底l h i は砂利埋込みで

{ I 北げ，２カ所に飛びｲ ．i 状の横断施設を設けた。付屈施I 没の広場と苑路は，膝原汽I l I I l i l l l 線幅の

鶏
』些一鳥黒星-壁一旦222．堅く迩・－－拳惑Ｉ

振れを採川し，Ｉﾉ L i で南に

Oc 2 6 ' 3 0 " 振ってI 没計した。

広場は2 0 0 ｍ２，苑路は２．４

，幅で砕行敵とした。

藤原 ' 宮南面大垣の盤倫（細兄啓三 ･ 渡辺康史 ･ 内 1 1 1 昭人）
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在外研修報

と上

１１

1 9 8 5年ｌｊｊ９１Ｉから２ノj 2 4 I I まで4 7 1 1 1 A１，文部術在外研究典としてインドおよびハキスタン

・ネパールに出張した。インドではニューデリーの脚' 7 : 博物館を' ' ' 心に，バナラシ( ベナレス）・

ハトナ周辺のサールナート，ナーランダ，ヴァイシャリー，ブッダガヤの仏教辿跡などを兄学

した。とくに，ＩＥＩＷ: 博物館のキーパー，ナラエン氏，キューレーターのシジッキー氏らにj , , L 学

の段取りや案I ﾉ 1 を念め砿々 御教祇をいただいた。また，雌史建造物・辿跡の, 淵ｉｌｆ・修I ＃盤備・

悔蝿に､しi るArchaeol ogi cal Sur veyoI I ndi a，建築の名l 1I j 校School of PI anni ngandAr chi ‐

t e c t u r e をも訪問した。パキスタン滞在は蝿期間であったが，タキシラをl l i 心に仏教遺跡を視

察した。タキシラ苔占博物館にキューレーターのケルザール氏を訪ね，ダルマラージカー，モ

ハラモラドヮ，ジューリアンなどの遺跡のほか，ベシャワル東北ﾉ y のガンダーラ寺院遺跡タフ

ティーバヒ－，ラリルヒンジ束郊のｌｉ大なマニキャーラスツーハなどを祝察した。

インドの仏教､ ¥院はスツーハ・隅院・チャイティヤ' 職などからなる地| : の､ ¥院，多数の僻院

撒とチャイティヤ瓶からなるイi 熊蔀院がある。ガンダーラの寺院は侃陵の｜: に' １/ 地し，スッー

ハと僻院を' ' ' 心とし，多激の小スツーハ肺や小I i i l i l ' ; ; t が人スツーハを取巻くものがある。イi 寵寺

院などに残された細部には速く’ ' 水まで影郷を! j えたと! ′ 【』られるものが少なくない。9 . 1 0 1 1 1：

紀頃のヒンズー教寺院の装飾的細部に､ | え亥時代/ k の基股に用いられる脚内彫刻の源流と兄られ

る形やI l I l l t の禅宗様に1 , , L られる細部とl 1 i l 系統のものが兄られることも興味ある検討課題である。

インド・ハキスタンの遺跡は広人で建造物の＃, ! ‘ 催も大きく，1 , , L る行を脈倒するが，覗要な遺

跡は岡の1 1 ( 〔幡禰; 蝿ドにあり，弊備・消州, } ・' 1 / ( 刈・袖修などの1 1常↑ ” Mは行きルバき，迩跡の周辺

に小汚' １．f 博物館を付設するところが多い。

ネハールではカトマンズとハタン，バドガオンを急いでl I 1 l っただけであったが，ＥＷや荊塊

は木造をﾉ , § I 淵とし，、Ⅵ塊のI l i l : のおさまりはわがｌＫＩの人‘ 仏様となぜか{ ; ||通じるところが多い。イ

ンドの石彫技術を水に応川して・l i I i に細かい彫刻を施す。とくに，各I l i ともそのｌｌＩｊ並に歴史的

な独特の蛾観をよく残す。これらは，｜| | : 界的な文化辿旅ということができる。デリー周辺には

ながくインドイスラムＩ；帆の部があったから，イスラムの建造物・辿跡がとくに多い。ラール

キラー，ブラナキラーのような脚殿や城郭，クトゥブモスク，ジャーママスジットなどのＩｉ人

なモスクをはじめ，1 2 1 1 1 : 紀から1 7 1 1 t 紀にわたるインドイスラム雄築の発鵬と急速な変退のあと

がたどれる。フマユーンl l l ﾘ j ( 1 5 6 9 ) では充MI l 洲汽とともに11 1 1の修叫を、: っていたが，復原的な洲

侮にも充分l N i u 瞳されているようであった。また，足場をかけてクリーニングを行っていたとこ

ろも多い。インドではl K l や州の杵f I Mの行きとどかない文化財保護のため，ナショナルトラスト

が発足した。財政的な間辿や今後の裸越も少なくないようであるが，各l K l とも文化財保護に力

をいれている。今' 1 1 1 のｌｌＩ張では研究荷その他多くの人に接し，’ だ地に記念物を祝察する機会を

得，今後ともこの体験をﾉ | ﾐ かし，とくに仏教建築の研究に役f / : てたいと思う。（岡川英男）
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公開講演会発表要旨

中世庶民の食器類１３～1 4 1 1 1 : 紀の1 . ' 1 1 1 1 : 前半の西Ｆ１本を中心にして，L I 4 時一般に使われていた食

器にはどんなものがあるのか，遺跡出土品と絵巻物に描かれた状況などを比較し，今後の中' 1 ｔ

食器類研究の問題点を探りたい。食器の種類・用途は，供膳貝の椀・杯．Ⅲ，調理具の播鉢．

これ鉢，煮沸具の鍋・釜，貯蔵具の壷．泌が基本である。これらはその材質．形態などをみる

と大きな地域性があり，またその巾での変遷がある。このうち問題となるのは，供膳具では漆

器の普及状況，洲理具では軟質焼成の描鉢の機行，煮沸具では個鍋や三脚付鍋・釜の分布など

の点についてである。このような食器の様相は当時の政治・経済的背景と関連するものであり，

中世食器類の地域性と変遷については今後とも詳細な研究が必要である。（安出龍太郎）

年輪から年代を読む1 9 8 0 年以来，中部および近畿地方産の現生樹木と，７，８１１t 紀に属する飛

鳥・藤原，平城の古代都市遺跡出土木材，占建築用材，その他を資料として，年輪年代学の研

究を実施してきた。現生木による検討の結果から，従来の通説に反して，わが国でも少なくと

もヒノキ，コウヤマキ材を用いれば年輪年代学が光分に可能であることを実証した。すでに，

現生木( 主に木曽ヒノキ) で作成した標準年輪曲線は現在から1 6 9 3 年まで完成している。さらに，

遺跡出土木材（主に平城宮跡出土の椛根類）を州いて，ヒノキ材で６３７年分，コウヤマキ材で６１０

年分の標準となる年輪I MI 線を作成した。これら２諏類の年輪曲線を使って遺跡州上材や占建築

部材とのクロスデーティングにも成功し，成果を得ている。（光谷拓突）

古代仏殿のイメージー金堂の原形を求めて－山| ･ H寺金堂が発掘された時，その平1 ｍはT L i 代建築の

常識を破るものと評価された。しかし，三雨・夏兇廃寺，滋奨・穴太廃寺i i l j 金蝋の発掘成果が

これに等しく加わった現在，もはやこれらは異端ではなく，我が国では７１M紀を下限とする金

堂建築の古形式に属するものと考えたい。今は失われたもうひとつの金常建築のイメージを喚

起するため，その原形を特に中| 通I の仏殿の閃像や小建築にたずね，その表現の建築的意味を検

討し，その古式たる所以を明らかにした。この形式を前提として，はじめて法隆寺金堂が金堆

の発展過程のなかで1 1 i める位侭や，ｆ虫厨- f の建築的表現の意味が明らかになり，それが，ひ

いてはいわゆる飛烏様式の解明にも寄与することであろう。（松木修自）

日本古代の冠帽まず，中岡においては，歴代の王朝が服飾制度を完備し，身分・官職に応じ

た冠の着用を定めていたことを示した。また，朝鮮半島においては，新羅統一後の6 4 8 年に唐

に倣った冠位制度の導入をみるが，すでに三I E l 時代高句麗．荷済では４世紀代に，次いで新羅

では５１M: 紀代に，中｢ 【1とは異なった独' ' 1 の冠位制度を採用していたことを中脚1 1 § 史の‘ ; L l 戦や拷

古資料から推定した。一方，’ 二| 本においては，５．６１１t 紀の各地の古墳からこれまでに3 0 余例の

金銅製冠| 脂が出土しており，推古1 1 年( 6 0 3 ) の抵位十二階の制定に先立って冠位制度の存在し

たことが想定されるが，冠' 胴の形態には中国・半烏三国のように規格性がないことから“ 大和

朝廷” による地方豪族の組織化は未だ不十分であったことを推測した。（毛利光俊彦）
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調査研究 蕊 報

建造物研究室

春日大社未指定建造物の調査春I ．| 顕彰会より| : 副指定頑要文化財建造物以外の摂社，末社および

移殿についての調査依頼を受け，奈良県文化財保作事務所と共同でI 淵f f f を実施した。洲汽対象

は榎本・一之| ･ ･ 八所・紀{ ﾉ ﾄ ・放戸・水谷・金能神社の社殿で，それらについての実測・写真撮影

を行った。また，社蔵文1 1 ｝のうち造営関係文･ ＃のⅢ録と写真複製を作成した。次年度に移殿の

分布 I 淵査と報 ( ' 減ド刊行の予定である。（宮本）

金剛輪寺庭園の実測調査滋賀県教育委此会の依蚊をうけて，近江八幡巾に所在する金剛輪寺

| ﾘ j 蒜院庭園の実測を↑ｊった。面積８，４００ｍ2 . 1 0 0分の１の|※|面作成。’ 8 5年３月。

（安原・出1 . ' １．尚瀬・光谷・内川）

歴史研究室

興福寺典籍古文書の調査昨年度にひきつづき，同寺所蔵の古文‘ # : ・架教函のうち第６４．６９．

７０．７２．７３函の洲i I ド作成をすすめ，｜r i l 時に第３函にたちもどって洲I H : の点検を行いつつ興編寺

文避典籍f 』洲| 録の原稿を作成した。‘ 淵杏は５，６，９，１０，１１ﾉ j ，1 9 8 5 年２ﾉ j の計６Ｍにわたっ

て行った。（鬼頭，他）

法隆寺典籍古文書の調査昭和資財I 限作成の一環として記録占文灘の‘ 淵杏を，奈良I K I 立博物館

と典I r i l で行った。今ｲ f 度は' ' １１噸から乙６函までの洲1 1 $ 作成および写真搬影を終ｒした。内容

は篭町時代の記録から江) i 時代の文1 1 ) : 顛を含んでおり，法降寺の歴史を' ﾘ j らかにするうえで貰

頭であることがわかった。（鬼頭，他）

法隆寺百万塔陀羅尼の調査陀羅尼経3 , 0 0 0 余点のうち，一応1 , 8 0 0 点について，経典及び版式

による分類，法1 1 t 蝉のI 淵代を終了した。なお，1 9 8 4 年度/ k に陀羅I ら締2 , 0 0 0 点ほどが，あらた

に発見されたので，その追加分についても洲汽をはじめた。あわせて，マイクロフィルムによ

る台帳奄録，写真撮影を ↑ j った。（鬼頭，他）

薬師寺典籍古文書の調査東〃( 大学史料細纂所との第５I g I 共同洲奄である。前I 1 j l にひきつづき，

第１０，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１９，２０函について調査を行い，うち第１０，１５，１７，１９函は洲

井作成を光ｒした。また第１３，１５，２０耐について写真撮影を行った。内容は近世文. 盤が中心で

ある ｡ ’ 8 4 年７Ｈｏ（鬼頭．綾村．佐藤．寺崎）

仁和寺典籍古文書の調査従来の調査にひきつづいて，御経蔵第1 5 1 函および江) 一i 時代の記録

類（仁和寺' 三I i ; 1 - 1．年貢納帳・執達所Ｉ. ' 記・諸迦帳等）の洲誓作成を行った。’ 8 5年３月。

（鬼頭・加藤・綾村・佐藤・寺崎）

その他の調査イi I l I 寺( 7～8 ﾉ j ，１２ﾉ ｣ ) ( 加藤・綾村・佐藤) ，醍測寺（８月) ( 鬼頭・綾村) ，東京大学史

料締墓所烏津家文[ 1 $ のI 淵汽を行った。
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平城宮跡発掘調査部

神野向遺跡の発掘調査備陸ＩＫＩ鹿島郡街推定地の第４次洲森である。今l h l は倉院の北東約1 0 0 ｍ

で，那庁I | ；殿と前殿，及びこれを州む回廊・柵を検出した。人きぐは3 1 , 1 の建稗えがある。開

始時期は8 1 1 1 紀，廃絶時期は1 0 世紀後半と袴えられる。郡庁域の規模は束I 凡i 約５３ｍ, 南北5 1 ～

5 2 ｍである。茨城県鹿島町所在。' 8 4 年９月～' 8 5 年３月。（毛利光．松村）

横滝山廃寺の発掘調査（第４次）第３次調査で発兄した建物の全体像を把握するために，今回

は台地中央部で発掘調査を行った。東I l L i 約１２ｍ，南北約１０ｍの金環と推定される仏堂ﾉ , f 鯉を

確認した。基壊の外装は木造で，四辺ともにその痕跡をのこしていた。新潟県寺泊町ﾉ ﾘ 『在。’ ８４

年８川。（上野）

彦根城二の丸御殿跡の発掘調査昨年度に続いて滋災県彦根市教育委員会が実施した彦根I l j 博物

館建設のための噸前発掘『淵査を指導した。］う･ 定地はl K l の特別史跡に指定されているため，博物

館は二の丸御殿の復原を．i i 眼に櫛想され，ほぼ敷地全域の調査を行なって，ノI j 和年間刺' １/ : 以来

の御殿の全容が明らかとなった。遺構の保存状況は良好でとくに池庭はイi 組みが残存し，移築

現存する能舞台の' ' 1 位満も明らかになり，復原する予定である。工’ 1 ; は地下辿柵に影郷のない

工法を採り磯土盤地のうえ， 1 9 8 4 年 l 1 j j よ り蒲工。（宮本）

横須賀城跡の整備基本計画作成静岡県大須賀l I 1 j . の依頼により横鎮賀城跡の娯備ﾉＩｆ本計l I I I i i I ドを作

成した。‘ 汁耐はまずl 充城時における城の地判りを復腺する作業を行い，これをもとに現況をふ

まえながら整備のあり方を袴えた。『史跡・縦鎮賀城跡( 復原と雌境整備のための基本計画) 』として

報告沓作成。 ’ 8 4 年４月～ ' 8 5 年３月。（田中・高瀬・本 ｢ ' １）

史跡篠山城二の丸の発掘調査．整備計画指導篠山城二の丸は1 9 8 1 年度から発掘淵査を続けている

が，1 9 8 4 年度は南端部の発掘調査を行い，内向きの御殿にともなう庭1 判築山・塀・瀧などを検

出し，二の丸のほぼ全域の洲査を終_ r した。発掘洲査とともにその成果と古図などにもとづき１

二の丸保存整備の韮本計i I I 1 i の作成を指導した。兵庫県篠1 1 1 町所在。（岡川・安原・l I I I i 1 ）

宝塚古墳環境整備三頭県松阪I i i 教育委旦会の依頼により，l K I 指定史跡宝塚i I 干墳の環境整備雌

本計I I l 1 i の指導を行った。全域が米調査であるため，現状には手を加えず，墳丘の形状を視覚的

に捕えることができるよう樹林の疎林状抜開を主眼とし，淵: の嘘土盤形と園路，便碓施I 没の

敷設を計両案に繰りこんだ。次年度は荻本計i I 1 j i の指導に入る予定。（旧中・本中）

建物復原に際しての材料工法の検討平城宮跡幣備の一方法として人規模建築( 例えば朱推門) を復

原建設しようとした場合の材料と．1 是法に関わる問題を文化庁の依頼を受けて1 9 8 0 年度以降検討

を加えてきた。本年度はおもに砿〃' i 建築におけるド嗣軸部の補強と遺跡保謹と建物のI 牒岐化を

はかるための基礎工法との二点につき検討した。（細兄）

ユッカ．ヨキレート氏の招請1 9 8 4 年1 1 川にユッカ・ヨキレート氏を学術振興会の援助を得て州

講した。氏は，ＩＣＣＲＯＭ（ローマ文化財修復国際センター) で建造物保存・修復コースの主任を務

めている。今1 1 1 | は初めての米１１で2 0 1 1 間滞在し，その間| | 本の歴史的建造物や町並を訪れ，そ
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の保存についてヨーロッハでの事例を比Ｉ陵して，｛: | |災点を指摘した。ｕ本の今後の文化財保ｲｊ４

についての多くの示唆を符た。（ｋ野）

埋蔵文化財センター

青谷遺跡の発掘調査束|ﾉLi ２０．９ｍ，｜櫛北１２．９ｍのﾉ1噸規模をｲj する束|ﾉLi 仰建物，この北とI ﾉＬｉ

側にＬ字形に配された廊状の礎｛i 処物２棟，’ ' 1心殿舎とl l i l j 状建物とを結ぶ牒敷舗道・築地状施

I 没，ル雌柱建物などを検||{した。礎ｲi 進物はいずれもﾑl j 曲: きで，I l i l : 瓦の人､ドはi I l I 内ＩＥＩ分寺とＩＩｉｌ

樋である◎’ ' 1心殿介とみられる束|ﾉ L i 桃礎( i 建物のｌ: M然満の側峨には螺を使川している。この遺

跡は従来，寺跡とされていたが，進物l I I i d慨や変進などの状#' 1, から, ｢竹原〃行' ( ﾉ1' 」脱もｲj ﾉJ であ

る。大阪府ｲ ' ' １１%( I l i l ﾘ r : / 。’ 8 4 ｲ Ｉｉ９ノj ～1 0 ﾉ 1．（1 1 1水，' ' ' ' ' 1）

松本城二の丸跡の整備1979 ｲ 1：から継続してきたこの事業も６年' 1の今年度で全てを終ｒした。

発掘1淵i i f の成果とI I i 似|から復原した御殿跡の膜原的幣備，襟側のｲ. i i I 1・上肢の修１１Mと復原，ｌﾘｌ

治時代に襟を埋めて造った' ' 一' 数判} ﾘ f I i i i の｜橋撤去，唯一の江戸時代辿緋である上賊の修理など

が終った。‘ 淵介終備一体の報f I i I I I : も|: I ｣↑』され，城郭跡保序盤術の》, L水を示すことになった。隆

野県松本 I | j 所在。（安原・宮本）

森将軍塚古墳の整備今年度は斑ｲi 復原のﾘﾐ施I 没! ; |･の蚊終検討･を終え，1980年事業開始以来５

年||にしてようやく墳匠復原|: ' |#のｲ‘ ' f I : をみた。戦庇（特に後' ' 1部）のWI i がいびつなため，没

Ｉ汁が雌航し，呪場の辿刀で術Ｉｌｉしながら後l i j 部東側の一部の週: ｲ i 復原が施l : された。隆野県史

埴 I l i 所在。（安原・水下）

故山内清男博士収集資料の整理1970ｲ f に逝去された博- |: の収集賢料のうち，茨城県那珂湊I I i 海

門Ⅲ1. 1- 5，菊地氏宅に保獅されていた土器・イi 器などの砦I l f 費料，ならびに' 又' ; I |: ・雑I 芯・地形

図などの文献盗料を，御遺族の承諾にj I Lづき，1984年５ﾉ｣２４．２５のI I l I j l l ，／Ｍ: 舎３階人会談顎

に移動した。老I I i 盗料はリンゴ函３９３個，木製Ｗｉ､ i 1, 052個，ダンポール函20州にあり，文献

盗料は，木製キャビネット32州，地|判ケース４冊，ダンボール函３個に! ; ＩＩｉめられていた。別ｲ ' ' ｆ

後，港I f i 費料は共休的な幣理作業に入る前の状況, 1Ｊ: 典を，ライカ版2, 600コマに搬影し，文献

資料は，８４年度/kまでに，l XI 1I I : 3, 503111} ( 和漢IＩ2, 944冊，欧文, 1ド599冊)の分狐盤理を遂行した。な

お，センター研修川実測資料として，イ. i 器の一部を活州した。（松沢・満水次）
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奈良国立文化財研究所要項

事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 8 4 年５月1 9 日第5 5 回公開識淡会

「中世庶民の食器類」 安田龍太郎

「年輪から年代を読む」 光谷柘笑

( 2 ) 1 9 8 4年1 1月1 7口第5 6向公開総淡会

ｒｉＩｉ代仏殿のイメージー金堂の原形をもとめ

て一」 松本修自

「日本古代の冠帽」 毛利光俊彦

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 4年５月26 F Ｉ平城宮跡第15 5次発掘調査

（南面大垣東端地区）山崎儒二

( 2 ) 1 9 8 4 年６月2 3 ｕ藤原宮跡第4 1 次発掘調査

（東方官筒地 | Ｘ）加藤優

( 3 ) 1 9 8 4年８月25口平城宮跡第15 7次発掘Ｉ淵脊

（第一次期堂院東南隅地区）松本修自

( 4 ) 1 9 8 4 年1 0 月６１ｌ平城京左京八条一坊三・六

坪発掘調奄毛利光俊彦

花芥浩

2 1 9 8 4 年文部省科学研究費補助金による研究

( 5 ) 1 9 8 4 年1 0 月１３口山田寺跡( 第６次) 東回廊発

掘調在現地見学会

( 6 ) 1 9 8 4年12月１Ｆ１７．i 神遺跡第４次発掘調査

川越俊一

( 7 ) 1 9 8 4年12月８１二Ｉ平城宮跡第161次発掘調査

（第二次朝堂院東第一堂）1 1 1 岸常人

（８）1 9 8 5年２月1 6 F Ｉ藤原宮跡第4 4次発掘調杏

（東方官筒地区）出辺征犬

( 9 ) 1 9 8 5年３月９１二ｌ平城宮跡第16 3次発掘調査

（第二次朝堂院朝庭北東域）巽淳一郎

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開1 9 8 4 年４ｊｊ２１日～５月６日

見学者1 4 , 0 8 5 名

秋季特別公開1 9 8 4年1 0月１２日～1 1月１１日

兇学者2 2 , 0 3 5名

( 2 ) 見学者数

区分盗料館｜狸

1 9 8 4 年7 3 , 9 1 6

雌

45. 177

累計64 7 , 5 3 6 1 9 7 2 , 3 0 6

計.

119, 093

1, 619, 842

壷料館は1 9 7 0 年喚，覆屋は1 9 6 8 年度以降の累計

沌肌 研究課題 研究代表者交付額

一般研究Ａ

一般研究Ｂ

〃

〃

〃

〃

一般Ｗｆ究Ｃ

〃

奨吋カＷｆ究Ａ

〃

〃

特定、ｆ究( 1 )

研究成果刊行黄

( データベース）

別．

大和における古代豪族の支配の領域についての復原的研究

古代埋蔵処築造材の復原的研究

古代における水産物の生藤と使途に関する研究

古代武具の研究

I ' ' 1 1 t 近世における処造物修理の技法に関する研究

古代水時計発達史の研究

食器の中仙化に関する基礎的研究

年輪年代法の遺跡への応用一払田柵跡・草戸千i l i l f 町遺跡を例と

して一

横穴式石塑椛造の地域別比較研究一' ' 1 . l L l I I i l 細一

跨梢具の集成的研究

中世仏堂の成立と発展過軽の研究

山田寺をI i ' 心とする出土木材の保存法の改良と考古学的建築史

学的研究

航窄写英梢報

13件

鬼頭浦明

窟本長二郎

狩野久

措熊兼勝

岡凹英男

木下正史

川越俊一

光谷拓火

山崎脇二

松村忠司

山岸滞人

坪井消足

坪ハ：油足

8, 300千円

６００

400

2, 600

1, 500

5, 000

1, 100

1, 200

８００

７００

800

3, 000

6, 870

32, 870

３飛鳥資料館の運営

展示

第一歴, 顎常設股が

第二展示室特別展示「小建築の世界」

（1984. 4. 18～1984. 5. 27）

特別展示「藤原宮発掘五十年」
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（1984. 10. 3～1984. 12. 2）

晋及

前年I I i l 様インフォメーションルームで観覧荷の

質問に応じている。また，特別展祇の剛録として

｢ 小建築の| M界」及び「藤原宮」を刊行した。

入館者数（１９８４．４．１～1985. 3. 31開館１１数315側）

1984年５ﾉ j l OI - I ～５ﾉ｣3111（参加組7名）

( 3 ) Ｗ{ 和5 9 年度埋蔵文化財発掘技術行Ｉ糾１０研修

（I l I近' ' 1: 遺跡調ｆ制駅I : ）

1984ｲI §６ﾉj l 211～６ﾉj 23I I （参加荷30f ﾉi ）

( 4 ) 昭和5 9年度埋蔵文化財狐当‘ } f 務職災特別研

修（埋蔵文化財堆礎課礎）

1984年７ｊｊ５Ｉ－Ｉ～７j l l l F I （参加荷37f , 、

（月）昭和5 9 年度埋蔵文化財発掘技術行一般研修

（一般裸羅）

1984ｲi §７j j 24日～８１｣251- 1（参加将24満）

( 6 ) 1 1 1 ' { 和5 9年度埋蔵文化財発掘技術者割Ⅱj 研修

（遺跡保存盤備課樫）

1984年９ノl l 81- I ～10ﾉ］４Ｆ！（参加背24欄）

( 7 ) 昭和5 9 年岐埋蔵文化財発掘技術考割1 1 1 研修

（保仔科学課秘）

1984年10j j 231. 1～l １Ｉｌ８Ｈ（参加背16儲）

( 8 ) 昭和59年度埋蔵文化財発掘技術荷I 』j L l I I l 研修

（発掘, 淵像関連技術課紬

1984ｲl Z11j j 27口～12ﾉj l 21- I（参Dl I稀23譜）

( 9 ) ｜V { 和59年度埋蔵文化財発伽技術行, 別１１研修

（環境者I 1i 裸職）

1985年１ノl l 7I I ～２ﾉｊ２１－ｌ（参加荷17満）

( 1 0 ）昭和5 9 年度埋蔵文化財発掘技術群特別研修

（純紋施紋法‘ 凋代, 郷I り

1985年21114｢ l ～２ｊ｣1611（参加荷30f ′ i ）

( １１）｜V{ 和59年度埋蔵文化財発伽I i 技術門･劇11 ] 研修

（埋蔵文化財情服課羅）

1985イド３ノ１５１１～３ﾉj l 41］（参j j l I荷27f ﾉi ）

( 卿研修典受入れ（ドi ; L ' 一礎炎）

｜
｜蒋通繍覚|剛体徹髄|有料無料合計

氏溜

般 4 9 , 5 0 3 2 4 , 5 0 6

腫

－７１

'１１ 大雄 1 4 , 6 9 7 2 7 . 5 6 9

2 0 0 , 9 9 5 1 0 , 0 7 2 2 1 1 , 0 6 9

所

１９８４－６．１月
線脚l 砿の‘ 淵1f ｆ

小 中生 １６ 剖臨
67, 915

研修指導内恋

考古, 汁i l I I i 研究蟻

塊i 厳文化財の発仙1 1 淵在技術

吾

芯

各 8１ 0５
119. 990

石器製作研修

線刻砿‘ 淵在・保存処刑

模造製作

藤原宮（西面巾I I I l ）出土麿居倣

定林寺川_ : ｔ露盤打

金銅三尊抑出仏（概原l i i - - ･町廃長法寺）

陳列品購入

川原寺礎ｲ．ｉ

寄贈

飛鳥I [ 涼復原僕ﾉ側（縮尺1 / 1 , 0 0 0）

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保准に資することをＩ. ' 的

として主に地方公共剛体の埋蔵文化財保謹行政仙

当群を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 9 年度埋戯文化財発掘技術荷特別研修

（イi 器渦杏諜縄）

1984ｲ|首４月26日～４ノ1281二Ｉ（参加荷22f ﾉi ）

( 2 ) 昭和5 9年度埋蔵文化財発掘技術群1判Ⅱ｣ 研修

（巡跡測恥課腿）

研修旦一魔表

､ １９８４．７．１～９．３０ ､ F 城↑ f I f 跡発掘淵侮部

昭和5 9 年度私学研修福祉会個内

研修貝( 茨城商聯学校敬諭）

存川ﾘ ‘ いり分寺町数蚕主11；

岩下雌盛岡市毅残公剛緑地課

‘ ; ' ' 1良袖佐

〃処没係便

〃文化係僅

熊本県数行庁文化課技師

三mi L教委ﾘ ‘ L外研修ﾉｔ

( 渡会郡大内山村立J | , 学校教諭）

〃

( ﾘ I L立白1111吋等学校数諭）

山梨県埋蔵文化財センクーリム考

古博物館文化財主, l ；

細剛, ↓ 沼津｢ | j 教委社会数行諜鵬

F1f

幸

美

介

光

弘

火

士

和

雄

石城の測般について

受入れ剛間畷人れ蟻

測賊研魂端

卜…

１９８４．７．２～７．９

１９８４．Ｒ､１３～８．１７

飛蝿藤原哲跡発捌, 淵在部

蝶落遺跡研究塩

苫I 【制･ 面研究宗

〃

発掘及び測批技術

蝿蔽文化財の発掘捌侮技術

１９８４．４．１～７．３１

１９８４－４２０～５．９

進藤

松尼

徳江

白根

内沢

木崎

河北

服部

小林

関野

敏

忠

忠

敬

栄

康

禿

久

広

祈



衝剛勝功柵需雑嶋|為)１，…!~! L3‘ i I鍋卿; 聴跡発鋤繍迩郷蝿職文化鮒の発柵蝿鍾技術

渋雌播(他山‘ , i 立I ‘ 山, 畔佼駿諭）｜

〃

訓隈一総牒蝋耀蝋鯉’ ９８皿Oi 9臆乱３０’ 1‘ 城徴跡鋤' 糊嫌那発撚調f l i 技術

浜石諏也雛市埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ技術’ 9s4｣L9- 1L15迩物処難研究寵鵬膝科学処理

赤池英男岩手 ﾘ ｢ L 立博物館学芸調盗典 1 9 8 4 . 1 1 . 2 7 ～ 1 1 . 2 9 〃〃

発掘調査・整備・探査指導

（北海道）稗小牧・蓋別地域遺跡，開陽丸遺跡，

木占内町新道４遺跡，災利河１遺跡，（岩手ﾘ 1 1 : ）で

越寺庭園，磯岡城跡，（宮城ﾘ 1 1 : ）多賀城跡, 岩切城

跡，仙台城三ノ丸跡，（福島県）慈日寺跡，関和久

上町遺跡，（茨城県）神野向遺跡，（群馬県）上野

国分寺跡，（千葉蝶）大綱1 1 1 田台No . ３遺跡，（神

奈川県）瑞泉寺庭閑，（新潟県）俄滝' ' １廃寺跡，

( 樹1 1 1 県）じようべのま遺跡，安岡城跡，（｛i 川県）

湯屋占窯跡群，狐山占戦，（補井県）岡津製臨跡，

朝倉氏遺跡，（長野県）松本城二の丸庭園，森将頒

塚, 【了墳，偏濃国分寺跡，（岐阜県）織田信長居館

跡，（静岡県）微須賀城跡，勝問田城跡，（愛知県）

尾張伺府跡，下津城跡，I l j 道遺跡，（三重県）宝塚

I I i 戦，単山遺跡，釜生1 1 1 辻虹内瓦窯跡，斎宮跡，

( 滋賀県）彦根城跡内友御殿跡, 穴太遺跡, 延暦寺

火塔辿跡，琵琶湖奥湖尾上湖底辿跡，金剛諭寺Ｕｊ

寿院庭園，（京都府）御堂ケ池, I i 境，蛭子山占境，

丹波国分寺跡，架栖野瓦窯跡，慈照寺( 銀閣寺) 庭

悶，人鳳寺跡, 物采女屯塚古戦，高腿寺跡，（人阪

府）海会寺遺跡，難波寓跡，Ｉｌｆ谷廃寺，（兵庫県）

丹波' 1 1 大' 1 砿，処女塚占境，西後明窯跡群，赤穂

城本丸，I I T I l I 荘一号城，七1- 1市遺跡，三田I l j No，

１４地点遺跡，流色塚占墳，小撤I f i 墳，（奈良県）

新沢干塚I I i 墳群, 飛烏水落遺跡，（和歌1 1 1蝶) 尼ノ

崎遺跡，田躍遺跡，西出井遺跡，（偽取県）鳥取城

跡附太間ケ平, 上神猫l l I 遺跡，（烏根県）初日たた

ら遺碓岡田l l I i l i 戦，荒神谷遺跡，火念寺I I T戦，

教晃寺跡，１１１代郷碓禽跡，（広烏県）：櫛~i 千粁町

遺跡，尼市古境，（1 1 1 ｢ - I u i L ）若宮古墳，土井ケ浜

遺跡，延行条理遺跡, 功山寺仏殿地下辿碓（徳烏

県）丸1 1 1 山麓窯跡遺跡，（需川県）讃岐側分寺跡，

( 愛媛県）松山城二之丸跡，（１１‘ 欣Ⅱ県) 土佐伺府跡，

( 補岡県）太宰府跡，王塚古墳，金隈遺跡，愛宕

辿跡菜関場窯跡，（佐賀県）肥前圃府跡，物座遺

跡，名護嶋城並びに陣瞳，寺浦瓦窯跡，筑後川下

流域遺跡，（長崎県）出協和剛商館跡，（熊木県）

－７２－

江Ｈ１船I I I I 1 i 墳，神水遺跡，塚原l I i 墳群，（大分県）

職後| 測分寺跡，ガランドヤ古城，（宮崎県) 蓮ケ池

俄穴群，宮崎学閥都市遺跡，（鹿児烏ﾘ １４）指備僑

牟礼川遺物包蔵地，薩摩国分寺跡，（沖縄県) 今帰

仁城跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第4 7 号埋蔵文化財関係調喬報告書一覧

輔4 8 号行政データ・埋蔵文化財関係記事一覧

第4 9 号漆製I Wl l 上遺跡分布図一束' 二１本編一

第５Oザ遺跡盤備関連文献' . I 録

埋蔵文化財ニュースI | 録Ｎｏ．１～No . ５０

５その他

委員会等

第１１１１' Ｉ飛鳥資料館迎営協議会

1 9 8 4年５ﾉ j l l I 1於飛烏資料館

､ F 城・飛烏藤原寅跡調在盤備指導委皿会

1 9 8 4 年６ﾉ j １５口・１６１１於平城富跡資料館誰蝋

保が科学研究集会

198 4年３) ･ j l 9 [ １．２０１１於平城汽跡盗料館飛瀧

外国出張

佐藤興治文化財発掘に関する比較研究と迩兄交

換のため大韓民国へ出張

1984年10月29円～同年11j j l 8｢Ｉ

岡田英男文部在外研究典として古代寺院建築に

対するインド芸術の影郷の調在研究のためイン

ド・パキスタン・ネパールへ出張

1985年１ﾉ ] ９口～同年２月241 - 1

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原富跡の阿

汀化を進めており，1 9 7 2 ｲ I 畠度から噺研究所が文化

ﾉ j 量から支出委任を受けて貿収‘ j #務を担当している

が，1 9 8 4 年度の状況はド記のとおりである。

区分面祇金額

1 9 8 4 年度1 4 , 9 6 7 . 2 2 ｍ２１3 2 1 , 8 3 8 , 9 0 1 円

I i l 有地合計2 8 5 , 7 4 8 . 2 4 5 , 9 1 9 , 9 2 4 , 0 9 8



鰯34111｝

輔351111

第361111

鋪371111

第38111

第39111｝

鯖40111｝

, ド城宮発伽調f I i i 報告ｌＶｆｆ術地域の, 淵猫

小馴l I 遠州の作1ｉ

藤脈氏の氏茅とその院家

桝物製の成虹

研究諭蝶ｌ

研究論集1 1

, ド城宮発細細ｆ淵粘Ⅵ平城京ﾉ ' 首京一条

三坊の淵究

, 帥I I - l l U・並, 淵代報( ' １－

､ ド城京/ I 涼乏条二坊

､ l j i 城悔発掘捌代報｛【i Ⅶ

飛烏・藤原桝発州I 淵在網! i ｌ

研究諭鯉Ⅲ

水門宗良）| : 一Ⅲ｣並‘ 淵溌報倍－

．J j : 条一l l u並’ 淵在の‘ i d嫌一

飛鳥‘ 雌原富発掘淵悲報( Ｉｉｌｌ

研究諭集Ⅳ

イクリ了' ' 1部の一' 1 1鯖喋落における民家

‘ 淵在拙I ｉ

, F 城寓発掘, 淵悔慨! ｝Ⅸ

研究飾染Ｖ

, F城寓‘ |州i 洲ｉ１ｆ鞭( I i l

飛鳥・雌l j ; 輔発＃11淵在鯛! ; Ⅲ

研究, 論集Ⅵ

､ １A城富発伽洲在報告Ｘ

, l i 城腐発棚I 糊代報僑XＩ

1978

1979

1978

1979

第1711Ｍ

第181111

節1911Ｍ

第20冊

第21冊

第22冊

第23冊

1965

Ⅱ図書及び資料

ｌｘｌ‘ ! ド81, 24911Ｍ

' 967

1969

1971

1973

197. 1

1960

1961

1962

称

１９５４

' 980

1981

1982

1 9 8 3

I Ｘ分｜剛別峨人寄剛 ‘ 訓

" 年僅削減#｜』粥駄7M｜噸

75, 628

５，６２１嬢諦側瀧剣測

36, 654

７３０
第24冊

輔2 5冊

輔261111

fW27111｝

輔281'１

鋪2911Ｉ

輔30111ｌ

輔311111

鋪32111｝

輔33111｝

1９７５

１９５９

' ﾉ泡! 〔291 , 671点（1984年峻末現佃

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 8 4 年度刊行物

1976

1977

称

' 955

1956

1957

1959

【

附

辿

択

閉

財

戸

〃

Ｊ

【

Ｊ

Ｊ

［

宮

Ｊ

４

字

Ｉ

ハ

ｕ

ゾ

ハ

叩

亜

〈

叩

亜

１

上

Ｇ

Ｉ

上

１

１

年喫

f'１

仏師迩慶の研究

修学院離簡の復原的研究

文化史論鞭

奈良時代側し; の研究

飛鳥寺発掘調虎報併

巾I l t 睡悶文化史

興砿寺食蝋発伽‘ 淵在慨杵

文化史論進Ⅱ

川I ﾙ ( Ｗを伽洲f f 報ｲ ' 了

､１２城惚跡・仏飛鮎仮撒宮跡発l ﾘ ' 棚f 淵! ( ! ｉ

隣家姐築の研究

巧庇女阿弥陀仏快唆

湛殿造系庭園の､ r 地的考祭

レースと金他舎利鰐に関する研究

平城柑発蛎調侮報告１１樹簡地域の淵代

平城窟発掘淵在慨併Ⅲ内製地域のi 淵f f r

学概第 4 1 冊研究諭蝶Ⅶ

箱4 2冊、ド城脚光凧淵侮報( ｌｆＭｌ

輔. l 3111l l I 本における近111: 比家（股家）の系

統的発展

史料蛎2 7 1 1 Ｉ水器蝶成図録一近畿占代補一

剛録輔1 3 1 1 1ｌ藤原博一半I l t 紀にわたる, 淵1 4 f と研

究一

剛I i j l I ; 郡昭和58年度平城宮跡苑伽調ｉｆ部発側１１‘ 淵在概紺

飛烏・藤I ﾙ ( 宮発捌‘ 淵炎慨細４

、l え城寓発伽淵ｆｆ釧土木簡慨報１７

遺跡盤備貰料Ⅳ（城航跡・防塁）

奈良町（Ⅱ）（奈良町束地怪) －１V { 和5 8年度低

統的処進物群保/ j f 対簸‘ 淵在報( ' ; 111; 一

条哩制の‘ 諸問題Ⅲ一条I Mi ﾘ研究会l i L I 録３－

，ド城求/ i ：京二条一: 坊・- 4坪苑掘, 淵従糾ｌｆ

平城〃( ｱｲ｢噸一条_ I 上辺Ｗ坊, ‘ 《坪発掘淵侮報ｨI ；

、F城京/ , 涼四条. 園旦坊１．. 凧i , ド苑狐捌在綴( Ｉｉ－ＩＩｌ

付輔推定地の洲炎一

平城京/ E京八条一坊三・六坪光i l I l I , 洲f f 報借

1９６３

－７３－

1980

1981

奈良| K l , ）: 文化財研究所史料

橘

ｆｉ称

1紺11 1阿弥陀仏作沸果（複製）

l x i 大寺叙郡低槌蝶成

仁和守史料がI 法細１

俊乗坊i R 源史料災成

. ､ F 城宮木1Wi l 図版

( : 和寺史料群継細２

､ ド城寓木簡ｌ解脱（別Ⅱ）

l ‘ ｉｆ拙捉寺史料１

，F 城桝木簡２図版・解脱

１１本美術院彫刻等修理記録1

1 1 本災術院彫刻嘘修理記録１１

１１本芙術院彫刻群修理妃録Ⅲ

藤l i 輔木簡１図版・解説

1 1 本災術院彫刻蝉修理鎚録ﾊ ﾞ

｢ 1 本美術院彫刻聯修恥氾録Ｖ

唯大寺文i l ドI - I 録蛎１蕃

1 1 本美術院彫刻輔修皿紀雛Ⅵ

､ ド城漉木簡３図版・解説

j 卿1 1 噛水師２１x １版・解説

束火が文‘ l ド目録輔２巻

1 1 本災術院彫刻群修理肥録Ⅶ

東大J j § 文, ﾘ ドＨ録第３聯

･ し大群巡礼私拠

東大が文１１ド目録第４巻

東大難又i i ド目録第５を

平城澗出土坐, I ドヒ器築成１

束大寺文ＩＩＨｌ録第６を

年哩

1954

1955

1963

1964

1966

1967

1969

197０

１９７４

第１Ⅱ

第２１１１

鋪３冊

節４i l l l

第５Ⅲ

第６Ⅱ

第５' ' '１

第７Ⅱ

鋪81111

第９I I I l

第10冊

第11冊

第12冊

第13冊

第14冊

輔15冊

第16冊

第171111

鰯l 811II

輔l 911II

輔201111

節211Ⅲ

第22111｝

第23111｝

第241111

鋪25111｝

第26111｝

第１冊

第２冊

第３冊

第４１１１

節５冊

第６冊

第７冊

第81111

塘９冊

第１O' ' ’

第'1111｝

第12冊

第13冊

第14冊

第15冊

第１６冊

２前年度までの刊行物

奈良I 到立文化財研究所' ､ i を報



称

奈良岡立文化財研究所所欄

lJIi蹄
文化庁所符（関係分）

|鵜維

( 2 ) 平城宮跡地等盤備蛍

平城宮跡環境盤備昭和5 9 年度第１期工‘ 冊

平城寓跡環塊盤備昭和5 9 年度第1 1 期Ｔ覗

平城宮雨間大垣復原その４工覗

噂砿堆城周辺整備: ' 水

藤原宮跡環境整備昭和5 9年度｡ Ⅲ‘ I ＃

( 3 ) 各所修繕

平城寓跡資料館膳根塗装. , ﾆ ﾂ ﾄ ﾞ

年度 名 称

2, 116, 520

ワ

園

明

』

《

四

超

飼

伊

』

？

■

の

“

甜

当

合

町

と

⑪

』

ｎ

Ｆ

】

⑨

“

、

ｍ

、

ｍ

、

ｍ

、

ｍ

、

ｍ

ｍ

后

『

“

》

〈

、

叩

）

《

叩

〃

《

】

〈

、

叩

〉

ハ

ヱ

ヱ

〕

‐

加

年

△

｛

’

【

ｊ

〉

（

皿

〈

〕

『

Ⅱ

０

△

‐

●

伽

斗

今

（

叩

式

）

戸

一

”

，

‐

《

．

届

叩

）

（

、

『

”

》

《

哩

一

（

）

‐

姻

号

４

〈

い

”

）

【

〃

，

０

’

抑

号

△

・

“

刈

一

△

〔

》

郡

、

）

（

四

『

）

心

ざ

型

》

（

い

（

〉

《

、

叩

）

（

叩

昂

）

【

》

〃

０

《

叩

可

〉

［

″

”

。

（

肌

叩

Ｍ

》

（

》

（

唖

》

（

叩

〃

〈

］

●

グ

Ｑ

幸

■

夕

喜

９

ワ

一

勺

ロ

－

９

”

●

ず

－

９

Ｆ

●

ず

Ｑ

空

再

や

”

“

０

《

ｕ

一

（

）

［

形

〃

。

『

０

１

△

【

や

”

０

《

一

恥

叩

）

｛

』

鋤

）

芦

屋

型

Ｕ

（

叩

く

型

）

〈

叩

く

《

）

（

叩

／

〕

で

０

０

二

－

口

川

一

今

Ｆ

【

●

“

〉

（

》

（

〕

（

叩

〃

］

《

皿

〃

〆

〕

（

叩

麺

釦

）

〈

恥

叩

〉

（

叩

グ

ェ

】

言

も

ワ

●

夕

で

Ⅱ

０

《

●

Ⅱ

０

凸

1 9 7 3 1 第１Ⅲ瓦緬１解説

1 9 7 4 1 第２Ⅱ瓦細２解説

1 9 7 5 第３冊瓦緬３

1 9 7 6 第４冊瓦編４

第５冊瓦細５

1 9 7 8 第６冊瓦緬６

1 9 7 9 第７冊瓦細７

1 9 8 0 第８Ⅲ｝瓦編８

1 9 8 3 第９冊瓦細９

計

飛烏資料館図録

８９，５００

４１，００Ｃ

ｌ19, 000

１７，４００

２３，３００

ｌ計’ 6, 793110‘ 63213, 1502, 6823623, 293

Ｅｌ

1 Ｖ定員

年度 筒

１．予算（1 9 8 4 年幽

区分指定職|行政職㈲|行政職( . ' 研究職｜計

年座 ’ 名称

１９７３第１Ⅲ瓦細ｌ解説

１９７４第2 1 1 1 ｝瓦細２解脱

１９７５第３冊瓦緬３

１９７６第４冊瓦編４

第５冊瓦細５

１９７８第６冊瓦緬６

１９７９第７冊瓦細７

１９８０第８冊瓦編８

１９８３第９冊瓦細９

第１冊

第２冊

第311ル

第４冊

第51111

第６冊

第７冊

第8111｝

第９冊

第10冊

第11冊

第1 2 冊

飛鳥F 1 似の在銘金銅仏

飛鳥白鳳の正銘金銅仏銘文篇

日本古代の蕊誌

口木古代の墓j 篭銘文補

古代の誕生仏

飛鳥時代の古職一高松塚とその周辺一

日本古代の鴫尾

山剛寺股

高松塚拾年

渡来人の寺一桧隈寺と坂、寺一

飛鳥の水時計

小処築の世界一埴輪から瓦堆まで－

1９７６

9 , 490

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

奈良圃立文化財研究所基準費料

1984年度

1985年度

34, 000

１

１

計6, 793110, 6323, 1502, 682. 3623, 2９３
１

489, 289千円

666, 789

４，４７８

５５，９１６

1, 602

432, 694

５３，７３４

４６，５２１

４２，００６

29, 838

960, 442

39, 118

305, 348

600, 000

１５，９７６

人件班

迩営蛮

ゾド業笹理

一股研究

特別研究

発掘調流

宮跡盤術特珂

飛鳥資料館迎獅

埋蔵文化財センヅー迎営

新庁舎維持椛珊簿経蛮

施投災

施設撚備j u t

平城窟跡等盤附班

不動産聯人災

各所修譜盤

7４

9４

９３

２

２

２

２

４

４

6７

６６

２．柑舎等５９１，２

電要文化財ＩＦI 米谷家住宅２１３，２

祁山摘舎 ( - ) ，（） 1 5 3 ｍ２

飛鳥資料館術舎２２５，２

主要工事

( 1 ) 施設終備批千円

飛鳥藤原宮跡発掘調査部写場棟改築工‘ 』ｆ4 , 7 0 Ｏ

奈良国立文化財研究所第３回覆屋改修- ｍ；

区分|本庁禽平城藤原’

飛胤

資料厳

市務室

研究塑

資料・図諜室

会識室

拙蝋

展示篭

写其室

覆屋・展示械

恥ノ 1 1 （

倉l I i i ・収蔵服

研修棟

その他

ｍｇｌ

568,

1, 419

1, 021

３３８１

７９

８４

123

1,416ｉ

1, 745

ｍｇ

ｌ３８

２５２

６４

３８４

５７６

２５６

１，６８６

２００

４，９４５

1３１

'2，

２

６

４

ｍ

皿

”

3６

５３

145

188

2, 087

251

２

０

７

６

２

９

８

４

４

０

２

ｍ

９

７

３

４

８

４

６

９

８

６

６

４

０
７

１

聯

ｍ２

３６

|計

ｍ2

912

0 2 2
，

ｰ '

1, 093

４９７

４７３

１，２２４

５４４

１，６８６

５６６

416

2 2 5

7，

１，

５，



Ⅶ

４ｊ１１１ｺ

６月２１１１

７〃１１~Ｉ

人事異動

（1984年４ﾉｊｌｌｌ～1985年３月3111）

飛XMj 藤原桝跡発掘洲f f f 部辿碓獅満〈災

に外征付 | ：細≦

飛鳥資料館撫務宝長に昇任

｜_ 脈ｉ参夫

庶務部会訓課課艮捕佐に) r 1 l 征

藤本進

奈良工業商等専門学校庶務課長に砿征

Ｉ|､ ' 尼祇徳

京都大学農学部ﾘ ; 務長補佐に低征

広沢柑一

平城宮跡発掘‘ 淵秀部主柾研究官に転任

細兄蒋一畠

平城宮跡発掘調布部遺椛調査室に配慨

換松本修 ' ' １

平城宮跡発掘調布部考I I i 第一調f 礎に

配椴換満水満ミ

平城宮跡発掘調在部誉古第_ 島洲従察に

肥侭換杉 ' ' １洋

飛烏藤原寓跡発掘調代部苔古第一調術

篭に配侭換浦水典一

飛烏藤原撫跡発掘調在部拷I I i 輔：, 淵術

蟻に畑稀換人脇潔

飛烏藤原汽跡発掘調森部史料, 洲侮窄に

配慨換 ’ 〉 : 水修

飛鳥資料館学蓑窄に配慨換

ノ| : ｋ和人

埋蔵文化財センター研究指導部発掘技

術研究索に配瞬換松ﾊ ：ｊＷｆ

埋蔵文化財センター研究指導部測峨研

究室に配侭換光谷妬災

埋蔵文化財センター研究指導部保仔l ：

学研究索に配慨換内' ' １１１/ { 人

飛鵬藤原宮跡発伽調海部脹任研究宵に

採川｜ { I 辺征火

平城宮跡発掘渦森部考古第一調脊顎に

採用他行浩

研究補佐風( 飛烏藤原桝跡発伽I 洲街部）

に採川納谷 ‘ ､ ] : ､ 龍

11. 1i 野’ １４

１; 勝補佐j ｉ（庶務部庶務課）に採川

稲本良ｒ

飛鳥藤原宮跡発伽調在部－１i 征研究' 白に

－７５－

外征安 ' Ⅱ龍太郎

、|城禰跡発’ 111淵f 謡|辿料i 淵＃済《災に採

川 綾付宏

l Oj l 2011辞職

滝本脈志

２ノ1 1 1 ~１庶務部会Ｉ汁裸災に外征

赤羽卸一

束』i ( ' 1 1立文化財研究所庶務課長にＩ低価

袖１１保美

庶務部庶拐課長に配慨換

松本保と

３月3 1 日辞職

泉雄二

Ⅷ組織規定

文部省組織令抜準

Mm5 9年政令第1 2 7 - Ｂ

昭和59年７ノ111 J 全部1M〔正

輔1 0 8条

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

′ 聯機関を慨く。

’ 1軸: 文化財研究所（前後I 略）

輔1 1 4 条Ｉ' 軸: 文化財研究所は，文化財に関する

‘ 淵介研究，盗料の作成肱びその公表を行う機関

とする。

２１１Ｗ文化財研究所には，史所を侭くことがで

きる。

３１侭肋: 文化財研究所及びその支所のf ' １称，位i i ‘ ‘ ｊｌ

ノ史ぴ内部組織は，文部汽令で定める。

文部省設置法施行規則抜莱

’ 1杯' 128年１ノ11311文部符令輔２．) ］

追加昭伽4 3 年６ノl l 5 H文部省令第２Oけ

｜l / { 和45年. l ﾉ1171. 1文部宵令第11) j 、

１１/ { 和45年４川121 : I 文部省令第６鑑

’ 1/ { 和49年４ノ1111. 1文部省令第１( 崎

Ｍ和50年４ノ１２１１文部省令第１３５．

１|岬1151年５１１１０１１文部満令輔161. ｊ

昭和52年‘ l ノ11811文部樹令第10勝

昭和53ｲＩｚ４ｊ１５ＩＩ文部宙令輔198．

昭和5 3 年９ノ１９１１文部省令輔3 3 け

昭『1155年４ノ１５１１文部宥令輔l 4I j ・

ＩＩｒＩ和55年６ノ12511文部省令鰯23) j ・

昭和58年10ﾉ ･ ' １１１文部省令輔25妙

I l Y { 和59年７〃１１１文部禰令第37･ ; ｊ

輔５噸文化庁の施設蝶機関

輔４節｜侭| 立文化財研究所

鋪１１６条の９１K １１〉: 文化財研究所の桝称及び位慨



! ま，次の表に掲げるとおりとする。

笛 弥位樋

来京I 1 j 立文化財研究面

奈良脚立文化財研究所

束京都台東区

奈良ﾘ 『↓ 奈良巾

第２秋奈良倒立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良刷雌文化財研究所に，所堕を侭く。

２所長は所務を唯理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調在部及び飛烏藤原寓跡発掘調森部を侭く。

２前項に定めるもののほか，奈良倒立文化財研

究所に，飛階資料館岐び埋蔵文化財センターを

瞬く。

（庶務部の分課及び‘ I 『務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を侭く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の‘ 』f 務をつかさどる。

一職此の人‘ j #に関する躯務を処理すること。

二職典の補利厚生に関する‘ j i F 務を処理するこ

と。

弓公文‘ I } : 獄の接受及び公印の梼守その他庶務

に関すること。

｜凡Ｉこの研究所の所掌覗務に関し，連絡‘ 淵盤す

ること。

五この研究所の所単に係る適職及び遺物の保

全のための鮮備に関すること。

六前各Ｉｊに掲げるもののほか，他の所掌に随

しない1 f 務を処理すること。

３会計課においては，次の’ 侭務をつかさどる。

一予算に関する蛎務を処理すること。

二維費及び収入の決算その他会計に関するﾂ ｛

勝を処理すること。

三行政財産股び物品の管理に関する; 務を処

理すること。

叫庁舎及び設備の維持，管理に関する串務を

処理すること。

．/ ｉ庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の覗務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

低統的建造物群に関する調秀研究を行い，並び

7６

にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては，考I I i 及び史跡並びに

雌史費料に関する調査研究を行い，並びにその

紡果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六宝及び『| #務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，誉I I i 第一調杏

篭，苔占第_ 二調査室，者古第三調査室，遺椎調

査案，計測修駄調在察及び史料調査室を瞬く。

２前項の各室においては，、I と城宮跡に関し，次

項から第六項までに定める蛎務を処理するほか，

その発掘を行う。

３考占第一調査室，誉間第二調査室及び考古第

呈調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保仔盤理及び

調布研究並びにこれらの結果の公友を行う。

４世櫛調在室においては，辿椛の保が盤即及び

調在研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５１汁測修景調査篭においては，遺描の計測及び

修景並びにこれらに関する渦秀肌究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調在寵においては，木簡の保存整理及び

調侮研究，史料の収集及び調布研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛烏藤原宮跡発掘調i i f 部のI ﾉ ﾘ 宗及び那務）

第1 2 9 条飛脇藤原宮跡発掘調奄部に，考占第一

‘ 淵在塞，苔占第二調在室，遺撒調在室及び史料

調査室を侭く。

２仙項の名室においては，藤原宮跡及び飛脇地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第五項までに定める蛎務を処理するほか’ その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考占第二調査室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く）の保存柊理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺碓淵在室においては，辿撒の保序盤蝿及び

調在研究，遺購の計測及び修殿並びにこれらに

関する調溌研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調厳室においては，水簡の保存終理及び

調査研究，史料の収集及び調奄研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第１3 0 条飛賎資料館においては，飛鳥地域の雁



史的意義及び文化財に関し，国鶴の理解を深め

るため’ この地域に関する考古資料，歴史盗料

その他の費料を収集し，保梢: して公衆の観覚に

供し，あわせてこれらに関する調査研究及び猟

業を行う。

（飛鳥資料館の館奨）

第1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を侭く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及びり; 務）

輔1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務察及び学芸室を瞬

く。

２庶務室においては，飛烏寅料館の庶務，公Ｉ汁

等に関する１筋を処理する。

３学芸室においては，次の１稲をつかさどる。

一飛鳥地域に関する誉占寅料，歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典鱗，I I i 文『M: その他の資

料の収集，保管，股示，僕J j 1 ，模造，が典の

作成，調査研究股び解説を行うこと。

二飛烏地域に関する脚僻，』j 独その他の資料

の収集，盤理，保僻，股, 侭，閲覧及び調査研

究を行うこと。

二飛崎盗料館の‘ j ; 業に関する出版物の細集及

び' : １行並びに縛及４１‘ j : 仏を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

‘ j f 傍をつかさどる。

一埋俄文化財に関し，‘ 淵侮研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存盤蝿に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職典その他

の関係街に対して，，抑Ｉ的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保が盤剛に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関股び剛体

等の求めに応じ，聯門的，技術的な指導及び

助嵩を行うこと。

Ｉノリ埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収集，

盤理，保腎及び調査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の. 機関及び団体嘘

－７７－

の求めに応じ，その利川に供すること。

（埋蔵文化財センターの腿）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに奨を侭く。

２前項の長は，埋蔵文化財センターの蛎務を単

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報資料室を侭く°

（教務室の猟務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る' 肘務を処理するほか，埋戯文化財センターの

庶務に関する' 価務をつかさどる。

（研究指導部の／‘ くま及び堺務）

第1 3 7 条研究指導部に，砦i f 制価研究室，集落

遺跡研究室，発掘技術研究寵，進物処理研究龍，

測ｌｌｋ研究率汝び保存工学研究室を股く。

２考占計画研究室においては，第1 3 3 条第１号

から第３号までに掲げる事務（他の峯の所掌に

腿するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究龍においては，集落遺跡に関し，

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる希偲務

（遺物処理研究顎，測{ , f 研究室及び保存工学研

究龍の所紫に属するものを除く) をつかさどる。

４発掘技術研究室においては，遺跡の発掘技術

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る' １; 務をつかさどる。

５進物処理研究篭においては，辿物の処理に関

し，第13 3条第１号から第３８までに掲げる．‘ ' １：

勝をつかさどる。

６測並研究察においては，埋蔵文化財の測I J t に

関し，第1 3 3 条第１サから第３号までに掲げる

ツヅ務をつかさどる。

７保が工学研究室においては，遺跡の保存盤備

に関し，第1 3 3 条第１吋から第３号までに掲げ

る’ 撒務をつかさどる。

（情報資料主の事務）

第1 3 8 条情報資料室においては，第1 3 3 条第４

号に掲げる輔務をつかさどる。



職Ｉ担当

職員（1 9 8 5 年７月１日現在）

所属氏名 ’ 官

担 当職

7８

所属 | 氏名｜官職｜担当 ’ 官職｜担当 ’
所属

| 氏名

平

城

宮

跡

発

掘

調

森

部

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ

倦

盾

随

一

調

匪

陸

一

考

古

第

二

調

在

室

一

考

古

第

三

調

廠

室

辿

柵

調

在

室

一

計

測

修

疑

調

在

室

史

料

淵

在

室

－

１

１

１

Ｉ

岡、英男

工楽響通

松村恋司

岩永省三

金子播之

八幡扶桑

佃斡雄

吉村珂朗

石川千忠子

川辺i l 1 i 夫

巽淳一郎

千田剛道

山崎備二

山木忠尚

杉１１１洋

花谷浩

毛利光俊彦

宮本長二郎

松本修自

山岸淵人

上野邦一

I 日中哲雄

水中典

間瀬要一

村岡正

綾村宏

総本義則

寺崎保広

舘野和己

細見啓三

上野邦一

金子総之

毛利光俊彦

商瀬要一

千田剛道

1 1 1 崎侭二

森田光治

岡i n 博光

文部技宙部長

良

ｊ任

脈旦

職Ｌｌ

長

畑

伽

長

、

艮

田

艮

燭

伽

艮

腐

汽

宙

官

官

宮

宮

佃

個

究

究

究

究

究

究

究

慌

研

研

研

研

研

研

研

ｊ

任

任

任

任

任

任

任

塩

の

呼

呼

室

伽

的

室

的

望

⑯

韮

的

。

室

主

主

主

主

主

主

主

嘩

雛

＃

，

ｆ

，

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

文部技術

文部技宿

文部技官

文部技愉

文部技樹

文部技宮

技能補佐此

研究補佐典

文部技官

文部技愉

文部技‘ i 4 f

文部技宮

文部技官

文部技腐

文部技Ｙヅ

文部技間

文部技宙

文部技宙

文部技1 ‘ ｆ

文部技官

文部技宙

文部技宙

文部技腐

調査貝

文部技官

文部技愉

文部技腐

文部技宙

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技満

文部覗猫官

文部耶務富

老古

老古

考古

写英

写英

保守

公開

考古

考古

老古

老古

老古

考古

老古

老古

処築

建築

処築

処築

辿跡庭蝋

辿跡庭噸

遺跡庭噸

辿跡庭悶

歴史

歴史

騰世

処築

処築

考古

老古

辿跡庭脳

考古

|；iii

庶

務

課

会

計

課

庶

拐

部

建

造

物

研

究

室

一

歴

史

研

究

室

’

一

坪井油足

伊藤省三

松本保之

織田他蔵

田部信垂

西徹

森田光治

岡田博光

八輪扶桑

宍戸雅子

港悦子

岩永悪子

柵本良子

新宮恵子

本中室代

中川かよ子

中垣睦美

西鍋耐美

赤羽郷一

稲脇郁夫

藤本進

西瓜仙三

渡辺嘩史

山口亜治

小林雅文

前川正子

菊本洋子

橘元敬子

西村博美

浅井正彦

中西延夫

飯田侭男

垣内きj こえ

永田季子

渡辺康史

吉村義徳

大西和子

岡田英男

商瀬要一

松本修自

清水其 -

1 1 1 岸粥人

稲山敏男

鬼頭清明

立木修

上原英人

寺崎保広

舘野和己

花谷浩

堀池審妹

文部技官所長

文部4 1 勝 1 ‘ ＃部長

文部事務官課長

文部車務宮課長補佐

文部事務官庶務係長

文部車務官

文部躯務官鮭筋具長

文部事務官警務貝

文部技官専門職貝( 併任）

覗務袖佐旦

訓務袖佐只

1 j 猫補佐此

ﾘ ；筋補佐旦

覗筋補佐只

覗路補佐貝

事務補佐旦

覗筋補佐興

覗勝補佐且

文部事務篇課及

文部事務官課艮補佐

文部事務官課長補佐

文部事務満専側職只

文部技官専門職貝

文部駆務窟経理係長

文部事務官経理主任

求務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

文部蕊務愉朋度係蛙

文部事務官

文部技汽

文部技官

噸務揃佐旦

雛総灘《僻幽
那務補佐員

課

諜

課

専

専

経

経

艮袖

長袖

Ｉ１ｕ職

門職

理係

理主

災

佐

佐

只

只

長

任

文部技官龍艮( 取扱）

文部技常（併任）

文部技官（併任）

文部技腐（併任）

文部技１，『（併任）

’ 淵 五貝（非常勤）

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技悔（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

棚在貝（非惟勤）

庶務人邪

鋳Ｎｉ

緋俄

写典

職務人1 1 ｉ

庶勝

唯筋

鵬勝

庶協

図』資料

図l L f 箕料

図, H: 武料

図．, 1 資料

藤原‘ 1 ; 務

整Ｍｉ管理

経理

経理

経理

用度

自動車運娠

自動車運極

用度

用度

施設

施設

遺跡庭剛

処築

処築

辿築

処築

雌史

考古

老古

歴史

歴史

考古

歴史



文部技官室

文部技官

文部技官（併

文部技官室

文部技官

軍

人真

理

係

一

一

統

報

資

料

室

一

所属 氏 名 ’ 官 職 所屈 氏 名 ’ 官 職 担当担当

ｌ

｛

毎

古

叶

画

研

究

撤

一

康

章

‐

上

襲

蒋

過

時

研

究

塞

一

長瞳

Ｉ

上

測

斌

研

究

塞

一

Ｉ

上

促

仔

工

学

研

究

謙

一

麺

諦

秘

儒

訣

琢

務

蝿

Ｔ

Ｉ

ｌ

ｌ

上

庶

務

係

一

文部技官

文部技嘗

文部技官

事務補佐員

細壷員

文部技官

文部事務官

文部駆務官

耶務補佐貝

室長考

考

考

砺

( 非 常勤）考

センター長

室長

願

砺

古

古

古

務

古

狩野 久 文部技官部

長

長

燭

長

燭

勘

長

畑

長

め

一

考

古

第

一

調

査

室

一

考

古

第

二

開

壷

室

一

遺

柵

調

査

室

一

史

料

調

査

室

一

飛

烏

漣

原

宮

・

跡

発

掘

佐藤典治

土肥孝

清水典一

井上面夫

岩本圭輔

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官（併

者

考

建

写

考

考

考

考

考

建

考

考

考

歴

考

湾

古

古

築

爽

古

古

古

古

古

築

古

古

古

史

古

古

田中

孫

教

務

塗

一

一

認

浄

璽

獅

渉

準

一

識

騨

権

一

趣

紗

準

一

測

斌

研

究

室

一

蹄

診

塞

一

東谷久夫

刀谷敏博

宮崎弘美

務

秘木下正史

西口寿生

菅原正明

大脇潔

文部技官室

文部技官

文部技官（併

文部技官（併

佐服 文部技官部畏真

研

究

指

灘

部

埋

蔵

文

化

財

セ

ン

ク

松沢

山F1’

文 部技官室

文部技官（併

亜生

敏史 蓋|善

古

古

村上靭一

岩本正二

深深芳樹

川越俊一

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官（併

文部技官塗

文部技官

町田

上原

Ｉ

上

冊

測

膝

紫

掴

交

寵

一

長匡

古

古
加藤優

立木修

安田加太郎

齢

伊東太作

山中散史

杉田繁治

泉拓良

西村

松井

‐

上

史

料

風

狂

寵

一

鞭

蒋

施

保

謎

庁

古

古菅原正明

川越俊一

安田塊太郎

大脇潔

岩本圭輔

西田健三

大西洋子

稲垣耕正

望月正治

宮川伴子

納谷守幸

商野学

小寺誠

坪井浦足

日商参夫

松本正典

米田一二三

吉村鏡徳

乾群雄

藤本渚

福井敏子

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部班務官

事務補佐員

技能補佐員

技能補佐員

研究補佐員

研究補佐貝

研究補佐員

研究補佐員

文部技官

文部蛎務官

文部鞭務宮

文部覗務富

文部技官

技能補佐員

警務補佐員

業務補佐員

主任研究嵩

主任研究官

主任研究富

主任研究宮

主任研究官

事務総括( 併任）

考古

考古

考古

考古

老古

事務

耶務

自動車通振

保守

資料蕊理

考古

考古

考古

鞭

文部技富塞長| 駕蕊文部技官

沢田正昭

肥塚隆保

郎

治

次

征

本

国

岩

包

一

補

報

資

料

室

部

文部技官塗

文部技官

文部技官（併

文部技官（併

木全

光谷

伊束

松井

”

鍵

排

索 識

文部技官室

文部技官

安原啓示

内田昭人 長隠蹄耀爵

館長（取扱）

室 長

糠務員

( 併 任）

飛

１

上

考

古

第

一

副

迂

室

一

Ｉ

上

遮

怖

酬

髭

斑

一

‐

Ｌ

史

料

調

変

態

一

溺

附

股

守

備

秘

鳥|庶

:|“

ｌ

上

埋

漣

文

化

財

セ

ン

タ

ー

〒

Ｉ

Ｔ

Ｌ

文部技官室

文部技官 長艦文繍鴇
館Ｉ室

Ｉ

土

芳

古

輔

二

調

壷

室

一

Ｉ

上

庇

‐

Ｌ

拷

古

菰

一

鋼

壷

誼

一

●

ｌ

上

飛

蝿

寅

ｌ

圭

展

刈

噸

猟

宮

跡

発

掘

調

迩

部

デ

ー

‐

信

胴

胴

脚

旧

脚

胴

哩

１

１

１

上

敗

務

瓶

－

１

１

上

牧

務

係

一

‐

ｌ

上

唾

史

研

究

室

一

一

建

造

物

研

究

‐

室

一

；
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